
厚生労働省 令和 4 年度障害者芸術文化活動普及支援事業 

中国・四国ブロック 障害者芸術文化活動広域支援センター

『中国・四国 Artbrut Support Center passerelle』

令和 4 年度 事業報告書



もくじ

はじめに

鳥取県
島根県
広島県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県

ファーストステップに伴走する　土谷 享

島根県
岡山県
広島県
徳島県
香川県
愛媛県
終了後のアンケート
座談会「ファーストステップを通して」

はじめに
エッセイ 「小さな町の音楽家から見た本事業」　北添紫光

その他の取り組み
エピローグ 「小遣いと駄菓子屋ともうひとつ」　岡村忠弘

あいサポート・アートセンター

島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースしまねいろ

広島県アートサポートセンター

徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

香川みんなのアート活動センターKAGAWAMOVES

愛媛県障がい者アートサポートセンター

藁工ミュージアム　分室

6

8

10

12

14

16

18

22

24

25

26

27

28

29

30

31

3

4

エッセイ 「大切なものは目には見えない」　平谷尚大

事例紹介 + 現場を巡る対談［愛媛県、香川県、島根県］

事例紹介 + 現場を巡る対談［鳥取県、広島県、高知県、徳島県］

42

44

56

72

74

中国・四国ブロックの各支援センターの取り組み

主催事業　アート活動をはじめようとする事業所のファーストステップに伴走する企画

事例紹介〜アートが変えた日常について〜

　中国・四国Artbrut Support Center passerelle（パスレル）が、障害者芸

術文化活動普及支援事業の中国・四国ブロックの広域センターとして活動を

開始して、今年度で3年目を迎えました。

　昨年度と同様、令和4年度もコロナ禍という困難な状況は続きましたが、各

地の支援センターの皆さんは、相談業務や企画展の準備・実施など、各地の特

色のある魅力的な活動を展開してこられました。

　また、今年度は、当センター主催事業として、「アート活動を始めようとする事

業所のファーストステップに伴走する企画」を実施しました。この企画は、これま

で興味はあったものの事業所としてアート活動を展開することを躊躇し、アート

活動をはじめる方法がわからなかった事業所を対象として、当センターと協力し

ながら、ゼロからアーティストと事業所とのコラボレーションを企画・実施するプ

ロジェクトです。

　本企画は、打ち合わせを含め、可能な限り対面形式で企画を進めてきまし

た。企画を通して様々な人や団体とが出会い、その出会いによって多くの体験

や感情が創発されました。コロナ禍で人と人との繋がりが制限されている最中

の私たちですが、企画を通して改めて、人と人とが出会うことの大切さを実感す

ることができた、そんな企画となりました。

　本書が、本事業を知っていただくきっかけになるとともに、障害者の芸術文化

活動普及支援の一助になれば幸いです。

中国・四国Artbrut Support Center passerelle
センター長　　 

岡村 忠弘

すだちクラブ

HappyComeCome

ワークショップ西風舎

児童デイこころ国府

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室

パステルみんなの家
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《エッセイ》

小さな町の
音楽家から見た
本事業

北
添
紫
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ー

今年でこの障害者芸術文化活動普及支援事業に係わるようになって三年目になる。
きっかけは、「2017 ジャパン × ナント プロジェクト」に感動したことだった。

それから年月を経て、片岡保憲氏（脳損傷友の会高知青い空 理事長）に出会い今ここに至る。

僕の肩書は芸術文化活動支援コーディネーターだが、
自分に何ができるのか少なからず不安だった。

実際やってみると猫の手も借りたいとはよく言ったもので、自分でも役に立てる時があることを知った。
高知県の小さな町で音楽を仕事に生活をしていた、

その僕が障害と向き合う人 と々その芸術活動に触れるようになって、
いつも思うことがある。

それは、僕らみんなが、常に、そして永遠に
「理解できない事」を理解しようとしなければならないという事、

つまりできない事をできるようにしていかなければいけないという事。

今理解できる事の上に幾つもの土台を組み上げ、
理解すべき事に向けて新たな《橋》をかけなければならないという事、

そしてそれを何度も繰り返していかなければならないという事。
そして、今この世界にある「理解」や「できること」ではまだ《足りていない》という事を

認識しなければならないという事である。

少なくとも、僕はいつもそのことを思い知らされている。

一年目、僕らは「なんでそんなんプロジェクト」で
人の意識の新天地へ橋を架けた、問題行動と呼ばれるものも、

捉え方次第で笑いやアートに変えられるきっかけが生まれるのではないか？
そしてそれによって救われる日 ・々日常のなにかがきっとあるということを知った。

二年目、僕らは「ビデオ・プリゼント」で障害と向き合う人々の
イマココ【今と此処】を最新のツールで発信することで、

障害と向き合う皆さんの日常を今の世界と身近に繋ごうとした。

知らないからわからない、わからないから怖い。
すべては先ず知ることから始まると信じて。

三年目、「アート活動をはじめようとする事業所のファーストステップに伴走する企画」と題して
アート活動を始めたいがその方法に苦慮する事業所の方に

そのノウハウを共有することでほぼ応募事業所のみで活動をやりきるという
「おにぎりを渡すよりもコメの作り方を共有する」事に成功した。

支援センターの皆さんと事業所の皆さんも効果的に結びつけられたと確信している。
そして、四年目も未来に橋を架けるような計画が練られている、、、

どんどんと色んな所に新しい《橋》がかかっていく
そしてかけられた橋の上を、物珍しそうに楽しそうに人が通っていく。

その中の一人として、僕は思う。
知らないを知ってるに、分からないを分かるに、

できないをできるにしていく事は、
日々の忙しいルーティンワークの中では大変なことだ。

しかし、それを成し遂げてつかみ取った次の段階の日常で生まれる笑顔を見ていると、
たとえ限られたリソースの中の安定した日常の中にあっても
一番のリスクはやはり進歩をやめてしまうことかもしれないと。

本事業に出会ってから僕自身も変わり始めている。
変わり続けることが当たり前になってきている。

それは本当に有難いことだと思います。
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邑久光明園 陶芸作品展
2022.6.4（土）～2022.7.10（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
国立ハンセン病療養所のひとつである国立療養所邑久光
明園で制作された陶芸作品と書道作品、計64点を紹介す
る作品展。
主催：あいサポート・アートセンター
協力：国立療養所邑久光明園、長島との交流を進める倉吉市民の会

島根県障がい者アート作品展 in とっとり
2022.8.6（土）～2022.10.2（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
島根県との連携企画として「令和3年度 島根県障がい者
アート作品展 －WEB展2021－」の受賞作品展を鳥取県で
開催。
主催：あいサポート・アートセンター
共催：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ

倉吉養護学校作品展 PartⅡ 
～宇宙の惑星のように輝け～
2022.11.12（土）～2022.12.11（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
鳥取県立倉吉養護学校の小学部から高等部までの児童・
生徒が、授業や日頃の活動の中で制作した作品を展示。
主催：あいサポート・アートセンター
共催：鳥取県立倉吉養護学校

毛利 輝 作品展 19年の軌跡  ～描く向こう側に～
[本展]2023.2.4（土）～2022.3.12（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
[巡回展]2023.3.17（金）～2023.3.21（火・祝）
会場：米子市美術館 第1展示室
聴覚障がいがある毛利輝さんが幼少期から現在に至るま
でに描いた作品約40点を紹介する作品展。
主催：あいサポート・アートセンター

▼「毛利輝作品展 19 年の軌跡～描く向こう側に～」＠くらよしアートミュージアム無心

イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

企画展「邑久光明園 陶芸作品展」関連イベント　
ギャラリーツアー
[第1回] 2022.6.12（日）
[第2回] 2022.6.25（土）
[第3回] 2022.7.10（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
邑久光明園と交流を続けておられる三谷昇氏に作品の解
説や陶芸部について等をお話しいただくギャラリーツアー。
講師：三谷 昇氏

鳥取県立倉吉養護学校ワークショップ
「プロから学ぼう」

[第1回] 2022.6.23（木）
[第2回] 2022.7.5（火）
[第3回] 2022.9.8（木）
会場：鳥取県立倉吉養護学校
学校祭での演劇発表を目標に、表現力の向上を目指した学
習として、中学部の生徒が身体表現などを「鳥の劇場」のプ
ロの役者から学ぶワークショップ。
連携機関：特定非営利活動法人 鳥の劇場

企画展「島根県障がい者アート作品展 in とっとり」
関連イベント
オンラインギャラリートーク
2022.8.13（土）～配信期限なし
YouTube配信 ※アーカイブあり
撮影会場：くらよしアートミュージアム無心
島根県障がい者アート作品展審査委員会審査委員長を務
める福井一尊氏に、作品の解説や展覧会の見どころ等をお
話しいただくギャラリートーク。
講師：福井 一尊氏（島根県立大学 人間文化学部 准教授）

▲「島根県障がい者アート作品展 in  とっとり」関連イベント オンラインギャラ
リートーク ※ YouTube 配信

▲ワークショップ 子どもアート感想画会

▲「邑久光明園 陶芸作品展」関連イベント ギャラリーツアー

イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

企画展「倉吉養護学校作品展 PartⅡ ～宇宙の惑
星のように輝け～」
会期中開催ワークショップ 子どもアート感想画会
2022.11.16（水）
会場：くらよしアートミュージアム無心
4～5歳の園児を対象に、障がい者アートに触れてもらうこと
や自由に感想を述べたり表現したりすることに自信をつけて
もらうことを目的として、展覧会の作品をよく見て感じたこと
や印象に残ったことを絵で表現するワークショップ。

アートの入り口プログラム
2023.3.4（土）
オンライン開催（zoom）
撮影会場：スイコー株式会社 本店
アート活動を支援している方やこれから新たに取り組みたい
方を対象に「アート活動の入り口」をテーマにしたプログラム
を実施。
テーマ：美術活動支援について
講師：岡野元房氏（モトフサ現代美術館館長）

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
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NPO法人ふきのとう～あすなろ アートの世界～
2022.6.18（土）～6.26（日）
会場：ゆめタウン出雲 太陽の広場
生活介護事業所あすなろで制作されたアート作品の展示。
主催：ゆめタウン出雲
運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：NPO法人ふきのとう

島根県障がい者アート作品展inとっとり
2022.8.6（土）～2022.10.2（日）
会場：くらよしアートミュージアム無心
令和3年度島根県障がい者アート作品展Web展2021受賞
作品37点の展示と、審査委員長・福井一尊氏のオンライン
ギャラリートークの配信、アートグッズの販売。
主催：あいサポート・アートセンター
共催：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：島根県内の作品出展事業所・個人、島根県立大学人間文化
学部准教授・福井一尊

令和4年度島根県障がい者アート作品展
2022.12.9（金）～2022.12.11（日）
会場：島根県立美術館ギャラリー
島根県内在住の障がいのある方のアート作品の展示、公開
審査による支援者向けワークショップと審査、表彰式。
主催：島根県、島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：島根県社会福祉協議会、島根県知的障害者福祉協会、（公
財）しまね文化振興財団、島根県障害者社会参加推進センター、島
根県立大学

令和4年度島根県障がい者アート作品展巡回展in
グラントワ
2023.2.3（金）～2023.2.5（日）
会場：島根県芸術文化センター「グラントワ」多目的ギャ
ラリー
令和4年度島根県障がい者アート作品展の受賞作品41点
の展示と、絵付け体験のワークショップ。
主催：島根県、島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：アトリエ・スノイロ

▲にぎやかな日 i々n松江

◀︎にぎやかな日 i々n松江

▼グラントワダイバーシティいわみ事業 にぎやかな日々

令和４年度島根県障がい者アート作品展巡回展 in グラントワ▶︎

▼障害×見せ方講座 伝わる展示のつくり方

▲ムービングバードに絵付けをしてみよう

そ
の
他

ムービングバードに絵付けをしてみよう
①2022.6.21（火）
会場：清風園
②2022.7.2（土）
会場：ゆうはーと
三瓶こもれびの広場木工館のワークショップ商品のムービン
グバードに自由に絵付けをして、仁摩サンドミュージアムに展
示する。
展示期間：2022.7.21～8.30（ゆうはーと）、2022.11.1～12.9

（清風園）
主催：三瓶こもれびの広場木工館
運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：清風園、ゆうはーと、アトリエ・スノイロ

障害×アート見せ方講座「伝わる展示のつくり方」
2022.10.15（土）
会場：島根県民会館 第1・２多目的ホール
福祉事業所の支援者らが展示造作にまつわる基本知識や
コツを学び、模擬的な作品飾り付け・キャプション作成をワー
クショップで体験する。
主催・運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
連携：鞆の津ミュージアム

にぎやかな日 i々n松江
2022.11.19（土）
会場：島根県民会館中ホール
音楽や石見神楽をだれもが安心して楽しめるバリアフリー
公演。
主催：文化庁、（公財）しまね文化振興財団（島根県民会館）、島根
県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースしまねいろ、

「にぎやかな日 i々n松江」実行委員会、島根県
連携：島根県立大学人間文化学部福井ゼミ、櫻苑、わこう苑、福祉
ネットだんだんネ、島根県立松江養護学校、The Tomorrow Girls、
いわみ福祉会芸能クラブ

グラントワダイバーシティいわみ事業　
にぎやかな日々
2023.1.15（日）
会場：益田市総合福祉センター
みんなで音を楽しむ参加自由の音楽体験、にぎやかな音楽
会の鑑賞のバリアフリー公演。
主催：文化庁、（公財）しまね文化振興財団（いわみ芸術劇場）
共催：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベースし
まねいろ
連携：ヒビノデザイン、atelier103

中
国
・
四
国
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助成事業「アートの巣箱」art201展覧会
2022.10.12（水）～25（火）
会場：はつかいち・みやじま情報センター
主催：art201
後援：廿日市市・廿日市市教育委員会
助成：令和4年度広島県障害者文化芸術活動支援事業

鑑
賞
会

遠隔ロボットを使った鑑賞会inあいさぽーとアー
ト展（広島会場）
2022.11.3（木・祝）
会場：広島県立美術館　地下１階県民ギャラリー
主催：広島県、広島大学、広島県アートサポートセンター
協力：広島支援機器研究会

遠隔ロボットを使った鑑賞会inあいさぽーとアー
ト展（福山会場）
2022.12.7（水）
会場：ふくやま美術館　ギャラリー、ホール
主催：広島県、広島大学、広島県アートサポートセンター
協力：広島支援機器研究会

みんなで楽しむおしゃべり鑑賞会～美術館でアー
トを見よう～
2023.3.25（土）
会場：広島県立美術館　２階展示室
主催：広島県、広島大学、広島県立美術館、広島県アートサポート
センター
協力：広島支援機器研究会

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

ワークショップ「おみくじアート」
2022.11.6（日）
会場：広島市東区民文化センター 工作室
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

▲遠隔ロボットを使った鑑賞会

▲遠隔ロボットを使った鑑賞会

▲ワークショップ
　「おみくじアート」

そ
の
他

表現者発掘プロジェクト
「アーティストに会いに行ってみた」

2023.3.1（水）～
会場：広島県アートサポートセンターYouTubeチャンネル
主催：広島県アートサポートセンター

助成事業「アートの巣箱」art201サロン
2022.11.20（日）
2022.12.4(日）
2023.2.19（日）
会場：トヨペット廿日市店
主催：art201
助成：令和4年度広島県障害者文化芸術活動支援事業

助成事業「アートの巣箱」art201おでかけサロン
2023.1.22（日）
会場：宮島交流館 
主催：art201
助成：令和4年度広島県障害者文化芸術活動支援事業

助成事業「アートの巣箱」ART COMPLEX 
HIROSHIMA 『かいじゅうたちのいるところ』
2023.1.6（金）～1.9（日）
会場：JMS アステールプラザ １Fギャラリー
主催：ART COMPLEX HIROSHIMA 
協力：KAZOO
助成：令和4年度広島県障害者文化芸術活動支援事業

演
劇
公
演

広場にあつまった仲間たちによる演劇公演
おきらく劇場ピロシマ
ウタとナンタのさかのぼり
2023.3.4（土）～3.5（日)
会場：JMSアステールプラザ　多目的スタジオ
主催：一般社団法人舞台芸術制作室無色透明
共催：認定NPO法人ひゅーるぽん 広島県アートサポートセンター

セ
ミ
ナ
ー
・
座
談
会

セミナー＆座談会　やまなみ工房の日々から
2022.7.15（金）
会場：Otis!
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

セミナー＆座談会　ほっとスペースぽんぽんの日々
から
2022.9.17（土）
会場：佐東公民館、オンライン
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

セミナー＆座談会　社会福祉法人若菜の日々から
2022.10.15（土）
会場：ギャラリー若菜、オンライン
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

セミナー＆座談会　「アートとフクシのコラボーケ
ン～ときどきキョーイク2022～」
2022.11.5（土）
会場：広島県立美術館　講堂
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

新たな出会いセミナー「墨を使った表現について
～書・書道～
2022.11.19（土）
会場：熊野町民会館　熊野町公民館　美術工芸室
主催：広島県
運営：広島県アートサポートセンター

そ
の
他

アート相談窓口
2022.12.6（火）
会場：広島県立美術館　地下１階県民ギャラリー
主催：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（展示方法の基本を学ぶ）
2022.6.28（火）
会場：社会福祉法人静和会　大日学園
主催：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（陶芸粘土で遊ぼう！）
2023.1.25（水）
会場：認定NPO法人ひゅーるぽん 
主催：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（墨で遊ぼう！）
2023.2.18（土）
会場：らいふスペースともある 
主催：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（遠隔ロボットを使った博物館見学
会）
2023.3.7（火）
会場：ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物
館）／広島大学附属東雲小学校
主催：広島大学、広島県アートサポートセンター
協力：広島支援機器研究会

▲新たな出会いセミナー「墨を使った表現について」

▲専門家派遣「墨で遊ぼう！」

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

10 11



徳
島
支
援
セ
ン
タ
ー
名
／
徳
島
県
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

展
覧
会

片岡政美作品展
2022.4.30（土）～6.15（水）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
片岡政美氏の作品約30点を展示。

第2回全国公募Tシャツデザイン展
2022.7.8（金）～8.31（水）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
全国から504点の応募、優秀作品5点をTシャツにプリントし
販売。

第8回「障がい者アーティストの卵」発掘展
2022.8.31（水）～9.4（日）
会場：徳島県立近代美術館ギャラリー
徳島県内の障がい者が制作したアート作品115点の展示。

【第8回「障がい者アーティストの卵」発掘展受賞作品巡
回展】2022.9.17（土）～11.27（日）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ、四国大学交流プラ
ザ、徳島県立総合福祉センター
受賞作品７点を、県内３か所で展示。

この素晴らしき世界　希望の園作品展
2023.2.10日（金）～26（日）
会場：徳島県立近代美術館 

「特定非営利活動法人希望の園」（三重県松阪市）で制作
された作品、61点を展示及びゲストトークと学芸員による展
示解説。

みんなのはっぴょうかい
2023.3.22（水）
会場：徳島県立二十一世紀館イベントホール
演奏、歌唱、ダンス、パフォーマンスなど11グループの発表、
YouTubeでのライブ配信。

▲この素晴らしき世界-希望の園作品展

▼第8回「障がい者アーティストの卵」発掘展

そ
の
他

訪問調査
2022.5～7

施設・特別支援学校・個人を訪問し、芸術活動の現状等に
ついて調査。

作品販売
2022.7.～
会場：徳島県立障がい者交流プラザ プラザショップ
障がい者アーティストの作品販売。

企画委員会の開催
2022.9.12（月）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
センターの諸行事について企画委員に説明すると共に意見
を求める。

ホームページ・SNSなどによる情報発信
徳島県障がい者芸術・文化活動支援センターホームペー
ジ・Instagram
主催の行事や募集内容について、また県内外のイベント情
報の発信。

相談記録簿の作成
創作活動についてや、情報提供、発表などに関する相談を
随時受付。

プラザギャラリー貸出業務
会場：徳島県立障がい者交流プラザ プラザギャラリー
プラザギャラリーの貸出調整、放課後等デイサービス、障害
者支援施設等の作品展。

▲マスキングテープでクリスマス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「絵本のひみつ
　ー愛を届ける仕掛けとしての絵本ー」
2022.10.28（金）
会場：徳島県立二十一世紀館イベントホール
絵本の読み合い活動を行い、絵本の仕掛けについて解説。

講師：鳴門教育大学教授　余郷裕次 氏

「マスキングテープでクリスマス」
2022.11.13（日）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
マスキングテープを使ったクリスマス飾りを制作しながら、作
品制作の技法を学ぶ。
講師：徳島大学准教授　田中 佳 氏　
共催：徳島大学人と地域共創センター
協力：徳島大学ホスピタルアートクラブ

「療法的音楽活動を体験する」
　ー職場で音楽活動を実践するために
2022.11.26（土）
会場：ふれあい健康館
楽しみながら療法的音楽活動を経験し、施設でも実践でき
るよう学ぶ。
講師：
徳島文理大学准教授 井村幸子氏、
徳島文理大学講師 千葉さやか氏
協力：徳島文理大学音楽学部音楽療法コース

「陶芸の基本を学ぼう」
2022.12.13（火）、2023.1.17（火）
会場：田村陶芸展示館
土練から、電動ろくろを使った成形、絵付けまでを学ぶ。
講師：大谷焼元山窯十代目　田村栄一郎氏

「タングラム」 ワークショップ
2023.1.22（日）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
視覚障がい者を対象とした「タングラム」を楽しむワークショッ
プ。
共催：視聴覚支援センター、鳴門教育大学数学研究会、
徳島県立近代美術館

▲陶芸の基本を学ぼう

▲片岡政美作品展

▲この素晴らしき世界　希望の園作品展
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V
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展
覧
会

香川県障害者芸術祭2022
～キラリ☆と光る芸術祭～
2022.11.6（日）～7（月）
会場：サンポート高松
作品等を発表する場を確保することや作品等を通じて障害
者理解が進むこと、また、障害者が文化芸術に取り組む契
機となることなどを目的に開催。
･作品展（平面作品・書・立体作品・手芸）
･特別支援学校と英明高等学校による大型共同作品の展示
･Tシャツアート展
･ステージイベント（聴者とろう者人形劇団である「デフ・パ
ペットシアター・ひとみ」によるファミリー人形劇、バンド演奏、ダ
ンス、さをり織りファッションショー）
･障害者施設等で制作したパンや小物等の販売
･さをり織りワークショップ･さをり織り反物展示
※支援センターは、実行委員会委員として参加

香川県障害者芸術祭2022
～キラリ☆と光る芸術祭～ 巡回展
①2022.11.16（水）～11.26（土）
会場：大西・アオイ記念館
②2022.11.29（火）～12.24（土）
会場：香川県立ミュージアム
香川県障害者芸術祭2022作品展で展示した作品の一部
を展示。

（平面作品・大型共同作品・さをり織り反物・Tシャツアート作
品の展示）

コ
ン
サ
ー
ト

ブルース・ヒューバナー尺八コンサート
2022.10.25（火）
会場：あゆみ園、ミルキーウェイ
ブルース・ヒューバナー氏による日本の伝統楽器の「尺八」の
の音楽や音色を楽しむ鑑賞会。

そ
の
他

アートボランティア養成講座
2022.8.6（土）
会場：かがわ総合リハビリテーション福祉センター
障害者の文化芸術活動に関する講座の実施。
※支援センターは、実行委員会委員として参加。

相談事業
2022.4.1（金）～2023.3.31（金）
文化芸術活動に関する相談を随時受付。

訪問調査
①2022.6.13（月）
会場：ほのぼのワークハウス
②2022.7.15（金）
会場：さをり織り工房【咲く屋】
2つの施設を訪問し、文化芸術の活動状況を聞き取り。

文化芸術活動の発表の場の調査
2022.7.1（金）～2023.2.28（火）
作品の展示場所の調査。

県内の作家とその支援者の調査
2022.9.1（木）～2022.10.14（金）
香川県障害者芸術祭に作品を応募した制作者とその支援
者に対し活動状況等に関するアンケートを実施。

運営委員会の開催
①2022.4.25（月）
オンライン開催
②2022.9.21（木）
書面開催
③2023.3.16（木）
会場：香川県社会総合センター
支援センターの活動状況の報告等。

情報発信
2022.4.1（金）～2023.3.31（金）
県内外のイベント情報等をホームページを通じて発信。

▲障害者芸術祭2022～キラリ☆と光る芸術祭～

◀︎障害者芸術祭2022～キラリ☆と光る芸術祭～

▲障害者芸術祭2022～キラリ☆と光る芸術祭～巡回展
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▲愛顔ひろがる えひめの舞台芸術 成果発表会

令和４年度芸術文化活動を支援する人材の
育成
2022.11.25（金）・26（土）
会場：愛媛県美術館
作品展示研修

令和４年度障がい者芸術文化活動外部指導
者派遣事業
2022.９～2023.2
会場：各事業所、愛媛県身体障がい者福祉センター

（個人）
舞台分野：4団体（うち2団体は合同実施）
美術分野：1団体、個人（4者、合同実施）

展
覧
会

令和４年度障がい者芸術文化祭
～愛顔ひろがる えひめの障がい者アート展～
会場：愛媛県美術館 他
2022.12.１（木）～11（日）

［入賞作品巡回展］
・IYO夢みらい館（伊予市）
　2022.12.17（土）～25（日）
・あかがねミュージアム（新居浜市）
　2023.1.14（土）～26（木）
・テクスポート今治（今治市）
　2023.１.28（土）～２.１（水）
・西予市役所（西予市）
　2023.2.３（金）～９（木）
・八幡浜市立図書館（八幡浜市）
　2023.２.11（土）～19（日）
・愛媛県身体障がい者福祉センター（松山市）
　2023.２.22（水）～３.９（木）
募集内容：平面作品：（絵画（油彩、水彩、貼り絵、版画、
デザインなど）、書（毛筆））、
立体作品：陶芸、その他（彫刻、工芸、手芸）など
※今年度、巡回展会場を5会場から6会場に増やし
た。

▲愛顔ひろがる えひめの舞台芸術 ワークショップ

そ
の
他

令和４年度芸術文化活動を支援する人材の
育成
2023.1.24（火）
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター
三浦友美氏講演会「アートにまつわる権利のきほん」
2022.8.30（火）に実施予定であったが、新型コロナウイ
ルス感染拡大のため、2023.1.24（火）に延期して実施
した。

令和４年度芸術文化活動を支援する人材の
育成
・西予市立図書交流館 まなびあん（西予市）
　2022.9.14（水） 中止
・愛媛県身体障がい者福祉センター（松山市）
　2022.9.27（火）
・古民家交流スペースDANDANBASE（今治市）
　2022.10.５（水）
ひたみつる氏ワークショップ　
　みんなで考えよう「魅力的なモノづくり」
県内、南予地域・中予地域・東予地域の3か所で、ワー
クショップを計画した。新型コロナウイルス感染拡大の
ため、南予地域のワークショップは中止した。

▲芸術文化活動を支援する人材の育成

▲愛顔ひろがる えひめの障がい者アート展 ▲障がい者芸術文化活動外部指導者派遣事業

そ
の
他

令和４年度障がい者芸術文化祭
～愛顔ひろがる えひめの舞台芸術～
オーディション：2022.７.16（土）、７.23（土）
ワークショップ：2022.8.６（土）～12.23（金）の期間
内に29回開催
成果発表会リハーサル：2022.12.24（土）
成果発表会 ハートフルミュージカル「みんなだーい
すき」：2022.12.25（日）午前・午後２回公演
会場：［ワークショップ］愛媛県身体障がい者福祉セ
ンター／［成果発表会］IYO夢みらい館
委託事業者：有限会社中村ファミリーセンター、にーな企画
対象：障がいの有無にかかわらず、県内在住の舞台芸術に関
心のある方々が参加。

令和４年度商品化支援事業
障がい者アートデザインコンペ
参加者選考：2022.6.18（土）
参加者説明会：2022.６.28（火）
ワークショップ：2022.７.12（火）
プレゼンテーション：2022.8.23（火）
表彰式及び商品化事業成果報告会：2023.1.27（金）
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター他
障がいのある方とデザイナーがチームを組み、企業の
課題に対しワークショップでアイデアを創出。各企業に
採用されたデザインは、各企業により製造・販売されて
いる。

【協賛企業】
牛乳パック部門：四国乳業株式会社
タオル部門：今治タオル工業組合/大磯タオル株式会社、コン
テックス株式会社
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ナントナティックオンラインウエイトリフティング大会
2022.6.25（土）
会場：Uプロジェクト

「はじまりの美術館」（福島県猪苗代町）にて開催された展
覧会「日常をととのえる」展に「ぬか つくるとこ」より出展され
た「軽いバーベルを重そうに持ち上げる競技＝ナントナティッ
クウエイトリフィティング」。この競技のオンライン大会に参加
するための高知会場を設置。持ち上げるバーベルをつくっ
たUプロミッションのメンバー、会場となったUプロジェクトの
メンバーだけでなく、一般参加者も募り、みんなで楽しく軽い
バーベルを重そうに持ち上げた。
イベント主催：はじまりの美術館／ぬか つくるとこ
高知会場運営：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
協力：一般社団法人 Uプロジェクト／高知演劇ネットワーク演会／
ヨシダワークス

障害者の文化芸術創造拠点形成プロジェクト 
DANCE DRAMA「Breakthrough Journey」
2022.10.1（土）／10.2（日）
会場：東京芸術劇場 プレイハウス
国内外の振付家、プロのダンサー、障害のあるダンサーが協
働し創作したダンス公演の再演に高知拠点として参加。再
演ながら新しくクリエイションが重ねられ、青森、東京、大阪、
広島、島根、高知、沖縄、シンガポール、マレーシアから約90名
のダンサーが参加した。
主催：文化庁／独立行政法人日本芸術文化振興会
主催・実施主体：国際障害者交流センター ビッグ・アイ
連携：大阪府
共催：公益財団法人東京都歴史文化財団 東京芸術劇場／フェ
ニーチェ堺
協力：ダンススタジオ ONEMOVE／SOCIAL WORKEEERZ／公益財
団法人 しまね文化振興財団／藁工ミュージアム 分室／NPO 蛸蔵／
DANCE CREAM／Normalization Dance crew LIBERTY／M☆
Stars／林靖嵐聽障舞蹈團／城市當代舞蹈團／香港展能藝術會
／DUA SPACE DANCE THEATRE／ART:DIS（Singapore）／一
般財団法人日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS／特定非営利活
動法人シアター・アクセシビリティ・ネットワーク／CINEMA Chupki 
TABATA（シネマ・チュプキ・タバタ）／ホテルメトロポリタン

▲舞台芸術関係者のための舞台芸術鑑賞サービス ショーケース＆フォーラム
2022 in 高知研修の様子

▲身体表現と舞台芸術の可能性を探るワークショップ
「内部感覚から生まれる身体（からだ）の動きを知って、表現につなげてみよう」

▼第2回藁工アンパン アートバザール

イ
ベン
ト

第2回藁工アンパン アートバザール
2022.11.5（土）-11.7（月）　会場下見＆相談会
11.18（金）-11.25（金）　展示設営期間
11.29（火）-12.11（日）　作品販売期間
12.11（日）　全員飛び入りパフォーマンス投げ銭ライブ／売
る人・観る人・買う人での交流会
12.12（月）　作品撤収日
12.13（火）-12.25（日）　作品受け取り期間
会場：藁工ミュージアム／蛸蔵

「アートだ！」と思う作品なら、誰でも販売することができるアー
トバザール。今回は、事前の会場下見や相談機会を設け、
また、パフォーマンスができるように企画実施した。
主催：藁工ミュージアム、NPO蛸蔵
共催：アートセンター画楽

舞台芸術関係者のための舞台芸術鑑賞サービス 
ショーケース＆フォーラム2022 in 高知
2022.11.26（土）　鑑賞支援サービス体験＆トークディス
カッション「地域で考えるインクルーシブシアター 」
11.27（日）　研修 第1部「だれもが参加できる環境づくり
を考える」第2部「鑑賞支援サービスをデザインする」
会場：蛸蔵
2日間のプログラムで構成。多言語字幕やアニメーション字
幕、遠隔音声ガイドなど鑑賞支援サービス付きの短編演劇
作品を鑑賞し、インクルーシブシアターを実現していくための
課題と可能性について参加者と一緒に考えるトークディス
カッションを1日目に実施。舞台芸術における鑑賞支援サービ
スを具体的に学ぶ研修会を2日目に実施した。
主催：文化庁／一般社団法人日本障害者舞台芸術協働機構

（JDPA）
共催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
後援：公益社団法人全国公立文化施設協会
協力：NPO法人シニア演劇ネットワーク（舞台ナビLAMP）／株式
会社Beautiful Ones／株式会社リアライズ
文化庁委託事業 「令和4年度障害者等による文化芸術活動推進事業」

ワ
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身体表現と舞台芸術の可能性を探るワークショッ
プ「内部感覚から生まれる身体（からだ）の動きを
知って、表現につなげてみよう」
2023.1.21（土）／1.22（日）／1.28（土）／1.29（日）／2.4

（土）／2.5（日）／2.18（土）／2.19（日）
会場：ダンスクリーム
感情や他者との関係性によって刻一刻と変化する身体の
状態や動きを感じ、知るワークショップ。参加者は、いろいろ
な動きをしてみたり身近なものを使ったりして身体の変化に
自覚的になり、その変化を体験した。最後の2回はこれまで
に行なった動きをいくつか抜粋して構成し、それに合わせて
音楽家の大村太一郎氏に演奏をしていただき、最後の1回
は公開パフォーマンスの時間をつくり、一般の方にも見学し
ていただいた。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
講師：小倉卓浩　演奏：大村太一郎
公開パフォーマンス：2023.2.19（日）15:30～（20分程度）

中
国
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四
国
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ク
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多様性を育む美術プロジェクト絵画ワークショップ
2023.2.28（火）
会場：障害者支援施設 わかふじ寮
7月に行なった職員研修の続編として、西村陽平氏講師によ
る絵画ワークショップのコーディネートと、活動を継続していく
ためのアドバイス等を行った。
主催：文化庁／クリエイティブ・アート実行委員会／社会福祉法人
一条協会 わかふじ寮
コーディネート：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
講師：西村陽平　ファシリテーション：松本志帆子
文化庁委託事業「令和4年度障害者等による文化芸術活動推進事業」

多言語字幕タブレット勉強会
2023.3.16（木）／3.17（金）／3.19（日）
会場：藁工ミュージアム

「舞台芸術鑑賞サービス ショーケース＆フォーラム2022 in 
高知」で体験して学び、市民参加演劇公演「花咲く港」で
鑑賞サポートとして提供した多言語字幕タブレットの勉強
会。字幕の元となるテキスト入力やフォント数、画面輝度の調
整、字幕オペを体験するなどタブレットを実際に使いながら
勉強した。
主催：藁工ミュージアム
協力：(一社)日本障害者舞台芸術協働機構

「アーティストとアート・インクルージョンの表現
者」2022 への協力
2023.3.21（火）-26（日）
場所：こくみん共済coopホール／スペース・ゼロ　ギャラ
リー・展示室
プロのアーティストと障がいのある表現者の作品を並列での
展示やコラボ制作を行い、ユニークで独創性の高い障がい
のある表現者の魅力的な作品を広く公開し創造的な場の
創出とアートによる社会包摂（ソーシャルインクルージョン）の
概念の普及と障がい者の社会参加の促進を目指した展示
企画への協力。高知県内の作家出展に協力した。
主催：文化庁／一般社団法人MMIX Lab（媒体融合Lab）
共催：スペース・ゼロ
協力：一般社団法人アート・インクルージョン

そ
の
他

作家・作品調査
2022.4.18（月）／5.7（土）／5.13（金）／5.14（土）／6.11

（土）／7.16（土）／8.7（日）／8.25（木）／9.2（金）／9.9
（金）／9.11（日）／9.21（水）／9.24（土）／10.3（月）／
10.4（火）／10.19（水）／12.9（金）／2023.3.10（金）
場所：作家自宅、もりたうつわ製作所、東京都渋谷公園通
りギャラリー、ギャラリーナユタ、高松市美術館、高知県立
県民文化ホール、森美術館、大宮高島屋、高知県立美術
館、フジ須崎店、すさきまちかどギャラリーなど
作家・作品の調査。県内在住もしくは出身の方や県内を拠
点に活動する施設等を主な対象として行った。

情報収集
2022.4.2（土）／5.15（日）／6.5（日）／6.6（月）／7.17

（日）／8.2（火）／8.12（金）／8.14（日）／9.8（木）／9.12
（月）／9.17（土）／9.23（金）／10.7（金）／10.9（日）／
10.22（土）／10.27（木）／11.4（金）／2023.3.5（日）／
3.21（火・祝）
場所：蛸蔵、須崎市日曜市、オーテピア高知図書館、奈義
町立文化センター、高知県立県民文化ホール、国立民族
学博物館、フェニーチェ堺、東京都立現代美術館、神戸
アートヴィレッジセンター、佐川町立桜座、オーテピア高
知声と点字の図書館、すさきまちかどギャラリー、赤れん
が商家など
障がいのある方の文化芸術活動に関する情報収集。県内
での情報収集を主として行った。

そ
の
他

ナントナティックウエイトリフティング
バーベルづくり
2022.6.8（水）／6.22（水）
場所：Uプロミッション
ナントナティックオンラインウエイトリフティング大会で使用する
軽いバーベルづくり。マスキングテープやノリがついた折り紙
を切ったものなどをバーベルのパーツにペタペタ貼り、カラフ
ルなバーベルを2個つくった。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
協力：一般社団法人 Uプロジェクト

社会福祉法人一条協会 わかふじ寮 職員研修
2022.7.28（木）
会場：障害者支援施設 わかふじ寮
創作活動を施設内でよりよく行っていくための研修講師とし
て相応しい方を紹介してもらえないかという相談を受け、研
修内容提案やコーディネートを行った。
主催：社会福祉法人一条協会 わかふじ寮
企画・コーディネート：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
講師：山下完和　ファシリテーション：松本志帆子

中村特別支援学校文化クラブ発表「中特新喜劇」
演技指導
2022.11.1（火）／11.8（火）／2023.1.31（火）／2.6（月）
会場：中村特別支援学校
学校教員から演技指導をしてもらえる講師を紹介してもらい
たいという相談を受け、講師やアシスタントのコーディネート
を行い、演技指導だけでなく、演劇を行う際の音響オペレー
ションや使用機材等に関するアドバイスも行った。

市民参加演劇公演「花咲く港」への協力
2023.2.25（土）-2.26（日）
会場：香南市夜須公民館マリンホール
ワークショップ・オーディションを経て集まった出演者たちに
よる演劇公演への協力。聴覚に障がいのある方からワー
クショップ・オーディションに参加したい旨の相談と、公演演
出家から障がいのある方の参加に心配がある旨の相談を
受け、サポート等行った。また、聴覚障害者への鑑賞サポー
トはないかという問い合わせが主催者にあり、主催者から
鑑賞サポートについて相談され、字幕が表示されるタブレッ
ト端末貸出による鑑賞サポートの提供を実施。字幕制作
を行った。
主催：香南市夜須公民館
協力：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵／(一社)高知県聴覚障害者協
会／(一社)日本障害者舞台芸術協働機構／上夜須7人衆／清藤
真知子／清藤禮次郎／佐々木衣織／島崎桃代／谷岡浩次郎／中
田良政／松岡知佐／松本義晴／森本美穂／おっこう屋／ホーム
プラザ城武

▲市民参加演劇公演「花咲く港」にて使用した字幕タブレット
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主催事業

企画概要
支援センターを対象に実施したアンケートにおいて、「中

国・四国ブロック内で連携を取るとしたら、一体どのような部分
での連携を望みますか？」との質問に対して、全ての支援セン
ターが「福祉・芸術分野の人脈づくり」と回答ました。その結果
を受けて、広域センター・パスレルとして協議を重ねた結果、
支援センター、福祉分野、芸術分野における新たなネットワー
クづくりを主目的として本企画は誕生しました。

本企画は、障害のある方およびその方々に関わる事業所と
アーティストとのコラボレーションによる創作活動の『体験』に
スポットを当て、これまでアート活動に関わったことのない事業
所や障害のある方にアート活動を体験する機会を持っていた
だくことを目的としたプロジェクトです。

また、派遣するアーティストの人選、体験する内容を含め、当
センターと連携しながら探索するプロセスを経験していただく
ことで、事業所や障害のある方が事業終了後も継続してアート
活動を行っていくことができるようになることを目指しています。

実施対象
以下に挙げるいずれかに該当する団体等とする。
就労移行支援事業所、就労継続支援 A 型、B 型事業所、
共同生活援助事業所、放課後等デイサービス、
福祉型障害児入所施設、医療型障害者入所施設

活動内容
○手順書に沿って当センターと連携しながら、アーティストと
　どのような活動を体験するか（美術分野・舞台芸術分野、　
　他）、派遣依頼するアーティストの選定、訪問支援日および
　体験内容の計画を行う。
○計画を元に、アーティスト派遣による活動の体験（1回）を
　実施する。体験終了後、必要書類を提出する。

活動場所
原則として、普段活動の拠点としている場所での活動とする。

募集団体数
各県1団体

フ
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ト
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プ
に
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土
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享

自ら決断して何かを始めようとするときに、伴走してくれ
る人は近くに居ますか？実はなかなか居ないのではな

いでしょうか。自ら決断して一歩を踏み出すことは重要な事
だと理解はしつつ、二の足を踏んでいる人は多いのではな
いでしょうか。この企画は「アート事業を始めたいけど手のつ
け方がわからないという事業所って多いよね」という気づき
から構想しました。事業所の数だけ、または事業の数だけ、
一歩を踏み出そうとすることへの障壁の種類があるはずだ、
と、画一的に手法を投下するのではなく伴走する必要性を
軸にして形にしました。何か新しいことを始める、何か新しい
ものを作る、これは大変なことだし面倒なことです。そして最
初の一歩で、この大変さや面倒を最初から避けることのほう
が現実的ではありません。皆さんの周りには、面倒を避けた
い人もいるでしょうし、新しいことに取り組むことを望まない
人もいるでしょう。だからといってファーストステップをしない
という事には繋がりません。踏み出そうとする人と踏みとどま
ろうとする人だけで世の中が構成されているわけではありま
せんが、様 な々考え方や特性の人が社会を構成している中
で喧々諤 も々みくちゃになりながら生きていくことでしか獲得
できないヒトらしい喜びを、アート活動は担保してくれるはず
です。そして今回、それぞれ大変で面倒なプロセスを歩んだ
アート活動に取り組まれた各事業所からは次のステップに向
けた動きが既にあることを伺いました。私はその第一歩の近
くに居れたことが何よりも嬉しいです。
　さて３月２日に、今年度ご参加いただいた６つの事業所の
皆さんを一同に会してオンライン座談会をおこないました。
応募の動機、アーティストの選考から連絡、下準備から実
行、その後の変化までをご報告いただきました。当企画では
ファーストステップへ伴走する目的の他に、ファーストステッ
プの事例を収集するということも目的として掲げております。
それぞれの事業所がどのようにして最初の一歩を踏み出せ
たのか、また、どの様な課題を内包しているのか、座談会の
様子も含めて当報告書へ掲載しておりますので、アート活動
を始めようとしている事業所の皆様にはぜひ参考にしてい
ただければ幸いです。
　最後に今年度の企画へ応募いただいた皆様、また採択
ののちに短い期間で濃密かつ豊かな企画を実行いただい
た各事業所の皆様、講師の皆様、ありがとうございました。ま
た、応募の呼びかけと選考にご協力いただいた中国・四国
ブロックの各支援センターの皆様ならびに各県ご担当者の
皆様、ありがとうございました。おかげさまで沢山の笑顔に出
会うことができました。この笑顔を糧に、ファーストステップの
輪をどんどん広げていきましょう！

「アート活動をはじめようとする事業所の
ファーストステップに伴走する企画」
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きっかけは、弊所に送られてきた案内状で
した。長期休業時の活動で子供たちに普段
できない体験してほしいと思ったことと、子供
たちの才能を引き出す活動を提供したいと
思ったからです。身体を動かしたり工作が得
意な子が多いため、その才能が発揮させる、
活動を通して実は本人や支援者も分からな
かった一面を知ることができるのではないか
と期待を込めて応募しました。   
  

島根県出雲市在住の画家、宍戸純先生で
す。現在は、高等学校の美術講師と絵画教
室をされています。油絵具を使った作品を制
作されています。  

ワークショップでは、油絵具を使用して今
年の干支「うさぎ」を描きました。宍戸先生は
今まで児童クラブや中学校でサポートをされ
た経験があり、事前打ち合わせでこちらの要
望を直ぐ理解してくださりました。

当日は、１つ１つの工程やポイントなど、紙に
書き視覚提示しながら説明していただけたた
め、子供たちにとって分かりやすく取り組みや
すかったと思います。油絵具やキャンバスは
予算に合わせて先生が注文してくださり、失
敗を気にする子供もいるため、失敗が目立た
ないように事前にキャンバスに薄く色を塗って
くださっていました。うさぎの見本も何枚か用
意していただいており、子供たちが描きたいう
さぎを選び、キャンバスにカーボン紙で写し、
色を塗っていく作業をしました。色塗りのポイ
ントも事前に説明があり、３色までなら混ぜて
もOKと決めて塗りました。

子供たちも初めて油絵具を使用し、職員も
油絵具を使用した経験がなく、新鮮でした。
朝の会で絵を描くことを説明した際は、「やり
たくない」「やだなー」と自信なさげな発言が
聞かれましたが、事前の約束で、「このアート
活動は失敗はないこと」「失敗したと思った
ら、手伝ってくださいと言えばよいこと」を伝え
ました。こだわりや失敗を気にする子供もいた
ため、職員は固唾をのんで見守っていました
が、みんなそれぞれ最後までやりきることがで
き大成功だったと思います。とても良い経験
ができたと思います。  

描き始めると、自分の世界に入り込み集中
して取り組んでいました。色の使い方や混ぜ
色、塗り方など独特なタッチも見られ、大人が
みるとヒヤヒヤする描き方も完成すると味のあ
る絵に仕上がっていてとても良かったです。
見学に来られた方や職員からその都度、「い
いね」と褒めてもらっていたので、最後まで一
人で頑張ることができたと思います。保護者
の方からも好評で、ぜひまたアート活動を企
画してもらいたいと要望もありました。また、
保護者の方が完成した作品を見て、「すごい
ね」「いいね」と子供を褒めておられたので、

「やって良かった」と思えたのではないかと
思います。    
   

保護者の方のリクエストもあり、長期休業時
に、アート活動を検討しているところです。切り
絵アートやバルーンアート、消しゴムはんこなど
色 な々ことに挑戦し、子供たちが将来アーティ
ストとして活動できることを期待しながら様 な々
活動を提供していきたいと考えています。
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利用者の中に絵本作家になることを目指し
て日々制作活動に励んでいる方がいます。そ
の方の支援をするなかで、事業所で作業する
事だけが作業では無い、ということに気づか
されました。それから、他の事業所でのアート
活動などに目を向けたりするようになり、応募
するきっかけになりました。   
  

笠井伸二さんというオイルペイントアーティ
ストと一緒に、ハンドバックに絵を描きました。
手順としては下記の通りです。

１ベースになる色を決めてべた塗りする。
２下絵を書く。
３好きな色を塗っていく。
４仕上げにニスを塗布

アーティストを呼ぶために調べる事からはじ
め、謝礼金の相場、交通費の事、知りえない事
を沢山学ぶことができました。

他の事業所がどんなことをしているのか？
参考事例など沢山の情報提供をいただけた
こととても勉強になりました。今後も相談させ
ていただきたいと思いました。

とても喜ぶ人もいれば、興味ないから休む
という人がいるなど色々でした。しかし、参加
している人はとても楽しそうにしていました。

自分の作品を作る喜びに触れることができ
た貴重な体験だったと感じています。 

    
 

絵本作家になるための方の為に始めた事で
もあり、その人の支援に繋がる事から始めて行
こうと思います。

今は、何をするか？よりも、その人のためにな
にができるか？を模索しており、ＳＮＳや制作
活動、技術向上、精神的な補助などからと思っ
ています。

その人が個展を開くレベルになる時に、グッ
ズを作ってみたりも考えています。独り立ちでき
るように支援していこうと思います。

ほかの利用者も少しずつ巻き込んで行こう
と思います。
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新型コロナウイルスの影響で仕事の量が
少なくなり、普段参加している行事も一切取り
やめとなっている中で、パスレルさんから今回
の事業に関するお手紙をいただきました。ワー
カーが好きな歌を通して交流することで、自分
や他の人の新たな一面の発見ができるので
はないだろうかと思い応募しました。

今回の企画のために、視覚障がいのあるピ
アノアーティスト三浦裕美さんに演奏の依頼
をしました。

ワークショップ西風舎のある己
こ い

斐の地域と
の交流も行いたいと思い、己斐小学校の校
長先生にこの行事の趣旨をお伝えすると、己
斐小学校の体育館の貸し出し、4年生の参加
と歌の披露をご提案くださいました。

2月8日、体育館に地域の方も招待して会
を開きました。４年生が「いのちの歌」を歌い、
私たち西風舎は、詩の朗読「天国の特別な子
ども」のあとに、「早春賦」「ビリーブ」「被爆
桜」を歌いました。三浦さんが「渚のアデリー
ヌ」「エリーゼのために」「となりのトトロ」「春
の歌」「星に願いを」の５曲をピアノで演奏し
てくださいました。

私たちが普段どんな作業をしているのかと
いうことや、また三浦さんがどのようにピアノ
の楽譜を覚えているのか（点字譜を使うこと）
などを知ってもらうことができたのではないで
しょうか。

アート活動に関しては数年前から行ってき
ていましたが、コロナ禍で活動の狭まり感や新
しいことへのチャレンジの難しさを感じていた
ところに本企画を拝見し、専門的な部分が少
しでも理解できれば活動の幅が広がるのでは
ないかと思い参加させていただきました。 
   

原田たけしさん　嵯峨山高広さん 
原田たけしさんと嵯峨山高広さんによる著

書「ゾンビハムスターねずこ」の読み聞かせ
と、児童による「こころのねずこ」の作成（用意
していただいた白の段ボールのねずこに色を
塗って完成させる）

今までは外部の催しへの参加（展覧会へ
の出展等）が主であったので、自分たちで内
容を考え、外部講師に来ていただき行うとい
う企画に初めは戸惑いを感じました。

また、打合せ、本番と行う中で生じるズレの
修正をどうしていくかも悩んだ点でした。最終
的には１月に統合した事業所での活動でした
が、児童、職員ともに一体感を持って取り組む
ことができました。

今まで行事の主催をしたことがなかったの
で、主催をすることの大変さが分かりました。
今回は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、大勢に周知したり、時間を長く取ったり
することが叶わなかったのですが、それでも
できる限りのことができたと思います。実際に
ワーカーやお客さん、三浦さんや小学生の反
応を直に見ながら反省する点や評価できる
点、改善したいところなど多くの発見がありま
した。また、近隣の公民館長から「次はうちで
もしてみませんか？」と嬉しいご提案もいただ
き、次につなげることができるのではないかと
期待しています。

ワーカー自身にとっても、三浦さんとの交流
が大変貴重な経験となったようです。三浦さん
の性格の明るさから、三浦さんの障がいの捉え
方に感銘を受け（目が見えないことを言い訳に
していないことが凄い、など）、小学生が熱心
に自分たちや三浦さんの演奏に耳を傾けてい
たこと、お客さんから「良かったよ」と声をかけ
ていただいたことで安心と喜びをそれぞれが
感じたようです。
 

今後も地元の方に自分たちのことや障がい
者のことを理解してもらえるような行事を行い
たいと感じました。歌を披露することで誰かに
聴いてもらい声をかけていただくということが、
ワーカーたちにとって何よりの自信に繋がるの
ではないかと今回の企画で改めて感じました。

また、今回地域の方から「もう少したくさんの
人に聴きに来てもらったらよかったね」という言
葉や「私も聴きに行きたかった」という言葉を
いただきました。実際に音楽を通して、得られ
る交流があったり、自身の考えが変わるきっか
けになったりするということを感じてくださったよ
うです。主催者だけの自己満足で終わるので
はなく、参加者全員で作り上げ、新しい発見を
したりしたりできるような行事の企画をして交流
を広げていきたいと考えています。

児童デイこころと児童デイこころ国府が統
合してはじめての大きな行事になりましたが、
児童たちは新しい内容に臆することなく、積極
的に取り組むことができました。振り返りでの
児童の感想でも「楽しかった。うまくできた」と
いう声が出ていました。また、最後の片づけま
で自分たちで取り組むこともできました。  
   

今回の作品に関しては、未完成の部分が
残っているため、支援時間内の制作の時間を
活用して仕上げていく予定としています。

今後のアート活動に関しては、今回の企画
で行った内容を積み上げていけるように地元
の方 の々情報入手や新たな作品への取り組み
を行っていきたいと考えています。
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就職に必要な社会性を育むための活動の
一環として、「みらスタ☆」では毎月「朗読劇」
を開催しています。いつもは遠慮がちな子も
この朗読劇となると、とても生き生きとした表
情でセリフを読んでくれ、他の利用者さんや
指導員から絶賛されとても嬉しそうです。こう
いった子どもたちに活躍の場を与え、もっと幅
広い方に認めてもらいたいという気持ちと、逆
に朗読は苦手だなと思っている子たちにも「こ
んな風に参加することができるんだよ」という
ことを知ってもらい、皆でひとつのものを作る
喜びを知ってもらいたいなと思い応募しまし
た。 

香川短期大学子ども学科第 I 部学科長の
安藤千秋教授においでいただきました。 

丸亀市にある市民活動広場マルタスにて
朗読劇を開催。安藤先生には、セリフの言い
方や楽器などでの音の表現方法をその場で
指導していただきました。その集大成を「本
番」として動画に撮り、当日の利用者の保護
者向けに UPし閲覧してもらいました。

読んでくれているだけで、参加してくれてい
るだけでいいと思い、よりよくなるように指導を
したことが今まであまりなかったのですが、安
藤先生が真摯に「こうした方がよくなるよ」とい
う指導をしてくれたおかげで、子どもたちも真
剣に、よりいい物を作ろう、という気持ちになっ
たように感じました。 

送られてきた DM を見て「これだ！」と思い
応募しました。

利用者さんの中に、肩たたきを激しくする方
がいて、彼は善意で行っているようでしたが、
たたかれた方には激しすぎて問題になりかけ
ており、もしかしたらストレス解消や「たたく」と
いう行為そのものに、何らかの才が見いだせ
ないかと思っていたのですが、予算の関係で
講師を呼ぶことができていない状況でした。

今までも、県のアートサポートを利用して演
劇をしたことがあったので、利用者さんたちの
別の一面が開花されるきっかけを作りたいと
思っていました。また、今回の趣旨である職員
のスキルアップという面でも関わりたいと思
い、応募しました。    
 

一般社団法人 vmc グローバルジャパン・
ドラムサークルファシリテーター　横田ともこ
氏 / アシスタントの方1名を招聘しました。

利用者さん20名と職員スタッフ8名＋教
育委員会職員1名で、町内の文化会館大
ホールステージをお借りしてドラムサークルを
行いました。利用者さんが準備から関わり、ド
ラムに触れワクワクしてもらうところから始め、
後片付けも一緒にするという企画でした。

ワークショップの内容を企画するにあたり、
講師の先生と何度もやり取りをし、参加者の
特性などについても話し合い、イメージを作り
ました。当日は輪になって椅子に座り、ファシ
リテーターのリードのもと、ドラムを選んだり、
たたき方や音の出し方を指導いただいた後、
ジャンベや民族楽器、色 な々音の出る楽器を
使って激しいドラムを楽しみました。またハン
ドベルを使った静かなサークルも楽しむこと
ができました。

安藤先生の言葉を忘れないように台本に
書き込む利用者さんもあり、本番に向けて真
剣さが増したように感じました。

今まで自分の出番が終わったら終わり、とい
う利用者さんが多かったが、自分が出ていな
い場面でも裏方に回ってもらうことにより、皆で

（子供たちにとっては長い時間だったと思い
ますが）ひとつのことに集中して、完成させよ
う、という気持ちが育まれたように思います。

安藤先生からも子どもたちの発表の場は多
ければ多いほどいい、と言われたので、朗読劇
だけでなく、それぞれの利用者さんの強みを生
かした発表の場を作っていけるよう、年間計画
に盛り込んでいっています。また、次回朗読劇
ができるのであれば、観客をぜひ招待したいと
も考えています。

また、今回ご縁があって安藤先生と繋がるこ
とができたので、香川短期大学の生徒さんた
ちとも一緒になにかしていけるのではないかと
いう期待もあります。

以前からやりたい、呼びたいと思っていた
目標があったので「アーティストを探す」とい
うステップ1の部分は飛んでしまいましたが、
その後の綿密なやり取りや準備をしました。こ
ちらのスタッフの意識付けには心砕くというこ
とがわかりました。なかなか普段の業務にプ
ラスアルファの仕事になるので、スタッフだけ
でなく管理者からも大丈夫かと心配されたり、
ちょっと面倒が増えたのではという反応もあり
ました　（想定内ですが）。
  

最初は緊張している風でしたが、ファシリ
テーターのリードに乗って思いのほかのびのび
と、楽しそうでした。

いつもは、いろんなことに不器用だったり消
極的な人がとても前のめりだったり、話ができな
い（声の出ない人）がとてもリズム感がよく、上
手だったこと。ドラムのたたき方や音、大きさな
どで感情が表現されているようで新たな発見
にもつながりました。見たことのない楽器への
好奇心も見せ、驚いたり笑ったりするなど、心
の声が聞こえてくるような時間でした。

①予算の取り方、助成金、補助の受け方、探
し方など、職員のスキルを上げる
②絵や音楽とともに、アートする時間で普段
見れない ( 発揮できてない ) 利用者さんの
素顔や才能がわかるような時間を作るため、
アートの時間を取る
③ドラムサークルをしたことで分かった「その
ままでいい」「声なき声が聞こえる」「余計な
手出しや口出しは不要」などが今後の支援
活動に生かされるようにする。
④ドラムサークルの継続的な開催を目標に町
の教育委員会 / 福祉行政とも相談する。ほか
の事業所との連携も考える。
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本企画を通じて
利用者さんは文化芸術活動に
興味や関心を持てましたか？

本企画に取り組んでみて
よかったと思いますか？

今後も文化芸術活動に
取り組みたいと思いますか？

今回の活動で利用者さんにどのような変化がありましたか？

今回の活動で職員さんにどのような変化がありましたか？

とても思う

6票

生き生きしてきた
利用者さんの家族や支援者の気持ちが前向きになった

自己表現することが増えた
利用者さんと地域住民との交流が生まれた

皆で完成させるために自分を抑えて協力することを学べた

利用者とのコミュニケーションが変わった
実施するプログラムが変わった

職員間でのコミュニケーションが変わった
次はこんなことに挑戦したいと前向きになった

スタッフの息抜きや気付きに繋がった

2
2

2
2

1
1
1

1
1
1

■ とても思う

■ 少し思う

■ どちらとも言えない

■ あまり思わない

■ 全く思わない

■ とても持てた

■ 少し持てた

■ どちらとも言えない

■ ほとんど持てなかった

■ 全く持てなかった

終了後アンケート
企画実施後に今回の企画を実施した全6事業所を対象にアンケートを実施しました。
アンケートの結果の一部をご紹介します。

とても
持てた

3票
少し
持てた

3票

とてもよかった

6票

Q1.

Q5.

Q3.

Q4.

Q2.

■ とてもよかった

■ まあまあよかった

■ どちらとも言えない

■ あまりよくなかった

■ 全くよくなかった

—今日はお時間をいただき、誠にありがとうございま
す。また、体験記録や事後アンケートのご協力もありがと
うございました。私自身が行けていない事業所もありまし
たので、事業所ごとの課題や利用者さんの様子など、大
変興味深く読ませていただきました。
　今回はこの座談会を通して、他の事業所がどんなこと
を実施したのか、また、悩みや工夫なども共有して、今後
に繋がる “ 良いもの ” を持って帰っていただければと思
い、企画をいたしました。ざっくばらんにご報告いただけ
たらと思います。
　それではまず、各事業所からどんな事業を行ったの
か、また、講師のセレクトについても教えていただきたい
と思います。「児童デイこころ」さんからお願いします。

児童デイこころ国府　私たちの事業所は児童発達支援・
放課後等デイサービスの多機能として運営しています
が、現在の利用者は放課後等デイサービスのみとなって
います。利用児童の年齢は6歳から18歳と幅広く、様々な
体験を積みながら楽しく過ごせる居場所つくりを目指し
ています。
　今回応募時は「児童デイこころ」単独で応募しておりま
したが、「児童デイこころ」と「児童デイ国府」が合併する
時期になってしまいまして、今回は「児童デイこころ国府」
として最終参加をさせていただきました。
　実施した内容は、この場所にも飾っておりますが、ねず
こちゃん2体を完成させるというものです。アーティスト
のチョイスという部分では、私自身もどういう風にするの
が良いか未知な部分があり、他の職員も含めて案を考
えたのですけれども、最終的には「絵本が良いな」となっ
て、原田たけし先生に決定をしました。アーティストの方
からの提案がありましたので、決定してからもスムーズ
に進みました。
　目標としては、パスレルの方から「継続だけを目標にし
なくても良い」というアドバイスをいただきまして、「アー
ティストと会う」ということを主体にしようと切り替えまし
た。児童デイこころは元々大きな作品づくりを行ってい
た事業所でしたので、今回はもうひと回り大きな作品を
つくり、次回自分たちでやってみるきっかけに。また、国
府は大きな作品づくりをやっていませんでしたので、そち
らも今回がきっかけになればということで全体の趣旨と
しました。
　それまで絵の具を使ったことがない子どももいました
が、学校の先生や保護者の方、パスレルの方や徳島県の
支援センターさんにも参加していただいて、「みんなで色
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を塗る」という雰囲気をつくりました。終わった後は全員
絵の具だらけになる状況でしたが、子どもたちにとって
創作を行うことの敷居が下がったようなイメージを持ち
ました。保護者の方も久々に絵の具を使ったと仰ってい
まして、子どもも大人も全員が楽しめたと思います。この
作品は4月8日に発達障がい者支援センター主催の催し
に展示をさせていただく予定です。

—はい、ありがとうございます。では、「すだちクラブ」
さん、よろしくお願いいたします。

すだちクラブ　よろしくお願いします。島根県出雲市にあ
ります「放課後等デイサービスすだちクラブ」は小学生
を対象とした事業所で、1日の定員は10名で、利用され
ているのは主に自閉症スペクトラム障がいの方です。そ
の他にはダウン症の方や肢体不自由の方もいらっしゃ
います。みなさん体を動かすことや、工作が大好きな子
どもたちばかりです。活動は小集団での活動がメインに
なっています。
　この応募のきっかけは、送られてきた案内状です。長
期休業時の活動で子どもたちに普段できない体験をし
てほしいって思ったことと、子どもたちの才能を引き出
す活動を提供したいと思い、応募をしました。
　工作をしたり絵を描いたりすることが得意な方が多い
ので、今回は「美術」を選ばせていただき、出雲市在住の
画家・宍戸純先生にお願いをしました。この方は、高等
学校の美術の講師と絵画教室をされている方です。油
絵の具を使った作品を制作されています。
　当事業所で絵具を使った活動はよく行うのですが、油
絵の具は子どもたちも大人も使ったことがないので、ぜ
ひ一度体験したいという思いがありました。
　今回は油絵の具を使って今年の干支のウサギを描き
ました。子どもたちは、最初はやったことのない活動で
したので「自信がないから、やりたくないな」と言ってお
りましたが、先生は元々こういった障がいのある方に携
わったことがあり、事前に手順書やポイントを分かりや
すく紙に書いて伝えてくださり、失敗しても分かりにくく
するために、キャンバスの背景に予め色を塗っていただ
いたりもして、子どもたちは取り組みやすかったのかな
と思います。
　2時間程度の活動でしたが、それぞれ完成させること
ができまして、自信になったのではないかと感じました。
子どもたちは好きな色を選んでいて、ウサギといったら
白いイメージがありますが、ピンクや青のウサギを完成

させた子もいて、こちらも「こういう描き方をするんだ。こ
ういう色の使い方をするんだ」という発見を感じました。
今後も美術に限らず、踊りが好きな人もいますので、ま
たアーティストの方を探して、こういった活動を継続して
いきたいなと思っています。

—はい、ありがとうございます。では、「みらスタ」さん、
お願いいたします。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　はい、「みらスタ☆
ティーンズ丸亀教室」は、小学校１年生から高校3年生ま
で幅広い年齢層の利用者さんがいる放課後等デイサー
ビスです。
　月に1回、朗読劇を開催していまして、主にジブリ作品
を、みなさんすごく上手に朗読するので指導員の間でも

「本当にすごいね」って褒めることがよくあるんですけ
ども、やはりそれをもっと多くの人に見てもらいたい、活
動の幅を広げたいという気持ちと、もう一つは、朗読が
苦手で、声が小さくなってしまったり、集中できなくて楽し
めないお子さんに、「みんなで取り組むことによって苦手
なことでも楽しいんだよ」ということを実感してもらいた
くて、今回応募しました。
　アーティストの選定に関しては、香川県内で演劇活動
をされている方の中から、香川短期大学子ども学科の学
科長をされている安藤千秋先生にお願いをしました。こ
の方は大学の生徒さんが地域の子どもたちを対象に劇
を行う「子ども劇場」の総監督も務められていまして、お
話をさせてもらった際に、発達に凸凹がある子どもへの
配慮や、「大きな音が苦手かもしれないから、これはこう
しましょう」と先生の方から提案してくださるなど、すごく
親身になってお話をしてくださいました。
　朗読劇はマルタスという会場で行いました。一般の
方の参加はできなかったので、ビデオに撮らせていただ
き、それを YouTube で限定公開ということで保護者の
方にご覧いただきました。
　朗読をしている方もいますし、音を出したり、小道具を
使って表現してくれたりする子もいました。安藤先生から
も「あのセリフはもっとこうした方がいいよ」といった話
をしていただきながら2時間くらい活動を行いました。

—はい、ありがとうございます。では、続きまして「ワー
クショップ西風舎」さん、お願いいたします。

ワークショップ西風舎　「ワークショップ西風舎」は、広島

県広島市西区の己斐にある、障がい者の就労支援施設
です。私たちの施設には様々な障がいの方がおり、一緒
に作業しながら過ごしています。
　今回パスレルさんからお話をいただいて、何をしよう
かと考えたときに、うちでは朝と昼に歌を歌っているんで
すけど、好きな歌で何かできたら良いんじゃないか、音楽
に関わる交流をしたいということで、ピアノアーティスト
の三浦裕美さんにお願いをしました。三浦さんは視覚障
がい者の方で、小学校や公民館など地域のさまざまな場
所でピアノ活動を行っておられます。理事長とも面識が
ありましたので、三浦さんに直接お話をさせていただき
ました。
　当初は三浦さんと私たちだけの交流にしようかとも思っ
ていたのですが、近くにある小学校の校長先生にこの取
り組みについてお話をしたところ、「ぜひうちの体育館を
使ってください」とご提案くださいました。三浦さんはピア
ノ演奏を、私たちは合唱を、そして、小学校の4年生も合唱
で参加してくださり、音楽での交流をすることができまし
た。

—ありがとうございます。では、「パステルみんなの家」
さん、よろしくお願いいたします。

パステルみんなの家　愛媛県久万高原町で、B 型支援と
生活介護、グループホームを運営しております。
　今回の応募のきっかけは、DM をいただきまして「これ
はぜひ！」と思い、すぐに参加を決めました。その理由とし
ましては、利用者さんの中にいつもお父さんの肩たたき
をしていている方がいまして、本人はお父さんが喜んで
いると思っており、作業所に来てもみんなの肩を叩いて
しまうのですが、ものすごい勢いで叩くので、大きな音に
敏感な人などが怖がってしまっている問題がありました。
改善策として「太鼓を叩いたらどうだろう」という案を話
していたのですが、今回この事業を活用しましてドラム
サークルの講師の方をお呼びすることにしました。
　講師の方の選択については、私が個人的に行ってい
る NPO 法人の活動で、この方をお呼びしてドラムサー
クルを開いたことがありまして、それを思い出して、今回
15年ぶりに連絡を取らせていただきました。
　当日は、教育委員会が町の産業文化会館の舞台を貸
してくださいまして、30名ほどでドラムを演奏しました。
“ 肩たたき ” の利用者さんについては、ものすごく喜ん
でやってくれましたし、自閉があってほとんど発動をしな
い方は、ドラムを使って会話をするように、聞いたことに

対して答えるようなことができまして、私たちの中では驚
きがありました。
　後で講師の方が教えてくださったのですが、このドラ
ムサークルというのは、元々アメリカでは心理学的なも
のが入っているそうで、ドラムを叩くことによって心の中
のものを出す、表現する、出せなかった思いを出す、とい
うことができるそうです。確かに、講師の方が「あの子は
こういう子だね」と言われたことがあったのですが、それ
が当たっていまして、職員もびっくりいたしました。
　利用者さんもみんなすごく喜んでくれましたし、職員も
続けてやりたいねという話になっているんですが、私た
ちの事業所でこれをどうやって継続させていくかを今考
えているところです。

—ありがとうございます。
　では、「Happycomecome」さん、よろしくお願いいた
します。

Happycomecome　私たちの事業所は、岡山県笠岡市
にあり、就労継続支援 B 型で就労移行支援を行ってい
ます。定員は20名です。事業所では農福連携でイチゴの
生産活動などを行っているんですが、利用者さんの中に
絵本作家を目指している精神障がい者の方がおりまし
て、その方の支援をするにあたって、事業所の活動をす
ることだけが作業ではないことに気づきまして、他の事
業所の活動などにも目を向けつつ、今回この事業に応募
をいたしました。
　そもそもアーティストを育てるということが全く分から
ない状態からのスタートで、手探りではいたんですが、と
にかく絵を描いてもらおうというところから始めました。
　絵本作家を目指している利用者さんについては、作品
をコンペに出したり、SNS や個展で自ら売り込んでいく
ところまで支援していきたいなと思っていましたが、その
人だけのためにこの事業をするのは違うかなと思うとこ
ろもあり、やはりこの事業所にいるみんなのためになる
ようなことにもしないといけないなというところで模索し
ました。みんなが参加して、みんなが絵を描く楽しみを感
じ、生きがいに繋がったらいいなと思って、アーティスト
の方を探したんですが、なかなか日程が合わなくて苦戦
しました。
　最終的に決まったのは笠井伸二さんというオイルペイ
ントアーティストの方です。交通事故で頸椎を損傷し、車
椅子で生活をされている方です。カラフルな絵を描かれ
るアーティストで、今回はアーティストと一緒に、カバンな
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どの小物に絵を描いていくワークショップをしました。
　絵を描くことに全く興味がなかった人が大多数だった
んですが、やってみて楽しかったという感想が生まれた
のが良かったなと思います。楽しみとして継続していき
たいですし、絵本作家を目指している方の小物づくりを
手伝うような作業に繋げていくのも良いなと考えており
ます。

—はい、ありがとうございます。今回ご参加いただい
た全事業所さんにひと通りご説明いただきました。みな
さんの活動報告を聞いて、何かご意見や感じたことがあ
れば教えていただけますか？

児童デイこころ国府　みなさんのお話を伺っていますと、
アーティスト側にもともと障がい者に対するご理解が
あったようですが、どちらかというと支援者の方から「こ
ういう風にしていただけますか」という形でお願いをし
ました。参加した子どもさんには発語の少ない方や、一
般的な形のコミュニケーションが取りにくい方もいまし
た。ですので、まずはクレヨンである程度色塗りをしてか
ら、絵具で塗っていくなど、工程をこちらで考えさせてい
ただきました。
　また、アーティストの方は「完成できるのは1体かな」と
お考えだったのですが、私たちは「絶対に2体完成させ
ますよ！」ということでやらせていただきました。実際に
子ども達は完成をさせまして、職員も感動しました。

—ありがとうございます。
　では、僕の方から話題提供ではないですが、いくつか
質問させてもらえたらと思います。
　事後アンケートにて、利用者さんと本企画について話
をしましたか、という質問があったと思うんですが、半分
近くの事業所が話をしたと回答されていました。一体ど
んな話をしたのかなというのが気になっていまして、教え
ていただきたいです。

ワークショップ西風舎　私たちは、理事長と意思確認を
行った後、ワーカーに「こういうのがあるんですけど、
やってみませんか」という話をしました。コロナ禍で行
事が少なくなっていましたし、喋っちゃダメ・出かけちゃ
ダメという制約も多かったので、おそらくワーカーとして
も、他の人と関わりたいとか、何かをしてみたいという思
いがあったのだと思います。すぐに「やりたいです」と
答えてくれました。

　「するとしたら歌がいいかなと思うんだけど」と提案を
すると、「うん、うん」と頷きながら聞いてくれていました。

Happycomecome　私たちは、絵本作家を目指してい
る利用者さん本人に、アーティストさんを探すところから
手伝ってもらいました。ただ、その利用者さんのためだ
けの事業になってしまいそうな危惧もありましたし、なか
なかアポが取れない難しさもありました。

—ありがとうございます。
　また違う質問ですが、事後アンケートにて、申込をさ
れた方以外の、他の職員の方が能動的だったか受動的
だったかという質問をしておりました。受動的な職員を能
動的に変えていくことは、組織としては重要かなと思うの
ですが、これについてのご意見や、こういう風にしてうち
は変わっていった、ということがあれば教えていただきた
いんですが。

すだちクラブ　うちはみなさん能動的なんですが、今回
冬休みにこの企画を実行したので、準備期間が短すぎ
て常勤職員のみで決めてしまったところがあります。
パートの職員さんも集めて相談できれば、もっと違うアイ
デアも生まれてきたのかなと感じています。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　私たちは、この活動に
事業所に通う全員の子どもたちを参加させてあげられ
ないことに悩みました。
　契約者が60名ぐらいいる中で当日参加するのは
MAX15人。「参加できる子は良いけど、できない子はど
う思うかな」というところで職員の配慮も生まれまして、
事業所全体で盛り上がっていくことは難しかったかなと
感じます。
　ただ、多くの職員が見に来てくれ、「面白そうなことを
しているね」と言ってくれたり、「関わりたい、参加した
い」という気持ちはすごく伝わってきました。「みんなで
一緒に」ということが事業所の形態的にも難しく、それが
課題だと思っています。

児童デイこころ国府　児童デイこころはこれまでも創作
活動を行っていましたが、国府は初めてでしたのでやり
慣れていない職員は、前日まではどう動いて良いかを模
索していました。
　ただ、当日はみんなが「自分のできることをやっていこ
う！」という姿勢が生まれて、チームで取り組めました。職

員にとってもプラスに働くので、今後もこういう経験を増
やしていけたら良いなと感じました。

パステルみんなの家　正直に言いますと、うちの職員は
おそらく、最初は乗り気ではなかったと思います。という
のも、私は非常勤職員ですが、やはり常勤の職員さんた
ちは日頃の業務が忙しすぎる問題があります。そこへ
持ってきて「またさらにやるのか！」というのが職員の本
音であると思います。「それでもやりますよ！」ということ
を私から一生懸命言いました。
　終わった後は「良かったね！またやってくれる？」という
好意的な反応でしたが、「企画してくれたら、それに乗る
よ。でも、私たちが企画するのはホンマ無理！」という感
じですね（笑）

—（笑）
そういう職員さんが最後は「やって良かったね」と言って
くれる、っていうのは、取り組む前から予想していたんで
すか？

パステルみんなの家　普段とは違う人たち（アーティス
ト）がいることで、職員さんのレクリエーションになるん
じゃないか？と、私は考えていました。
　というのも、職員自身が普段の作業において、すごく
煮詰まってしまっている部分もあったんです。ドラムサー
クルはストレスを発散する面もありますので、利用者さ
んはもちろん、「職員の人もはっちゃけてください！」みた
いな気持ちは最初からありました。

—ありがとうございます。僕はドラムサークルの方に
も行かせていただいたんですけど、職員の方に受動的
な雰囲気は感じなかったです。でも、裏側ではそういうこ
ともあったんだな、っていうのがリアルだなと思います。

パステルみんなの家　アート活動そのものは楽しいと思
います。でも、「企画する」「アーティストと交渉する」「段
取りする」ということが日頃の業務に重なると、なかなか
厳しいものがありますね。

—そうですね。ありがとうございます。
　次にお聞きしたいのは、今回の活動でどのような変化
があったかということです。事後アンケートで「利用者さ
んが生き生きしてきた」とか、「利用者さんの家族や支援
者の気持ちが前向きになった」、「職員と利用者さんとの

コミュニケーションが変わった」といったコメントもあり、
僕自身は、アートは支援を変えるんだなと感じたのです
が、改めてみなさんはどうお感じでしょうか？

Happycomecome　絵本作家を目指している利用者さ
んは、着実に目標に進むようになってきました。自身の近
くに自分が目指すところの人がいて、成果物は違うもの
だったとしても、やっていくことは同じなんだっていうの
が見えてきたのではないかと思います。
　また、うちの事業所でその人だけ制作活動をしていま
して、他の利用者さんは「なんであの人だけを絵を描い
ているのか？あの人は何をしに来ているのか？」みたい
なところがあったんですけど、そこの理解が変わってき
たかなと実感します。「あの人はそういう仕事を目指して
いるんだな」「これが仕事に繋がっていくんだな」という
ことが、利用者さんにも職員にも見えてきました

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　今回参加した利用者さ
んの中で、普段自由活発なために「その子がうるさかっ
た」とか、みんながその子を非難するような雰囲気が
あったんですけど、今回その子が大活躍してくれて、声も
とっても大きいし、感情たっぷりに演じてくれたんです。
そのことで、みんなの中の彼に対する評価が上がったこ
とが本当に良かったなと思っています。
　また、普段おとなしい子が立候補して、「そんな役、
やっちゃうの？」みたいな意外性もありましたし、後から
文句を言ってきた子は「本当はもっと目立ちたかったん
やろう？」という感じでしたし（笑）、私たち自身やってみ
て利用者さんの色々な面が分かりました。利用者も、自
分自身の新たな一面に気がついたり、知らたなった力に
気がついたりできたのかなと思います。

すだちクラブ　うちは、元々絵を描くのが好きな利用者さ
んがいましたので、その保護者の方から「またこういった
活動をしてほしい」という要望が出ましたし、本人も将来
イラストレーターになりたいという、明確な目標ができた
ことは良かったのかなと思います。
　職員の方もこういった活動をきっかけに、長期の活動
について案がたくさん出てきていまして、やりたいことが
たくさん増えたなと感じています。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　私たちの活動では、
アーティストの方が「発表の場を設けてください」という
ことをすごくおっしゃってくださいました。今回子どもた
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ちに光が当たったことで、子どもたち自身がとても輝い
ていましたので、これからは発表の場をつくっていこうと
いう機運が事業所全体に生まれています。

ワークショップ西風舎　最初は「自分たちで企画しな
きゃ」とか「どうしたらいいんだろう」と、いろいろ悩んで
はいたのですが、アーティストの三浦さんがすごく明る
く、事前にワーカーの理解を深めるためにお話をしたい
とお願いをしたら、快く了承してくださいました。
　視覚障がいの方が私たちの施設に来られたことはな
かったのですが、例えば、白杖を勝手に横から触られる
と怖いよとか、信号機の音がないと赤なのか青なのか分
からないよとか、三浦さんがいろいろなことを教えてくだ
さって、ワーカーも私達も、視覚障がいの方への理解が
できたと感じました。
　また、三浦さんは、その後も西風舎に来てくださってい
まして、ワーカーとお話をしたり、一緒に仕事をしたりし
ながら、三浦さんご自身も私達のことを理解しようとして
くださいました。交流会だけの関係ではなく、それ以降
の関係が続いてるのも、私達もワーカーもすごく嬉しい
です。
　それと、交流会には地域の方にも来ていただいたの
ですが、その方たちが帰りに「すごく良かったよ。もっと
いろんな人に見に来てもらったら、もっと良くなるよね」
とお声掛けくださったり、後日お菓子の差し入れをしてく
ださったりしまして、障がい者だからって引っ込むんじゃ
なくって、外に出ていくこと、地域の方に知ってもらう・繋
がっていくことの大切さを改めて考えさせられました。
　ワーカーも褒めてもらえたことが嬉しかったと、その嬉
しい想いがずっと心に残っている様子で、その日だけで
なく、私たち職員の思いだけで終わっていないことは励
みになりました。

児童デイこころ国府　国府の事業所はこういう活動は初
めてで、普段も制作はしているんですけど、やはり今回
規模が違いましたし、何を書いても良い・好きな色で塗っ
て良いというのが新しい経験として子どもたちに入りま
して、その後の制作に対しても子どもたちの意識が変
わったように見えます。また、重度の児童さんは今までそ
こまで興味を示していなかったのですが、その子が目で
きちんと確認して描けた姿を目の当たりにして、職員た
ちの中で「この子はここまでできるんだ」という気づきが
ありました。それからの制作では、この子に対しての支
援がどんどん変わってきたように感じております。

パステルみんなの家　実は、ドラムサークルの創始者の
方からファシリテーター養成講座を開催するという話を
聞きまして、職員の中から1人、講座を受けに行くことにな
りました。
　また、私は現在別の助成金を申請中で、そちらが通り
ましたらドラムを20台ぐらい購入することができます。
私たちの町は人口7000人ぐらいの過疎の町なんです
が、私たち以外の作業所や高齢者施設、小学生などいろ
んな人を巻き込んで、みんなで一緒にドラムサークルが
できないかという大風呂敷を広げています。
　利用者さんの方からも、あの日来られなかった人から

「次があったら行きたいわ」と言われています。やっぱり
「アート」って、私たちの作業所の中では非日常なんで
すね。非日常が定期的に起きることで、日常の張り合い
になったり、事業所へ行ったら楽しかったという経験に
なったり、それから他の事業所さんも仰った通り、地域に
出ていくきっかけになったりしますよね。
　こんな風に計画したら、次の段階にステップアップし
ていけるんだっていうことが私自身の中でも実感できま
したので、これからどんどんチャレンジしていこうかなと
考えています。

—ありがとうございました。今回ドラムサークルの経験
を経て、ファシリテーターが1人生まれるかもしれないと
いうことで、本当に素晴らしい行動力だなと思いました。
　今回アーティストの方が現場に入ってきたことで、ある
いは、利用者さんや職員さんとアーティストが関わってい
る中で、何か学んだことや気づいたことがあれば教えて
ください。

パステルみんなの家　アーティストの方ご自身も、障が
い者の方たちと関わることで、スキルというか経験値み
たいなものが増えると考えていらっしゃるなと感じまし
た。障がい者の方たちの、自由なスピリットというのは、
アートと相性が良いんだなと思います。だから、敷居が
高いと思わずに、お互いに積極的に交流すると良いで
すね。

ワークショップ西風舎　私たちがお招きした三浦さんは
視覚障がい者の方ですので、私たちの顔の表情や態度
が伝わりにくく、すべて言葉でお伝えしなければいけま
せんでした。普段だったら頷くだけで返事が終わってし
まうところも、それでは三浦さんには伝わりませんので、

声を出しましょうねと伝えていたのでワーカーが自分の
思っていることを言葉にして伝えるということに取り組
めたと思います。コロナ禍のために奥へ奥へ静まってい
たものが、声に出せるようになったのかなと思います。
　三浦さんご自身が、私はアーティストだからと引くの
ではなく、私たちの中に入ろうとしてくださったスタンス
も大きかったと思いますし、そういう三浦さんの姿勢を見
て、私たち職員も「こう言ったら伝わるかな？こうしたらど
うかな？」と、自分たちのやり方を改めるきっかけになっ
たと思います。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　私たちは、いつも同じ
顔ぶれで、その子の限界といいますか、ある程度決めて
かかってしまうことがどうしても多くなっていたんです
が、講師という外からの風が入り、普段の私たちに比べ
ると厳しめに指導される場面もあったのですが、それを
素直にみんな聞くんだなっていう驚きがありました。
　短期間でも成長していく子ども達の力を感じたので
す。「理解しているから良い」というだけではなく、やはり
新しい風を入れチャレンジしていくことは必要だなと思
います。

—ありがとうございます。では、パスレルの土谷さん、
北添さんからも質問があればお願いします。

パスレル／土谷　みなさん、今日はありがとうございま
す。
　今回みなさんに企画していただいたプランは、大きく
二つに分かれるのかなと思っています。「発表するタイ
プ」と「アーティストと一緒に制作するタイプ」です。
　みなさんそれぞれ成功体験を積まれて、またやりたい
という風な気持ちを今日確認できたんですが、今日の座
談会を受けて、例えば、今回は発表を行ったけど次回は
アーティストと一緒に制作をしてみたい、あるいは、その
逆にチャレンジしてみたいと思いましたか？

すだちクラブ　そうですね。私たちは今回制作だけでし
たが、どこかに出展して、より多くの方に見てもらえると
いいなとは思いましたし、別の企画で保護者の方にも見
ていただけたらいいなと思いました。

児童デイこころ国府　うちは音楽活動なども行っており
まして、発表もやってみたいという気持ちはあります。で
も、その企画を段取りしていく時間があるのかな、という

葛藤もありますね。

Happycomecome　私たちの活動は、新聞に載せても
らうことができました。また、年に一度、障がい者週間の
ときに市内で展示物を出す機会がありますので、そう
いったところに今回の制作物を提示していこうかなと考
えています。
　それに付け加えて、企業さんのところにも展示してい
けるようにしていきたいと考えています。

パステルみんなの家　体験としてはいろいろやっている
んですけど、小さい事業所なので、要はどこからその予
算を取って、どうやって継続していくかという点が一番の
ネックなんですね。職員としてそこをどうクリアしていく
かを考えています。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　弊社の社長より、今回
の朗読劇だけに限らず、発表の機会を制作にも広げて
年に1回作品展をしましょうという話をしていますので、
今後は制作の取り組みにも頑張ってまいります。
　ただ、私たちの事業所でもネックになるのはやはり予
算です。今回の発表ではマルタスという会場をお借りし
たと言いましたが、そこは思いのほかリーズナブルでし
た。ですが例えば、保護者の方にも見に来ていただこう
となると、広い会場が必要になります。どういった活動を
するにせよ、実現可能な価格帯であることが前提となり
ますね。

ワークショップ西風舎　みなさんが仰ったように、やはり
予算をどうするのかという問題はあります。
　また、うちも作業所が狭いので、もし取り組むなら外部
をお借りすることになるかと思いますが、私たちとしては
地域の中で、地域の人を巻き込みながらやっていきたい
という思いがあります。地域の方に来ていただくことを
考えると、現実的に「発表」が優先されるのかなと思いま
す。

パスレル／土谷　ありがとうございます。西風舎さん、
例えば三浦さんとご一緒に練習を積んでいくとか、セッ
ションするといったことで、さらに利用者さんにとって

「自分たちのつくったコンサートだ」という思いもひとし
おになるかなと思うんですが、いかがでしょうか？

ワークショップ西風舎　そうですね。実は、今回、三浦さ

36 37



んの方から私達が歌う曲をピアノで弾いてみたいという
ご提案はいただいていたのですが、うちの事業所にピ
アノがなかったことと、その後三浦さんがお怪我をされ
てしまって、迷惑をかけてしまうからとおっしゃったことも
あり、結果的に断念することとなりました。練習の段階か
らご一緒したいという思いはお互いにありますので、次
の機会には形にできると良いなと思っています。

パスレル／土谷　そうですね。それと、三浦さん以外の
ミュージシャンやアーティストにも声をかけることも良い
かなと思います。発表の際に、もっと多様な表現が出てく
るかもしれないですよね。感想になっちゃいますが（笑）
すみません、ありがとうございます。

パスレル／北添　私からも少し質問を。今回、いろいろ
な事業所さんへ見に行かせていただきまして、とても素
敵な、貴重な経験をさせていただきました。本当にもう、
なんかニンマリしてしまうんですが（笑）
　自分も演奏活動をしておりまして、今回皆さんからい
ただいたアンケートを見て、やっぱり資金面の問題には
共感をしています。今の段階で資金難に対してのアプ
ローチをお持ちの方がいらっしゃったら、お話をお聞き
したいと思うんですが。

ワークショップ西風舎　公民館の館長さんから「ぜひうち
でやりませんか？」というお話をいただいたのですが、そ
の際に費用のお話もありまして、アーティストの方へお
支払いをする分には大丈夫かなとは思っています。

パスレル／北添　良いですね。助成事業と一緒にや
る、って感じですよね。

—パステルみんなの家さんは、町を味方にされたん
ですよね？町の職員の方もも一名いらっしゃってましたよ
ね。

パステルみんなの家　そうです、教育委員会の生涯学習
課を巻き込みました。あの場で突然参加していただきま
した（笑）

—行政を巻き込んで、会場も町のものを借りて費用を
抑えられていたので、上手にやられているなと思いまし
た。みなさんもぜひ参考にしていただけたらと思います。

児童デイこころ国府　うちの場合は、徳島市と小松島市
という障がい者施設が数多くある立地条件で、弊社だけ
で行政を巻き込むのは難しいですね。なので、ひたすら
無料を探す、助成企画を探すということから始まります。

「どっか乗っかれるところはないのか」というのが現実
です。だから、助成金をいただくための手続きをする時
間もきびしいですね。

—確かにそうですね。助成金を探すだけじゃなくて、そ
の申請書類を作成する業務も、日々の支援と兼務でやら
ないといけない。その時間が割けないという現実もあり
ますね。みなさん同じ悩みですか？みらスタさんも頷い
ていらっしゃいますね。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　子どもたちが喜ぶので
あれば、保護者のみなさんも少しずつ協力していただけ
るんですけど、ご家庭も本当にもう、いろいろ厳しい状
況ですから、そこを資金源にはできないなという気持ち
もあります。クラウドファンディングや、動画をどんどん
配信して儲ける？なんて話が出たこともあります（笑）
　ただ、そもそもボランティア頼みになるのがおかしい
と思っています。こういう活動にはやはり費用が発生す
るのは当たり前ですからね。

すだちクラブ　私は逆に、アーティストを呼んで、こういっ
た活動をするのにどれくらいの金額が相場なのかがよ
く分からなくて。
　アーティストにもよるかもしれないんですが、今回児
童1人当たり2000円の謝礼で設定させてもらいました。
謝礼としては2万円程度になりましたが、これを基準にす
るとしたら、半分は利用者側に負担してもらう形で継続
はできるのかなとは思っています。

—今回は4万以内ということで謝金を設定させていた
だきましたが、土谷さん、相場はあってないようなもので
すか？

パスレル／土谷　そうですね。はじめに「この額で」と言
えば、それで受けられるかどうかアーティストが判断して
くれると思いますし、オプションも提示してくれるのかな
と思います。
　事前の準備とかもあれば、そういった日当も考慮に入
れた額を設定してあげるといいのかなと思います。

—私はアーティストではないので、すだちクラブさんの
疑問がすごく分かりますね。
　アーティストの方に対して事業所の現状をお話して、
無理やりお願いするんじゃなくて「だけど、利用者さんた
ちにこういうことを提供したいんだ」と、何か一緒に協働
するようなイメージでお話ができたらいいなと思います。
　なので、今回、アーティストの方に直接ご連絡を取って
いただいたり、お値段の交渉や企画の話し合いなどにも
取り組んでいただきましたが、みなさん、そういった辺り
はどう感じましたか？

すだちクラブ　ネットで検索したときの写真のイメージ
と、実際に会ったときのイメージが全然違ってまして、と
ても優しい雰囲気の方でほっとしました。

—そうですよね。ネットなんかで写真を見ると、ちょっ
と冷たい印象を感じますよね。でも、実際にお話してみる
と、思っていたよりもハードルが低くて、「なんで今までや
らなかったんだろう」と感じられるんじゃないかと思いま
した。
　児童デイこころ国府さん、いかがですか？最初、連絡
してみて「一発で決まった！良かった！」と喜んでいらっ
しゃったのを思い出しますが。

児童デイこころ国府　私たちの場合は、アーティストさん
の方が「今後、障がいのある方に向けた活動を行ってい
きたい」とお考えの方だったのですが、これまであまり関
わりがなかったようで、1回1回の打ち合わせの度に驚か
れることが多かったんです。
　今までは、アーティストさんがすでに決まっている、用
意された企画に乗っかっていましたので、それとは全く
異なるやりとりで面白かったんですが、子どもたちが参
加するためには微妙なすり合わせも必要で、そこのやり
取りは難しかったなと思います。
　でも、今回、初めて SNS からアタックしたんですが、
スムーズに進みましたので、他のアーティストさんにも
SNS からアタックしてみようかなと考えております。

—自信を持たれたのだなというのがすごく伝わってき
ました。今後もどんどんアタックしてもらえたらなと思い
ます。
では、パスレルの平谷さんから何か質問はありますか？

パスレル／平谷　今日はみなさん、ありがとうございま

す。私もアーティストではないので、みなさんと同じ支援
者としての立場でいろんな活動に参加させてもらいまし
た。活動の中で、みなさんと利用者さんとの関わり、普段
の関わりの様子が垣間見えたりして、大変興味深く参加
させてもらいました。
　全ての事業所の取り組みが印象に残っているんです
けども、中でも児童デイこころ国府さんで行ったワーク
ショップがとても印象に残っています。
　この利用者さんと職員さんが写っている写真を見てい
ただきたいんですが、誰が利用者さんか分からないぐら
い、職員さんも一生懸命にアート活動をされていたのが
印象的でした。
　あと、もう一つ、最初はねずこのダンボールの上に描
いていたんですが、少しずつその枠からはみ出していっ
て、下の新聞紙まで絵を描いていく姿が見られました。
　普段の支援で考えていくと、この枠の中に描かなく
ちゃダメだよという風に言ってしまいがちなんですが、
児童デイこころ国府の職員さんは何も注意せずに、一緒
に見守っている姿がとても印象的でした。
　児童デイこころ国府さんにお聞きしたいんですが、企
画の前に職員間で共有したことや、意識したことはあり
ますか？

児童デイこころ国府　「何はともあれ楽しむぞ！」というこ
とですね。だから、私は職員も入りなさいと言いましたし、
私の頭の中では「全員巻き込むぞ！」という思いもありま
したので、学校の先生だろうと保護者だろうと、みんな関
係ない！みんなでつくり上げよう！と意識していました。
　実際に、活動はめちゃくちゃ楽しかったです！私も絵の
具だらけになりました（笑）すごく楽しくて、心地良い疲
れがありました（笑）

—ありがとうございます。
　今回の事業は、アーティストに来てもらうことが主目的
ではなく、今までどうやったらいいか分からなかったこと
や、どうやって交渉するんだろうと疑問だったことを、実
際に経験していただき、みなさんを後押しできたらなとい
う意図がありました。
　SNS からアタックしても良いじゃないかとか、謝金に
ついても事情を説明して交渉する術みたいなものを、今
回見つけていただいたんじゃないかなと思います。
　予算の問題は切り離せないと思いますが、子どもたち
や利用者さん、いろんな地域の方にとっても芸術文化活
動というのは必要な活動ではないかと思います。それを
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継続していくために、今回の事業はみなさまのお力にな
れたでしょうか？

パステルみんなの家　本当に1から伴走していただけた
と感じています。ステップも送っていただいたので、こう
いう風にすれば順番に進んでいくんだということも、よく
分かりました。
　アーティストの方に、障がいのある方たちとどう関
わっていただくか、そのやり取りなども、今回とても参考
になりましたので、次回また違うアーティストを呼んで別
の企画をする場合にも、このステップは使えるなと思っ
ています。

Happycomecome　分からないことばかりで、事業所
の活動にアーティストを呼ぶことすらも想定していな
かったんですが、こういう企画をもとに呼び方から謝金
の話なども知ることができました。
　また、これを継続していくためにどうする必要がある
か、しっかり考える時間も生まれました。私たちの事業所
では、これを継続していくためのアート文化活動を行う
委員会をつくりまして、会費を集めていく形にしていこう
と考えています。これは、作業時間の中でアート活動の
時間を取る際に必要な経費として、クラブ活動費を徴収
していったり助成金を活用していったりするものです。
　今回の事業のおかげでアート活動を継続していくため
の環境づくりをすることができました。参加して本当に良
かったなと感じております。ありがとうございました。

ワークショップ西風舎　ワーカーのために何かをしたい
という思いから参加させていただいたんですが、岡村
さんをはじめとするパスレルのみなさんが、事前のミー
ティングから当日もわざわざ高知から来てくださって、
私たちとしてはすごく心強かったです。資金面だけじゃ
なく、精神的にも最初から最後までサポートしていただ
けたことに感謝しています。
　これからどうしていくかという話も、やはりよく出ます
し、ワーカーも「すごく楽しかった！またやりたい！」と言っ
ています。今日の座談会でみなさんのお話を聞かせて
いただいて、いろいろなやり方や考え方に気付かされた
部分も多かったですし、これからこうしたらもっと良くな
るんじゃないかという発見や学びも得られました。
　この機会がなければ関わりがなかった人たちも多い
と思いますし、ワーカーの新たな一面への気づきもすご
く増えて、何か企画をやることで、いろんなところが良い

方向に変わっていくのかもしれないと思えるようになり
ました。本当にありがとうございました。

すだちクラブ　うちの事業所は、今回初めてアーティスト
を呼んだのですが、アーティストを呼ぶためのステップ
を一つずつ丁寧に教えていただいたことで、短い期間
でしたがスムーズに対応できたのかなと思います。これ
からもアーティストをお呼びするにあたっても、その流れ
が掴めましたので、本当に良かったです。ありがとうござ
います。

みらスタ☆ティーンズ丸亀教室　みらスタは、いろんな
方に講師として来ていただくことはあるんですが、本当
に申し訳ないぐらい予算が厳しいもので、今回潤沢な資
金をいただくことができ、私たちもストレスがなく交渉が
できたと思っています。
　また、パスレルさんにはいろんな機材をお借りしてい
たんですが、当日その組み立て方や接続もテキパキと
やっていただいて、来ていただかなければできなかった
なと思うくらい、すごくお世話になりました。
　今回教えていただいた安藤先生は、大学の教授です
ので、今後は生徒さんとコラボして何かできるんじゃな
いかなという風にも考えています。いろいろな期待も込
めながら、今後も活動していきたいです。今回は本当に
ありがとうございました。

児童デイこころ国府　児童デイこころと、児童デイこころ
国府の合併ということで、職員はとても大変な状況であ
りましたが、この企画で「これからも頑張ろう」ということ
をすごく感じさせていただけたと思っています。
　当日は絵の具まみれになりながらやっていただきまし
て、本当にありがとうございました。子どもたちもすごく
楽しめたと思いますし、またみなさんと一緒にやりたい
なっていう楽しさを思い出させてもらえましたし、それが
職員全員にも伝わったかなと思います。本当にありがと
うございました。

—ありがとうございました。
　みなさまから、いろいろなコメントを聞かせていただ
いて、利用者さんだけじゃなくて、今回関わってくださっ
たアーティストの方に対しても、障がい特性であったりと
か、障がいについての啓発活動もできたのかなと思いま
す。また、障がい当事者の方と関わるアーティストが1人
増えたのかなというところも同時に感じました。

　また、中四国地方では岡山県と山口県以外には、各県
に支援センターが設置されています。今後、芸術文化活
動をする上で何か困ったことがあれば、各県の支援セン
ターを頼っていただけたらと思います。もちろん、行政や
私たちパスレルも頼ってください。これで終わりではない
と思っていますので、引き続きご相談いただけたらと思
います。
　それではこれにてファーストステップの座談会を終了
したいと思います。みなさん、長丁場にお付き合いいた
だきまして、ありがとうございました。
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潜
水
艦
の
中
だ
け
で
生
き
て
き
た
人
間
の
隠
喩

潜
水
艦
の
中
だ
け
で
生
き
て
き
た
人
間
を
想
像
し
て
み
よ

う
。
彼
は
そ
こ
か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
。
潜
水
艦
の
操
縦
の

仕
方
は
教
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、僕
ら
は
岸
辺
に
立
ち
、

潜
水
艦
が
優
美
に
浮
上
し
て
く
る
の
を
見
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。そ
れ
か
ら
僕
ら
は
無
線
を
使
っ
て
中
に
い
る
操
縦
士
に

呼
び
か
け
る
。お
め
で
と
う
、あ
な
た
は
暗
礁
を
避
け
て
、

み
ご
と
に
浮
上
し
ま
し
た
ね
。
あ
な
た
は
潜
水
艦
の
操
縦

が
ほ
ん
と
う
に
お
じ
ょ
う
ず
で
す
ね
。潜
水
艦
の
操
縦
士
は

と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
。
何
で
す
か
、そ
の
暗
礁
と
か
浮
上
と

か
っ
て
? 

私
が
や
っ
た
の
は
た
だ
い
く
つ
か
の
レ
バ
ー
を
押

し
た
り
ノ
ブ
を
回
し
た
り
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
計
器
の
間
に

あ
る
関
係
を
つ
く
り
だ
し
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
よ
。そ

れ
は
全
部
、私
が
よ
く
馴
れ
て
い
る
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た

手
続
き
に
従
っ
て
い
る
ん
で
す
。特
別
な
操
作
は
何
も
し
な

か
っ
た
し
、そ
れ
に
な
り
よ
り
、あ
な
た
が
た
は
潜
水
艦
と

か
お
っ
し
ゃって
い
ま
す
ね
。何
の
ご
冗
談
で
し
よ
う
か
⋯
。

　

潜
水
艦
の「
操
縦
士
」を
、芸
術
文
化
活
動
に
取
り
組

む
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
活
動
を
側
で
支
え
る
支
援
セ

ン
タ
ー
の
方
々
に
、潜
水
艦
の
中
だ
け
で
生
き
て
き
た
人

間
に
語
り
か
け
る「
僕
ら
」を
、芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て

批
評
す
る
評
価
者
で
あ
る
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
事
実
に

は
客
観
的
側
面
と
主
観
的
側
面
と
が
あ
り
、客
観
的
側
面

（
操
縦
士
の
見
事
な
操
縦
＝
障
害
の
あ
る
人
が
生
み
出

す
作
品
）は
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、主
観
的
側

面（
操
縦
士
が
何
を
考
え
て
い
た
か
＝
障
害
の
あ
る
人
の

心
的
な
主
体
性
、あ
る
い
は
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
が
そ

の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
支
え
た
の
か
）を
数
値
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る
事

例
検
討
座
談
会
は
、各
県
の
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
本
事
業

を
通
し
て
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
一
事
例
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、支
援
セ
ン
タ
ー
間
で
意
見
交
換
を
す
る
試
み
で
あ

り
、操
縦
士
が
何
を
考
え
て
い
た
か
、つ
ま
り
障
害
の
あ
る

人
の
心
的
な
主
体
性
や
そ
れ
を
側
で
支
え
る
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
々
の
思
い
に
迫
る
た
め
に
始
め
た
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
事
例
検
討
座
談
会
の
中
で
語
ら
れ
る
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
言
葉
の
中
に
は
、数
値
や
数
量
と

い
っ
た
客
観
的
指
標
で
は
推
し
量
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

本
事
業
の「
真
」の
成
果
が
あ
る
。

※1) M
aturana H

, V
arela

：
知
恵
の
樹−生
き
て
い
る
世
界
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
る
の
か. 

ち
く
ま
学
芸
文
庫, 1997.

《
エ
ッ
セ
イ
》

大

切

な

も

の

は

目

に

は

見
え
な
い

平
谷
尚
大

芸
術
文
化
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

定
量
目
標
と
は
、数
値
や
数
量
に
落
と
し
込
む

目
標
の
こ
と
を
い
い
、定
性
目
標
と
は
数
値

化
で
き
な
い
目
指
す
べ
き
状
態
を
表
す
目
標

の
こ
と
を
い
う
。
た
と
え
ば
、売
上
を
〇
円
増
や
す
と
い

う
目
標
は
定
量
目
標
で
あ
り
、顧
客
満
足
度
を
高
め
る
と

い
う
目
標
は
定
性
目
標
で
あ
る
。こ
の
両
者
は
、定
量（
＝

具
体
的
）、定
性（
＝
抽
象
的
）と
い
う
関
係
性
に
も
置
き

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
標
を
設
定
す
る
際
に
は
、抽

象
的
な
定
性
目
標
の
設
定
か
ら
始
ま
り
、具
体
的
な
定

量
目
標
へ
と
落
と
し
込
ん
で
い
く
過
程
を
取
る
こ
と
が
多

い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
掴
み
所
の
な
い
理
想
像
で

あ
っ
た
も
の
が
捉
え
や
す
く
な
り
、数
値
と
い
う
客
観
的

指
標
に
よ
っ
て
、目
標
の
イ
メ
ー
ジ
が
個
人
に
よ
っ
て
ブ
レ

る
事
な
く
統
一
さ
れ
る
。

　

障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
は
、地
域
に
お

け
る
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

全
国
に
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動
に
関
わ
る
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
設
置
を
行
い
、支
援
の
枠
組
み
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動（
美
術
、演
劇
、音

楽
等
）の
普
及
を
推
進
す
る
事
業
で
あ
る
。
本
事
業
に
お

け
る「
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動
の
普
及
を
推
進
す
る
」

と
い
う
目
標
は
、定
性
目
標
で
あ
り
、抽
象
的
目
標
か
ら

具
体
的
目
標
へ
、つ
ま
り
定
性
目
標
か
ら
定
量
目
標
へ
と

変
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
普
及
」と
い
う
抽

象
的
な
概
念
を
、認
知
度
、来
場
者
数
、収
益
に
分
解
す

る
こ
と
で
、以
下
の
よ
う
な
定
量
目
標
を
設
定
す
る
事
が

で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
障
害
者
の
芸
術

文
化
活
動
が「
普
及
」し
た
こ
と
と
す
る
。
非
常
に
わ
か

り
や
す
い
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
認
知
度
50
％
よ
り
も

100
％

の
方
が
普
及
し
た
と
言
え
る
し
、展
覧
会
の
来
場
者
数

が
千
人
よ
り
も
一
万
人
の
方
が
普
及
し
て
い
る
状
態
に
あ

る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、定
量
指
標
を
用
い
る
こ
と

で「
普
及
」と
い
う
抽
象
的
で
捉
え
難
い
も
の
が
、可
視

化
さ
れ
追
求
し
や
す
い
も
の
に
な
る
。
し
か
し
、定
量
指

標
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
大
き
な
過
ち
を
犯

す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、客
観
的
側

面
と
主
観
的
側
面
か
ら
、現
象
学
者
のM

aturana

と

V
arela

は
以
下
の
よ
う
な
隠
喩
※
を
用
い
て
説
明
し
て
い

る
。

国民に対しての認知度…100%

展覧会への来場者数…10,000 人

事業収益…1 億円
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愛媛県
愛媛県障がい者
アートサポートセンター

　Ａさんは発達障がいや軽度知的障がい
を抱える23歳。高校を卒業後、職業訓練校
を経て、就労継続支援Ａ型事業所などに就
労しましたが、不適応を起こし離職してしま
うことを何度か繰り返しました。現在は精神
科医の指導のもと自宅療養を続けています
が、本人は対人関係の不器用さを意識する
こととなり、挫折感を感じていました。
　そんなときに知ったのが、愛媛県障がい
者アートサポートセンターが今年から取り
組み始めた舞台芸術ワークショップです。
ワークショップは８月から始まっていました
が、Ａさんが参加し始めたのは11月初旬。仲
間にうまくなじめるかどうか不安もありまし
たが、仲間たちはありのままのＡさんを受け
入れ、舞台芸術の指導者もＡさんの個性を
生かした配役を考えるなどしたことで、Ａさ
んは徐々に仲間の輪に溶け込んでいくこと
ができました。
　そして、迎えた本番である12月25日の成
果発表会（ハートフルミュージカル「みんな
だーいすき」）では、立派に自分の役を演じ
切り、自信に満ちた素敵な笑顔を見せてく
れたのです。

A
さ
ん

事
例
紹
介

〜
ア
ー
ト
が
変
え
た
日
常
に
つ
い
て
〜

香川県
香川みんなのアート活動センター
KAGAWAMOVES

　Bさんは、自分の世界や自分のパターン
にこだわりを強く持っているダウン症の男
性です。以前利用していた事業所では日課
のスケジュールと自分の気持ちをうまく合
わすことができず、廊下や玄関で一人座っ
て過ごすことが多く見られたそうです。
　また、Aさんはもともとお喋りが好きなの
ですが、その話題は主に過去の事や自分の
好きな事に限られる傾向があり、しかも本人
からの一方的なコミュニケーションであるこ
とが多い状況でした。
　しかし、10年ほど前に事業所をかわり、自
分の気持ちを自由に、素直に表現できる音
楽活動に接するようになると、かつてのよう
に内に籠るのではなく、他の人との関わりを
保ちながら外に向けて表現ができるように
変化を見せるようになりました。
　現在では、本人とのコミュニケーション
の中に音楽活動を積極的に取り入れること
で、生活にリズムやメリハリを持たせること
ができるようになりました。今後も大好きな
音楽を通して、将来に向けての希望を持ち、
しっかりと目標を持った生活を送っていくこ
とができるように取り組んでいきます。

B
さ
ん

島根県
島根県障がい者文化芸術活動
支援センター アートベースしまねいろ

　Cさんは現在18歳。小さい頃から絵を描
くことが得意で、放課後等デイサービス（以
下、デイサービス）の職員さんに描きためた
作品を見せたりしていました。令和4年度に
は島根県障がい者アート作品展へ出展。
　作品は「アイドルたちのキラキラとした笑
顔がまぶしい、心はずむ作品。設定は緻密
で、架空のアイドル集団の少年少女がそ
れぞれユニット、またはソロでリリースした
CDがコラージュされている。絵も上手いが、
ジャケットデザインや世界観の構築にもセ
ンスが光る。」 （しまねいろHPより）と審査
員から高い評価を受け、全347点の応募作
品の中から最高の金賞を受賞しました。
　このことは、デイサービスの職員さんにも
変化を及ぼします。デイサービスは利用者に
寄り添う支援だけで良いという思い込みを
抱いていましたが、一人ひとりに見合う、地域
やインフォーマルなサービスとのつながりを
築いていく大切さに気づいたのです。
　Cさんはいま、いつか自分のアートの力で
地域の案内版や路線バスのラッピングに関
わって地域貢献をしたいという夢を持ちな
がら、地域の福祉サービス事業所で働いて
います。

C
さ
ん
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愛媛県の事例

—それでは最初に、愛媛県障がい者アートサポートセン

ターの宮本さん、よろしくお願いします。

宮本　よろしくお願いします。 愛媛県の事例について紹介
したいと思います。
　愛媛県では、今年度初めて舞台芸術のワークショップに
取り組みました。 最初に、舞台芸術の指導をしてくれる委
託業者を決めて、それから参加者を募りました。参加する
方は、障害の有無、性別、年齢関係なく、舞台芸術に興味
関心のある人ということで募りました。
　最終的に22名の方からの応募があり、全29回のワーク
ショップに取り組みました。そして、その成果の発表会とし
て、12月25日に「IYO夢みらい館」で成果発表会を行いま
した。今回の事例は、そのワークショップ、成果発表会に参
加していただいた方の事例です。
　年齢は23歳で、発達障害と軽度知的障害のある方で
す。地元の私立高校を卒業後、職業訓練校を経て就労継
続支援A型事業所等に就職しましたが、職場の中での人
間関係が難しく、不適応を起こして離職するということを何
度か繰り返していました。その間に、精神科に入院されたり
とすごく苦労をされていたのですが、現在は事業所等には
通わず精神科医の指導のもと、自宅療養を続けています。
離職直後は引きこもり状態になっており、お母様からのお
話ではお家の中でずっとウロウロと歩くしかない、そういっ
た状態になっていたそうです。
　そんな時、愛媛県のアートサポートセンターが舞台芸術
のワークショップをしているということをSNSで知り、少し興
味を示したそうです。 保護者の方と色々お話をして、その
中で自分から「行ってみたい」と言われたようで、最初はお
父様から連絡をいただきました。ただ、その連絡があった
時はすでにワークショップがかなり進んだ11月の初旬だっ
たので、Aさんがグループに馴染めるのかなと、私たちもご
本人もとても不安に感じていました。
　ところが、私たちの心配をよそに参加者の方たちが本当
に自然にAさんを受け入れてくださいました。また、指導者
の方がAさんの個性を生かしながら、同時にそうした不安
を払拭するような配役を考えてくださって、Aさんはグルー
プに徐々に溶け込んでいきました。
　その間、私たちスタッフがするべきことはAさんの気持ち
にとにかく寄り添うことだと思い、Aさんの話を聞くことに徹
していました。
　最初の頃は、Aさんに「どうしてここに来たの？」とか「舞
台芸術に興味があるの？」といった質問をすると、だいたい

「今までどこに行ってもうまくいかなかった」とか「職場の

現場を
巡る
対談
聞き手
岡村忠弘（中国・四国アール・ブリュットサポートセンターパスレル）

香
川
髙
橋
修（
香
川
み
ん
な
の
ア
ー
ト
活
動
セ
ン
タ
ーK

A
G

A
W

A
M

O
VES

）

島
根
渉
秀
之（
島
根
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ア
ー
ト
べ
ー
ス
し
ま
ね
い
ろ
）

愛
媛
宮
本
祥
恵（
愛
媛
県
障
が
い
者
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

人に嫌なことを言われた」など、ネガティブな発言がすごく
多かったのです。 
　でも、何度かワークショプを重ねるうちに、Aさんの発言
が変化してきて「宮本さん、昨日のワークショップで〇〇さ
んにとても失礼なことを言った気がする。そのことを家に
帰ってから気に病んでしまい、すごく苦しかった」という風
に言われるようになりました。じゃあ一緒に謝ろうかと提案
し相手に謝ったところ、その方から「全然気にしてないよ。
大丈夫だよ。」と言っていただいて、とてもホッとしたことが
ありました。
　そのような過程を見ていると、Aさんが徐々に自分自身を
客観視できるようになってきて、自分の言動がどうなのか、
それを上手に相手に伝えるにはどうしたらいいのかを考え
られるようになってきたことがわかったんですね。舞台芸
術の中で、指導者の方や参加者の方たちがそれぞれの個
性や特性をそのまま受け入れて認め、それぞれの表現も全
て良しとしてくれる、そういった関わり方が効果を発揮した
のかなと思っています。
　指導者の方たちは、一人一人が輝くものを持っており、
その輝きを自分らしく表現すること、そしてお互いを認め
合って、それを仲間と共に表現するということがとても大切
なんだよということを、言葉として伝えるのではなく、ワーク
ショップの中のダンスやセリフなどの表現を通して伝えてく
れていたんだと思いますし、参加された方 も々指導者のそ
のような想いも受け止めていたんだと思います。
　Aさんは、事後アンケートで「周りに助けていただいて楽
しかった」と答えてくれました。人への感謝と前向きな言
葉を書かれるようになったのは、とてもすごいことだなと
思っています。保護者の方も、自分から行きたいと言ってき
たのは初めてのことだったし、続けられるとは思っていな
かったとのことで、とても喜ばれていました。
　この舞台芸術は、12月25日の発表会では終わらずに、
その後も参加された方々がお互いに交流をしたり、別の発
表会や他の指導者の方が主催している発表会などにも
一緒に取り組んでいこうといったふうに進んでいます。そし
て、みなさんが来年度もぜひ今回参加した舞台芸術に取
り組みたいというふうに話されています。
　今回はAさんを取り上げましたが、22名の参加者全て
の方たちにドラマやストーリーがありましたし、参加された
方々それぞれの自己肯定感がとても高まったというふう
に感じています。今回のワークショップを通して、人がこん
な風に変わっていくんだとか、成長していくんだということ
を私自身も一緒に体験させていただいてとても学びが多
かったです。

—素晴らしい取り組みですね。今回の事例であるAさん

が参加したミュージカルには、パスレルからも平谷が参加を

させていただきました。宮本さんのお話に対して、皆さんか

ら何かご質問とかご意見はないでしょうか。

渉　Aさんが引きこもりされていたさなかにワークショップ
の情報を知り、途中からでも参加するという、本人を突き
動かしたのはなんだったんでしょうか。ご家族だったのか、
ご本人の中にもともとそのような思いがあったのか、その辺
りのきっかけをちょっとお聞きしたいです。

宮本　もともと表現すること、演じること、それから歌を歌う
ことにはとても興味があったそうです。自分はなんでもでき
るんだっていう風な思いと、一方で今までいろんなことで
うまくいかなかったっていう思いが、自分の中で調整でき
ずに一歩踏み出せないでいたのだと思うのです。そんな
時に今回の舞台芸術のワークショップの募集を目にして、
何か自分も動きたい、やってみたい、何からだったらできる
だろうみたいな感じがあったのだと思います。 
　そんな想いがあるのなら、お父さんやお母さんが手伝
うからやってみようとのことで来られたんですけど、最初
は見学から始めていただきました。それでもし今年度無理
だったら見学だけで済ませて、舞台の裏方の仕事とかもで
きるよと提案しながら、来年度からでもいいよねっていう感
じから始めました。

—この指導者の方は、どういった方なんでしょうか？舞台

芸術のプロというかアーティストの方で、障害の特性やそう

いったことにはあまり精通していない方なんですかね。

宮本　お二人ともとても障害への理解のある方でした。

指導者のうちの一人は作曲家、音楽家の方で舞台の音楽
を担当されたり、CMの音楽を作曲したりする方です。特別
支援学校でのミュージカルの音楽を担当された経歴もあ
り、障害のある方たちの特性についても理解のある方でし
た。
　もう一人の方は特別支援学校教員の経験のある方で
す。特別支援学校の教員をしている時に、たとえば生活介
護に進んでいく人たちの余暇がとっても少ないので、舞台
芸術を通して自分が関わることができないかという想いが
あったようです。ご自身も舞台芸術が大好きな方で、特別
支援学校の教員を辞めて、現在は舞台芸術の企画をする
会社を運営されている方です。

—今回の舞台芸術を通して、Aさんがネガティブな考え

からポジティブな考えに変わっていったっていうこと、本当

に素晴らしいなと思います。その背景にあるのは、たとえば
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仲間と一緒に取り組むことが良かったのか、舞台芸術自体

がもたらす効果なのかっていうところを知りたいのですが、

宮本さんのお考えはいかがですか？

宮本　やっぱり両方だと思います。たとえば、一人ずつの
表現であればこういう風になっていなかったと思うし、舞
台芸術ではなくてソーシャルスキルトレーニング（SST）の
教室とかだったら、このような変化は起こらなかったので
はないかと思います。Aさんが内面に持っていた好きなも
の、それに同じような想いを持った仲間たちがいたから、こ
んな風になったのだろうと思っています。

—僕は今まで見た舞台で、障害をお持ちの方が演じる舞

台を見た時に、アートの世界、絵画とかもそうなのかも知れ

ませんが、障害のあるなしが全然分からなくなるというか、そ

こにほんとに平等な世界観を感じるというか。それがAさんに

とっては、すごく心地よかったのかなと思います。求められて

いることも平等にあり、なおかつ作品もできあがっていくとこ

ろがいい効果をもたらしたのかなって思ったりもします。

平谷　当日現地で鑑賞させていただきました。舞台を見さ
せていただいて感想として思ったのが、参加された22名
の方全員が本当に舞台上で輝いて見えました。クリスマス
の日に開催されたイベントだったんですけれども、タイトル
にも『ハートフルミュージカル』とある通り、出演されている
方々が一生懸命演じられている姿やストーリーを通して、
心がすごく暖かくなりました。公演が終わった後の変化とい
うか、日常の中で今回の公演での経験がどんな風に影響
を与えたのかっていうのをお聞きしたいんですけどもいか
がですか？

宮本　まず、Aさんについては、まだまだお仕事に対して
は目が向いてはいないのですけど、本当にとても明るく
なって、お家から外に出られるようになってきました。参加
者の人たちとも、LINEの交換をしたりして、公演が終わっ
た後も交流を続けているようです。時 こ々ちらにも電話で
連絡をいただいて、「元気にしてるよ」となどと声をかけて
いただいています。
　他の方たちについては、中には別の舞台芸術のオー
ディションを受けに行く人が出たりとか、みんなで作文や
詩、歌の歌詞などを揃えて読む『群読』という発表会に舞
台を通して出会った仲間たちと一緒に参加したりと、いろ
いろな効果が出ています。

平谷　公演終了後、SNSなどで舞台裏の映像などが公開
されていて見させてもらったんですが、皆さん本当にとて

も楽しそうで、その様子がすごく印象に残ってます。 
　Aさんのご家族の方は何かその後の変化であったりと
か、ご家族の対応がこう変わったとか、そういったことは
あったりしましたか？

宮本　Aさんのご家族に関しては、Aさんのことをありのま
まに認めたいと思いながらも、うまくいかずに挫折していく
Aさんに歯がゆい思いもあったそうなんですね。そして、周
りの支援者に対する様々な忸怩たる想いみたいなものも
あって、焦りの気持ちもあったようです。
　また、Aさんの苦手なことの一つに「自分で予定を作る」
ことがあるため、自宅療養の中で、訪問看護等以外の時
間を、どう過ごさせたらよいのかと、随分悩まれたそうで
す。規則正しい生活を送ることのできる環境はないもの
か、Aさんが興味を示すものは何かないか、そう模索する
中で、ワークショップとの出会いがあったそうです。ご家族
は、以前より一層Aさんらしさを認め、ゆっくりとAさんととも
に歩んでいこうと思えるようになったのではないかと思い
ます。
　他の保護者の方たちもすごくて、衣装係をされたり舞台
裏もすごく手伝われたりしたんですよ。自分たちもまだまだ
いろんなことがやれるなとおっしゃって、 これからも継続し
て関わっていきたいとおっしゃっています。

平谷　今回事例として挙げていただいてる１事例だけで
はなくて、他のご家族であったり、他の参加者の方々にもす
ごくいい影響があった、そんな公演だったんじゃないかな
と思いながら、振り返らせていただきました。

—今回の経験を通して、ご家族がゆっくりでいいんだ

よっていう風に変化したと思うんですが、ご家族の気持ちを

変えたのは、Aさんの頑張りがあったからなのか、それとも

文化芸術にその力があるのか。その辺りはどうでしょうか？

宮本　お父さんやお母さんが時々、ワークショップを見に
来てくださったりしていたんですが、その中で御両親がす
ごいなあと思ったのは、Aさんだけを見るのではなくて他
の方たちが変化していく姿であるとか、指導者の方やアー
トサポートセンターのスタッフとAさんとの関わりみたいな
ものをすごく見られてたところです。
　その中での気づきみたいなものをよく御両親は話してく
ださいました。あんなふうに関わったらいいんですねとか、
指導者の方ってすごく上手に参加者の方たちのことを褒
められますよね、個性を引き出されますよね、とか。そんな
中でお父さんやお母さんも色んな気づきがあったんじゃ
ないかと思います。

—本番前のワークショップの時からご家族も参加して、

作り上げていく過程を一緒に体験していったみたいなとこ

ろがあるんですね。

宮本　そうですね。お一人で来られる方ももちろんおられ
ました。けれども、ご家族が送迎されたりワークショップにも
参加したり、だんだん準備にも参加されたりという過程が
ありました。

土谷　さきほどのお父さんやお母さんが、支援者さんとか
舞台芸術の練習に参加しているその他の父兄の方とかの
関わりを見ながら、ご自身のお子さんへの関わり方への知
恵やアイデアを色 と々吸収していくプロセスがすごくいいな
と思いました。舞台芸術って、大人数でやるしプロセスも
長いので、自分だけではできないっていうところがとても重
要なんだろうなと思いました。

—宮本さんありがとうございました。土谷さんも言われた

ように、舞台芸術を通してみんなで練習したり、作り上げて

いくプロセスが本当に大事なんだろうなと思っています。

　高知県で開催された市民参加型の舞台芸術を先日拝

見したのですが、本番だけ見てもそれぞれの演者の方のス

トーリーが想像できて、なんかぐっとくるものがありました。あ

りがとうございました。

香川県の事例

— 続 いて 、香 川 みんなの アート 活 動 センター

KAGAWAMOVESの髙橋さんの事例に移りたいと思い

ます。髙橋さんよろしくお願いいたします。

髙橋　私たちは香川県を中心にバンド活動をしておりまし
て、今回は障害をお持ちの方と一緒に創り上げるバンド活
動を通じて、自分の気持ちがうまく表現できるようになった
事例について紹介させていただきます。
　Bさんは、自分の世界や自分のパターンにすごくこだわり
を持ってるダウン症の男性の方です。以前利用されてい
た事業所では日課のスケジュールや自分の気持ちがうまく
合わず、玄関ホールで一人で座って過ごすことが多く見ら
れていました。その後、私たちの運営する事業所に移って、
だんだんと自分の気持ちも音楽を通してうまく表現できる
ようになり、生活全般においても様々なプラスの傾向が出
てきました。　　
　この方はおしゃべりがすごく好きなんですけど、過去のこ
とや自分の好きなことが中心で、これまでは一方通行のお

話ばっかりだったんです。 私とコミュニケーションを取って
る時にも、すごく熱心にお話を聞いてたら、実は20年前の
ことを現在のことであるかのようにお話されるということも
ありました。音楽を通じて様々なコミュニケーション取って
いると、次第に相手に伝わるコミュニケーションの方法を
掴んでいき、いい感じになってきたかなっていうことがあり
ます。
　関わりを続けていく中で、お母様がご病気になり、また
以前のように内に籠もってしまうのではないかなと、私たち
も随分と懸念しました。しかし、ロックンロールっていうやつ
は、外に向けて気持ちを出すことができるように、内に籠も
るんじゃなくて、外に出せば、もっと楽しい世界が、もっとい
いことが起こるっていうことにご本人も気がついてきたの
だと思います。まだ完全ではないですが、現在は人と関わ
りながら生活していくことができてきています。
　本人とのコミュニケーションの他に、バンド活動をうまく
導入し、楽しみや目標を設定することにより、生活に張りを
もたせることができました。演奏予定を明確にして、2ヶ月
先にはどこそこでステージがあるからがんばろう！という
感じで、気持ちを盛り上げていけるように関わりを続けて
います。目標があると、自然に体調も整えられます。いいパ
フォーマンスを次のステージでもできるようにということで、 
本人の気持ちがそっちに向いて前向きになるということ
が、この取り組みによってできていると思います。
　これからもご本人が分かりやすい活動計画を提示し、安
心して取り組んでいけるように工夫していきたいと思って
います。 地道なバンド活動ですけど、少しずつ、本人の気
持ちに寄り添いながら進んでいけたらいいかなって思って
おります。

—髙橋さん、ありがとうございました。この事例の方と髙

橋さんはいつから関わられているのですか？

髙橋　実はこの方と私はずっと一緒に活動をしてまして、
私が事業所を開所する時に一緒についてきてくれた方な
んです。10年ぐらい前からバンド活動を一緒にするように
なりました。

—昨年度の事例検討会でもバンド活動を通じて関わり

のあった事例を提示していただいたと思うのですが、髙橋さ

んが中心になってバンド活動をやられるなかで、何か気を

つけていることなどはありますか？

髙橋　音楽に関して、どうだからどうっていう法則みたい
なものはないんですよね。本当に一緒にリズムを刻んで、
一緒にビートを出してということの繰り返しです。
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　気を付けていることといえば、楽しい、一緒にやろういう
雰囲気を作るということですね。一緒にやってるバンドメン
バーみんなで、めっちゃ盛り上げるように持っていったりと
か。あなたたちは自由なんですよ、ということを感じてもらえ
るようにっていうのは、すごく気をつけています。
　言葉でうまく表現できるような、こうしたらいいっていうの
があったらいいんですけどね。バンドなんで、いわゆるこう

「ぐわっ！」とくるエネルギーの中で、一緒にやってるってい
うことで、これはうまく言葉では説明できないです（笑）。バ
ンドマンであれば通じるような感覚なんですけど、うまく伝
えられずすみません。

—ごめんなさい、僕はバンドマンではないので、なんか無

神経な質問をしてしまったなと反省しております。

髙橋　とんでもないです（笑）。どんなスタイルで参加して
もいいよという雰囲気をつくることに気を配っています。

—バンド活動をしている中で『ミス』とかはないんですよ

ね？ その人が奏でる音とかにミスとか、そこでそういう音を

立てないでとかいうのはあるんですか。

髙橋　いや、そんなことは言いません。何してくれてもオッ
ケーです。いわゆるオリジナルの曲でロックンロールなん
で、まず手本はみんなで作るんです。たとえば、誰かのコ
ピーであれば、原曲と違うとかってなるんですけど、オリジ
ナル曲なんで自分たちで作っていけるんですね。だから、
出す音に「ミス」はないんです。

—オリジナル曲を作る過程も大切ということですね。

髙橋　そうですね。歌詞にはちゃんとみんなの生活のこと
とか、普段喋ってることとか、そういうことを織り込んでいる
んです。それに、さりげなくその人の気持ちのこととか、そう
いうことを盛り込みながら曲を作っています。

—オリジナル曲を作り込んでいく過程を是非見させてい

ただきたいですね。本当に楽しそうだなと思います。

髙橋　基本は「うまいね、かっこいいね」とかいう言葉を中
心に声かけをしながら活動しています。そのドラムの音、素
敵だねーとか。エアギターであたかも音が出てるようにパ
フォーマンスをしている方がいるんですけど、まるで本当に
弾いてるように見えるんです。そんなんかっこいいねとかい
うことでやっています。基本的には叩いたら音の出る打楽
器を中心に、皆さんに参加してもらっております。

宮本　舞台芸術や音楽、絵画もそうだと思うのですが、自
分が自分でいられてそのことを素敵だと思えたり、生きるこ
とが楽しくなったりする、そんな力が文化芸術にはあると
髙橋さんのお話を伺って改めて感じました。
　ところでこの方は、事業所での日中活動というか、お仕
事はどんなことをされていて、音楽活動が日常生活にどの
ように影響していったのでしょうか？

髙橋　一日中、毎日音楽できてたらすごく素敵なんですけ
ど、お仕事もしようということで、作業にも取り組まれてい
ます。週に1回、金曜日の午後からバンド活動をしています
が、それに向けて気持ちを毎日の仕事に持っていってると
いう感じです。バンド活動がすごく好きなので、事業所では
あんまりでかい音で活動できないので、日曜日にスタジオ
を借りて練習しています。スタジオまでは自分で電車に乗っ
て来られていますが、その好きなことがあるから電車にも乗
れるようになり、途中でジュース買ったりとかいろんなことを
するんですけど、まあそれもいいかなと思って、いろんなこ
とでこう相乗効果でいい感じです。時々電車を乗り過ごし
てどこかに行ってしまったりして大騒ぎになることもあるの
ですが、そういうことも含め、いろんな社会経験が積めるよ
うになって、いい効果が出てきたかなと捉えております。 

宮本　ありがとうございます。愛媛県でも、事業所の中で
一日中、アートを中心に活動している事業所っていうの
は、本当に少ないんですよね。日中はそういう風に作業を
したり、いろんなお仕事をしてっていう方がほとんどです。
　今年特別支援学校を卒業する方の数名の保護者の方
から「もうアート展とかには作品を出せないよ」「A型の事
業所に行くようになるから、絵とかは描けない」という風に
言われたんですよね。でも、できることをアートサポートセン
ターとしてお手伝いしなきゃいけないと思うし、その芸術活
動がどれだけその人たちの糧になっていて、その人の生き
る力になっていくかっていうふうなことを大事に捉えて、引
き続き関わっていきたいなと思っています。とっても参考に
なりました。ありがとうございます。

平谷　髙橋さんが挙げていただいた昨年度の事例もそう
だったんですが、髙橋さんの関わってる方はとても楽しそ
うで、 すごくその雰囲気がお話の中から伝わってくるなと
思いました。 
　なかなかないとは思うんですけども、たとえばその音楽
をしていくことによってこう何かネガティブな影響みたいな
のはあったりするんですか？髙橋さんは恐らく、一見ネガ
ティブな変化自体もプラスに捉えて関わられていると思う
んですけども。生活の中で起こるネガティブな影響という

か、そういったことがあったりするのかなと思って。

髙橋　そうですね。音楽＝ネガティブいうのがちょっと想像
できないんです。私は何事もすごくプラスに考えるようにし
ていて。

平谷　たとえば、打楽器では『叩く』という動きをするので、
その叩くという動きが楽しくなって、たとえばその対象が人
に向いてしまったりとか、そんなことないですよね。

髙橋　あります。乗りすぎて隣の人に当たったりとかね、
やっぱりあるんですよ。そういうことはあるんですけど、「叩
くのは楽器にしようね」といつも声掛けをしています。やっ
ぱり、始めたばかりの人って、わーっと乗ってきた気持ちを
うまく表現できなくて、隣の人をごちんとやってしまったりと
か、そういうことはやっぱりあるんです。
　そういう時は、叩くのは楽器にしようとお伝えして、叩い
てしまった後はみんなで謝ろうとかいうことで謝ったりと
か。それは、普段の生活の中でも、仕事の中でもやっぱり
起こることなので。そういう場面があった場合は、すぐにご
めんなさいということで、あの音楽をぴたっと止めて謝っ
て、で、また場面転換してまたやっていこうっていうことで。
そういったことを繰り返していくと、だんだんうまく関われる
ようになったりしてくる。そういった方もいますので、また来
年度の事例でご紹介できればと思っています。

平谷　髙橋さんの運営している事業所であれば、そういう
変化もプラスに捉えて関わっていってそうだなと思ったの
で、ちょっと聞かせてもらいました。ありがとうございました。

—この方は、このバンド活動を通して、誰かと関わるよう

に変化はしたのですか？

髙橋　もともと一方的に話をするのは好きな方で、恐らく
本人は関わってるつもりだったと思うんですけど、関われ
てなかったんですよ。一緒に活動をしているなかで、自分
以外の誰かと共通の話題を持てるようになったので、共通
の話題を通してコミュニケーションが取れるようになってき
ました。これまでは過去の話を現在のことであるかのよう
にお話されていて、周りの方も困惑する場面が多かったの
ですが、現在はまさに今生きてるこの世界の中での出来
事について話ができるようになったので、自分以外の誰か
と関わる場面は大幅に増えました。

—音楽という共通のコミュニケーションツールを得たって

いうことですかね。私たちが運営している事業所でも、たと

えば、独語のある方がいらっしゃるんですが、最初はその独

語が雑音に聞こえたり、周りの利用者さんからすると「うる

さいな」とか、作業に集中できないなっていう音に聞こえて

いたのが、徐々に雑音ではなくて、その声が聞こえなくなる

と寂しいなみたいな雰囲気になったり、その声がアートに

変わったりそういった仕組みを作るのが、僕はアートの力で

はないかと思ったりしています。一言で問題行動と言ってし

まえばそうなのかもしれないですけど、その問題行動すらも

アートにできるみたいなところが、障害者芸術文化のすご

い面白いところだなと思っています。

　私たちの運営する事業所に通われている利用者さんの

その独語は、延々アニメのアフレコをしてるんですけれど

も、そのアフレコがみんなを“くすっ”と笑わす瞬間があった

りするんです。それによってみんなが和む雰囲気ができたり

して、僕はなんか助けられてるなって思うところがあって。

　毎回思いますが、髙橋さんのお話って、本当に楽しいな

と思います。今年度も髙橋さんの口から、生の『ロッケン

ロール』という言葉も聞かせていただけて本当に嬉しく思っ

ております。僕はロックってかっこいいなとか、なんかそうい

うイメージがあって、 それに対してやっぱり純粋に利用者さ

んに対してもかっこいいねとか、素敵だねっていう言葉をか

ける大切さっていうのを教えてもらったなと思っております。 

土谷　髙橋さんの事例はなんかドキュメンタリー映画み
たいな感じで素敵な事例だなと思います。中間支援者で
ありながら、髙橋さん自身も表現者で、直接ロックを通じた
場を作ってるっていうのは、すごくいいなと思いました。
　宮本さんからも別の事業所に行くときにアート活動が続
かなくなってしまうっていうお話があったと思いますが、髙
橋さんの事業所に通われている方が、他の事業所に移動
されたり、バンドのメンバーが変わったりすることがあるの
か、ちょっとその辺のことをお伺いできるといいなと思いま
した。

髙橋　私たちの事業所から他に行く人はあまりいません。
ずっといてくれるので嬉しいなと思っているんです。
　実は、日曜日のバンドの話をさきほど少しさせてもらった
んですけれど、その日曜日のバンドは、私たちの事業所に
通われている方以外の人も来れるようにと、市民サークル
みたいな形で活動しています。ですので、いろんな事業所
の方でロック好き、音楽好きの方が来てくれてるんです。事
業所は始まってから10年ぐらい経つのですが、バンド活動
は始めてからもう20年くらい経っています。活動を続けてい
く中で法人格を取ったら事業所を持つことができるってい
うことを、神奈川県のサルサガムテープのかしわさんとい
う方からお聞きして、事業所をスタートしました。
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　しかし、事業所だけに限定したら活動が続かない。事業
所でそれぞれ特色を持って活動するというのは、すごく素晴
らしいことなんですけど、やっぱりこのその枠を超えて継続
することができたらいいなと思って、市民サークルと言う形
でも私の方は活動させていただいております。
　全部で20人ぐらいのバンドなんですけど、その中でも
時々、音楽がちょっと合わないとか様々な理由で抜ける人
もいます。市民サークルなのでバンドメンバーへの出入りも
比較的ゆるく、自由に出入りができるようにしています。そう
いったある意味での緩さが、アートの継続のために必要な
ことなのかなって思ってやっております。

土谷　やっぱり事業としてやる時には、アートが持っている
コミュニティーの緩やかな繋がりという部分はなかなか担
保できないという課題があると思うんですよね。それで、そ
ういう中でやる活動って本当の本当にアートなのかってい
う、ロックしてんのかっていう部分もあると思うんです。髙橋
さんが今伝えてくださった市民サークルとしての日曜日の
活動は、やっぱりその気持ちの部分を担保する上で、非常
に重要な活動なんだろうなっていうのがすごく理解できまし
た。ちなみに、どれくらいの頻度でコンサートをやってるんで
すか？

髙橋　コンサートはですね、基本呼ばれる機会があったらっ
ていうことで活動しているのと、年に1回ホールを借りて大き
なコンサートを神奈川県のサルサガムテープをゲストに迎え
て開催しています。香川県内にもたくさん仲間がいるので、そ
の仲間のバンドを招いてコンサートを開いています。

土谷　やっぱり他の地域にもそういった仲間がいるってい
うことも、励みになるって感じますか。

髙橋　そうですね。香川県だけでなく、徳島県のバンドも出
てくれてたりもしています。皆様がよかったら、うちの県のこ
のバンドもかっこいいよとかっていう情報をまた寄せていた
だいたら、コンサートに足を運びますので、またいろんな情
報を教えていただけたらと思います。

土谷　ぜひぜひ。ありがとうございます。

島根県の事例

—では最後になります。アートベースしまねいろの渉さん

の事例に移ります。渉さんよろしくお願いいたします。

渉　Cさんは18歳の方で、放課後等デイサービスを利用さ
れています。小さい頃から絵を書くことが得意で、放課後等
デイサービスを利用し始めた頃から、職員さんに描き溜め
た作品を見せたりしていたようです。放課後等デイサービス
の職員さんから、しまねいろに相談がありまして、Cさんが
学校を卒業するにあたっての進路について、絵を描く仕事
にも就きたいという気持ちも強いということで、一度Cさん
の絵を見たり、話を聞いてもらえないだろうかということで
伺いました。
　その際に、実際に絵を描いて収入を得ることのできる福
祉サービス事業所の情報も調べて、いくつかの事業所につ
いて説明させていただきました。 Cさんが生活してる地域
の周辺にはそのような事業所はないが、100キロぐらい離れ
た島根県東部の松江市や出雲市には、作業として絵を描
を描くことのできる福祉サービス事業所があるということも
説明しました。
　それと同時に、焦る必要はないんじゃなかろうかという
意見交換もさせてもらいました。たくさん描き溜めていた作
品をたくさんの人に見てもらいたいという気持ちもあったの
で、今年度の島根県障がい者アート作品展へ出展してみる
ことはいかがですか、ということを提案しました。
　今年度の作品展には347点の応募があり、Cさんの作品
は最高の金賞を受賞されました。実際の審査員の好評と
して「アイドルたちのキラキラとした笑顔がまぶしい、心はず
む作品。設定は緻密で、架空のアイドル集団「ONE STAR 
CHILD」所属の少年少女がそれぞれユニット、またはソロ
でリリースしたCD がコラージュされている。絵も上手いが、
ジャケットデザインや世界観の構築にもセンスが光る。」とい
う評価を受けました。
　この作品がうまれた背景には、不登校であった時に、

『モーニング娘』の楽曲を久しぶりに聞いたところ、深い
歌詞の内容や、メンバーの加入から卒業まで、その歴史の
変遷などに非常に衝撃を受けて心を振わせたということが
あったようです。そして、Cさんが表現できる絵の中で、育成
して活躍できる架空のアイドル集団「ONE STAR CHILD」
を誕生させていきます。その表現力、その感性が今回の応
募作品の中でも一際目立って、見る人にとってはアート性
を感じる作品となりました。
　取り組み内容ですが、島根県障がい者アート作品展の
事業では、島根県立美術館での展示、その後、しまねいろ
のホームページ上で、受賞作品をweb掲載したり、Cさんが
お住まいの島根県西部地区の島根県芸術文化センターグ
ラントワ巡回展を開催するなど、3～4か月かけてずっと展示
されていきます。今回は巡回展用のチラシやポスターのメイ
ン画像としても使用しましたし、巡回展の会期中には、地元
ケーブルテレビの取材や新聞社による本人取材もあったり

ていたサービス管理責任者の方は女性なんですが、 その
方が今回はキーマンだったのかなと思っています。Cさん
がたくさん描いてくる絵をしっかり受け止めて、きちんとC
さんに対して向き合っていたというのがずっと根底にあっ
て、そのうえでCさんの作品をもっとたくさんの人に見せた
いという想いもきちんと受け止めて、じゃあ、支援センター
であるしまねいろに相談しようという風に行動を起こしてく
れたことが大きかったと思います。

—支援センターと繋がってからも渉さんが間に入って、

展覧会に出展するまでの経過にも支援センターとして携

わったってことですかね。

渉　そうですね。初めて訪問した時、たくさんの絵を私にも
見せてくれました。その絵を見て、まずはそのしまねいろと
しても、公式Instagramで発信してみましょうかと提案をし
たら、Cさんも非常に喜んでくれました。その後、アート展に
も応募されてもいいじゃないですか？と投げかけたら、放
課後等デイサービスの職員さんが応募の手続きや出展作
業についても支援してくれたようです。

—島根県に支援センターがなかったらCさんの作品は世

に出なかったかもしれないし、サービス管理責任者の方が

電話して相談してみようとも思わなかったかもしれないです

よね。特に支援センター未設置の県の関係者の方には、こ

ういう事例があるんだよ、ということをぜひ知っていただきた

いなと思いました。

宮本　今年度の愛媛県のアート展には350点ぐらいの出
展があったのですが、実はその中で特選に選ばれた方
も、初めてアート展に出展した方でした。特別支援学校を
卒業したあとに企業に就職されている方で、普段は清掃
のお仕事をされているのですが、絵はやっぱり好きだった
んですね。
　好きな絵を発表する機会を全然持っていなくて、たまた
まアート展の協賛企業になっている会社が、特例子会社
の従業員に作品を出品してみないかとみんなに言ってく
れたのです。その中の一人が特選に選ばれた彼だったの
です。ほんとにもうその方もびっくりですけど、会社もびっく
りで。それからどんどん広がっていったんです。今、特選の
絵を大きく印刷した膜アート作品がセンターの外に飾って
あるのですが、そういう風な協力会社が出てきたり、今度、
協賛企業になっている会社が自分たち独自で障害者アー
トのコンテストをして、再生紙で障害者アートカレンダーを
作るという話になってきたりどんどん広がっていった事例
があります。

と、作品や私たちの活動について県民の方々に広く知って
いただく機会となりました。その過程の中で、ご本人にとっ
てもますます絵を描きたい気持ちが強くなっていきました。
　今回の出来事を通して、放課後等デイサービスの職員
の方々にも、変化をもたらしました。通常、利用者の進路
は、学校と保護者の方が関わることで、放課後等デイサー
ビスの職員さんは進路のことは特に触れないという形で
ずっときたんですけども、ひとりひとりの個性に合う地域
や、インフォーマルなサービスとの繋がりを築いていくことも
大切ではないかということに気づきました。
　今回、思い切ってアート作品展に応募したわけですが、
事業所の考えとすれば別にアート展にまで出さなくてもい
いんじゃないか、目の前の福祉サービスに集中すればい
いんじゃないかという空気感だったそうです。ですが、今回
アート作品展に応募したことをきっかけに、しまねいろとも
繋がることもできたし、卒業後もCさんと関わることができ
るようになりました。
　Cさんは卒業後も地域の福祉サービス事業所で働くこ
とを基本としながら、好きな絵を描くことの両立を図りたい
という思いです。そして、いつかその自分のアートの力で地
域の案内板であったり、路線バスのラッピングにも関わっ
て、地域貢献をしてみたいという想いを語っておられまし
た。 引き続きCさんの成長を見守っていきたいと考えてい
ます。

—ありがとうございました。お話を聞いていてすごいと

思ったのは、放課後等デイサービスの職員さんたちが最初

は「アート活動なんてしなくていいんじゃないかとか、自分の

ところの福祉サービスだけに集中してた方がいいんじゃな

いか」といった、アート活動に対して比較的ネガティブな考

えだったのが、この方の作品や受賞を契機に変わったとい

うこと、すなわちアート活動が支援のスタイルを変えたとい

うところがすごいなと思いました。

　今年度、パスレルで実施した『アート活動を始めようとす

る事業所のファーストステップに伴走する企画』で事業の

後にアンケートを取ったのですが、たった一度のアーティス

トの方とのセッションであっても、皆さんのアンケートを見る

と利用者さんとのコミュニケーションが支援者間では変わっ

たことがわかったんですね。何が影響したのかわからないで

すが、アート活動によって支援が変わるということがすごい

なと思います。

　渉さん、率直に感じていることをお聞かせ願えたらなと

思いますが、この方の支援を行う放課後等デイサービスの

方々を変えた力はいったい何だったのだと思われますか？

渉　そうですね。放課後等デイサービスでCさんを担当し
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　今お話を聞いていて、支援センターがひとつひとつの事
例を細かく拾い上げていって、アートの好きな人たちに発表
の場とか、創作の場を提供できるようにしていかなきゃいけ
ないなと改めて思いました。

—障害当事者の方が、発表の機会を得て作品展に出展

し受賞することによって、その作品や人にスポットライトが当

たるというのは、すごくいいことだなと思います。たとえば、B

型事業所であればそれを元に商品開発をして、開発した商

品が売れたり。先日のブロック研修会でお話をしていただい

た福岡県のNPO法人まるさんが運営する事業所もそうなん

ですが、アートで生計を立てている事業所とかもたくさんあ

ると思います。これはケースによって変わってくると思います

が、たとえば、障害をお持ちのご本人はただ絵を描くことが

好きだったとか、その世界に没頭してただけなのに、そこに売

れる作品とか、この人の作品は価値があるとかっていう世界

に引きずりこまれているような感じがして。売れる作品を作ら

ないといけないとかっていう、比較する世界に引きずり込ま

れるみたいなのって、しんどい世界に誘ってるのは僕らじゃな

いのかなと思ったりもします。自問自答していますが、なかな

か答えは出ません。僕自身は答えが出ていないんですけど、

皆さんそれに対して何かご意見はありませんか。

渉　私も引き続き、Cさんは一年に一度とか状況を追って
いこうと思うんですけど、Cさんに限らず、こういう風にスポッ
トライトが当たって周辺の関係者が反応されて、じゃあ二
次利用製品を作ろうとか色 と々発想が浮かんでいくわけで
すが、個人的にはご本人さんの思いとか考えを大事にした
いなと思っています。
　たとえば、二次利用製品を作ろうという企画を本人に説
明した時に、本人がやってみたいと言えばやる、やりたくな
いと言えばやらないという風に、あくまでも本人の気持ちを
中心に行くのがいいのかなと思ってます。
　それで仮にそのご本人さんがすごいヒット商品を生んで、
また次の期待される仕事が来て、という風になっていったと
しても、ご本人さんの中で色 と々価値観とか、考え方とか、
葛藤をしながらご本人なりに答えを出していくのかなと。そ
れに対して寄り添いたいなと、そんな風に感じてます。

—僕らが答えを見つけることでもなくて、当事者の方が答

えを見つけるまで渉さんみたいに寄り添っていく、伴走して

いくっていうことが重要なのかなって気付かされました。中

国・四国ブロックでも以前、鳥取県の支援センターのビアン

カさんがお話してくれたように、アートで生計を立てていこう

と考えたら逆にしんどいよとか、楽しく描いている時にそれが

仕事になった瞬間にしんどくなるよっていう言葉を契機とし

て僕自身もこのテーマについて色々と考えるようになってきま

した。

　ある意味でしんどい世界を体験することも必要で、そう

いった時に私たちは渉さんのおっしゃるように伴走すること

が重要なんだなって思っています。髙橋さんはいかがです

か？

髙橋　今は音楽が中心ですが、美術や舞台などについて
も今勉強をしているところです。今は支援センターとして発
表の機会を作りたいなということで、来年度はホームページ
を利用して、デジタルの展示空間を構築して発表の機会を
確保していこうと考えています。

—宮本さんいかがでしょうか？

宮本　渉さんが言われたように、その人がどうしたいか、ど
う生きたいかということを大事にしなければいけないと思う
し、それを実現できるように取り組んでいきたいと思ってい
ます。さきほど紹介した特選に選ばれた方も、僕は絵を描く
ことも好きだけれども、Youtubeの中で活躍したいんですと
も言われていて、じゃあ、それのお手伝いは何ができるかな
と、今少しずつ話しているところです。
　アート活動を生業にするっていうのはすごく難しい。でも、
それは障害あるなしに関わらずですよね。画家で生きてい
く、音楽家で生きていく、それで生計を立てるっていうのは
本当に難しいことだと思うので、それは難しい問題だけれど
も、ご本人や、そのご家族の生き方として、どうしていきたい
のかっていうところと向き合って調整しながら進めていかな
きゃいけないなと思っています。

渉　実は、今回事例をまとめるにあたって、Cさんとサービ
ス管理責任者の方にお会いして改めて取材をさせていた
だきました。その中で今回僕が一番びっくりしたのが、Cさん
から自分の絵を書くことを通して地域貢献をしたいと発言さ
れたことなんです。この取材に行かなければ本人から聞け
なかった言葉なので、行って取材して改めて聞けることもあ
るんだなと思って。

—僕も18歳の時にはそんな地域貢献なんてことは全く

思っていなかったです。なので、本当に素晴らしいなと思って

ます。ありがとうございました。
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鳥取県
あいサポート・アートセンター

　Dさんは細さの異なる3本の黒いペンを
使い、主に動物や植物などの生き物をモ
チーフとした絵画作品を制作している、知的
障がいがある15歳の男性です。
　保育園の頃から絵を描くことが大好き
で、小学一年生から絵画教室へ通うように
なりました。中学に上がる時期に半年ほど
絵が描けない時期もありましたが、先生や
母親の励ましを受けるなかで「ペン画」とい
う方法にたどりつき、スランプを抜け出した
そうです。
　今でもDさんはご飯を食べる時間や眠る
時間を除く一日のほどんど絵を描いて過ご
していて、「僕には絵しかない。この生活を
ずっと続けていくために画家になりたい。誰
かに喜んでもらえるような作品をつくってい
きたい」とまで語ります。
　Dさんは公募展にも積極的に応募してい
て、将来の個展開催はもちろん、ライブパ
フォーマンスに取り組んでみたいと思って
いるなど、自分自身の活動を知ってもらうこ
とにとても意欲的です。
　活動費の工面は大きな課題ですが、絵を
描くことやそれに関する出来事が創作意欲
をさらに高めることにつながり、日々の楽し
さや生きがいにつながっています。

D
さ
ん

広島県
広島県アートサポートセンター

　art201（アートハツカイチ）は、障がいの
ある方の家族やサポーターの「障がいの有
無に関わらず、地域でアート活動に取り組
んでいる仲間との交流の場があったらいい
な」という願いから、2022年4月から始まっ
た任意団体です。
　活動は展覧会やサロンの開催の２本柱
になっており、展覧会では主に県内の廿日
市市在住のアーティストや、会員として所属
しているアーティストの作品を展示。持ち運
び可能な展示台を制作し、「おりたたみ美術
館」と題して郵便局や県内のイベントの際に
作品展示を行い、生活の中にアートがある
ことの魅力を発信しています。
　また、サロンは月に１回、午前と午後に分
かれて行なっています。午前、午後のどちら
かに参加される方もいれば、一日を通して
参加される方など参加する形態は参加者に
よって異なります。
　表現する場や発表の場は、年齢や障がい
の有無に関係なく、居心地の良い空間をつ
くるのに適していると感じています。art201
の参加者の皆さんにとって、楽しみな存在で
あったり、大切な居場所になっていることを
感じ、このような場が各地域にできると良い
なと思っています。

ア
ー
ト
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イ
チ

高知県
藁工ミュージアム 分室

　聴覚に障害のあるFさんは、友人に誘わ
れ市民参加型演劇公演に出演することにな
り、藁工ミュージアム分室ではFさんの公演
参加サポートを行うことになりました。
　同室では、聴覚や視覚などに障害がある
方が舞台芸術を楽しむための字幕や音声
ガイドといった「鑑賞支援サービス」を体験
し学ぶ研修プログラムを11月に実施。その
イベントに、Fさんが知人の聴覚に障害のあ
るGさんに声をかけ参加したところ、Gさん
は演劇公演を字幕で鑑賞する体験がとても
楽しかったようで、Fさんが出演する演劇公
演を観に行きたいと手話通訳士のHさんに
話します。それを聞いたHさんは公演を主催
する公共ホールに連絡。連絡を受けたホー
ル職員のIさんは、同室に字幕提供について
問い合わせ、県内の公共ホール主催事業で
は初めて字幕が表示されるタブレット貸出
による鑑賞サービス付き演劇公演を行いま
した。
　公演演出家は字幕タブレットに可能性を
大きく感じ、字幕タブレット貸出付きの県内
ツアー企画を考え、同公演に出演した演劇
関係者は聾文化を主体とした作品作りに取
り組もうとしています。また、この公演を鑑賞
した別の公共ホール職員の中には、来年度
公演での鑑賞サービス提供を検討する方も
出てきており、障害のある方が舞台芸術に
参加する土壌づくりは着実に広がりを見せ
ています。

徳島県
徳島県障がい者
芸術・文化活動支援センター

　ダウン症のEさんは、幼い頃から文字に
強い関心を持ち、よく漢字を書いていたそ
う。通所施設では「さをり織り」の作品を制作
していましたが、ある時絵画教室の先生か
らフェルトペンを使った作品制作を勧めら
れ取り組んだところ、はじめての作品が第１
回「障がい者アーティストの卵」発掘展にお
いて金賞を受賞。
　このことがきっかけになり、作品づくりにさ
らに熱心に取り組むようになり、さまざまな
公募展で賞を受賞するようになりました。
　センターが企画する「障がい者アート」を
紹介する展覧会などにも足を運び刺激を受
けているようで、表現材料にもこだわりを持
つようになっています。
　また、センターが運営しているギャラリー
で個展を開催した際には、小さい頃からEさ
んのことを知っているご近所の皆さんがた
くさん観覧に。自宅近くの喫茶店の方から
はお店での展示の依頼もあり、多くの人た
ちに見ていただけるとともに作品販売にも
結びつくようになり、売上金で材料を購入す
ることができるようになっています。
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鳥取県の事例

—この事例検討は、昨年度に引き続き今年度も事例を

収集することを目的に実施しております。事例を収集するこ

とだけが目的ではなくて、提示していただいた事例を通して

皆さんと本事業についての活発な意見交換の場になればと

思っております。

　まずは、鳥取県のあいサポート・アートセンター、吉川さん

の方から発表していただきたいと思います。吉川さん、よろし

くお願いいたします。

吉川　よろしくお願いします。鳥取県のあいサポート・アート
センターからは、 知的障がいがあるDさんの事例を紹介さ
せていただきます。 Dさんは、細さの異なる黒いペンを使い
分けながら、線画の作品を創作している15歳の男性です。
　Dさんとの出会いは、初めにDさんのお母様から、個展が
できる会場を探しているとのご相談の電話を受けたことで
す。それがきっかけで何度かやりとりが続いて、実際にご自
宅へ訪問して、お会いすることになりました。Dさんのお母
様にも知的障がいがあり、息子さんであるDさんのアート活
動をどのように支えていらっしゃるのか気になったこともあ
り、今回事例として挙げさせていただきました。
　Dさんにとって難しいとされている対人の場面ですとか、
書類の準備などは、現在全てお母様がサポートされていて
います。お母様がDさんのやりたいことを一番に応援してい
るということが、Dさんが安心して絵の制作に取り組むこと
ができる環境に繋がっているな、と感じる現状でした。Dさ
んのお母様もDさんがやりたいと思われることを思いっきり
させてあげたいっていう気持ちが強くて、Dさんご本人の口
から絵をもっと勉強したいとか、画家になりたいという言葉
を聞いて、そのためにどうしたらいいのか、というのを懸命
に調べたり、考えたりしておられました。
　また、日々全国の公募展や展覧会の情報や作品の創
作や発信につながる情報の収集に積極的に取り組んで
いて、月に2回大阪まで絵画教室に通われているそうなん
です。大阪には先生との会話や指導中にDさんが理解に
困った時などにはすぐにフォローができるように、いつも付
き添われているということなのですが、一方でお母さんは
今後どこまでDさんのことをサポートをしてあげられるのか
不安や心配も抱えておられました。
　お母様は車の運転が難しく、 作品展の搬入などは70代
のお祖母様に手伝ってもらっているようです。お母様は現
在B型事業所でお仕事をされているんですけれども、B型
事業所の工賃のみでは収入が十分ではないため、Dさん
のアート活動はB型事業所の収入と今まで蓄えられてきた

貯金を崩しながら、なんとかやっているそうです。

　ここまでの内容で、私の感想を述べさせていただきます。
今はお母さんと二人三脚で夢に向かって歩まれているん
ですが、今後Dさんが自分で超えていかなければいけない
課題や困難があるのかなと思います。ただ、その課題です
とか困難というのもまた人それぞれだと思いますし、自分で
超えるべき範囲っていうのは、どのように決まるのだろうか
とか、それをどうやって確かめていったらいいのだろうかと
思います。
　また、今後お母様によるサポートが難しくなってしまった
時に、どのような手段で誰から協力を得ることができるのか
ということも、もしも方法があるのであれば知っておきたい
なと思いました。

　ここからはDさんについて詳しくご紹介していきたいと思
います。まず、Dさんの生活の様子や障がいについてです
が、Dさんは思っていることがうまく言えなかったり、相手の
言っていることが理解できなかったりすることがあります。
また、聞こえてくる音の中に嫌だなと感じる音があって、学
校生活では、それがひとつの大きな原因となって小学校の
2年生の頃から学校へ向かうことが難しくなってしまいまし
た。 現在中学3年生で今年の春には卒業されるんですけ
れども、卒業後、高校への進学はされません。15歳から就
労支援が可能な事業所があると聞き、 現在、児童福祉相
談所へ相談して、お仕事を探してもらっているところだとお
母様からお聞きしました。 
　アート活動については、Dさんは保育園に入った頃から、
お絵描き帳を1週間に1回のペースで買い替えなければな
らないほどに、毎日絵を描いて過ごしていたそうです。 絵を
描くことが一番楽しく、大好きだと話されていて、 現在でも
毎日ご飯を食べる時間とか、眠る時間を除いて、一日中絵
を描いて過ごされています。この生活をこれからもずっと続
けていきたい、僕には絵しかないという思いが強くあって、
将来、画家になりたいという気持ちを抱かれるようになりま
した。自分の頭の中にあるイメージをどんどん発展させて、
作品にしていきたいという思いを持たれていて、楽しみなが
ら取り組んでいるそうです。
　ですが、毎年学年の切り替わりの時期になると気持ちが
落ち込んでしまうそうで、その間は制作活動もスランプに
陥ってしまい、小学校から中学校に進学する時は、約半年
間も絵を描くことができなかったそうです。そこから当時の
絵画教室の先生やお母様から励ましの言葉をもらいながら

「ペン画」という手法にご自分でたどり着き、長いスランプ
を抜け出すことができたと話しておられました。誰かから具
体的にこうした方がいいんじゃないかとドバイスもらったわ

けではなく、色を使わずに、黒のペンで表現するっていうの
をご自身で決めて実行されたということです。
　作品は主に動物とか植物などの生き物をモチーフにして
描かれています。幼少期の頃から植物が好きで、よく描いて
いたとおっしゃっていました。大きな目標は、海外で個展を
開くことだと言っていて、そのためにもまずは自分のことを
知ってもらうために、公募展での入賞を目指して取り組ん
でいるそうです。将来は、誰かに喜んでもらえるような作品
が作りたいと話していらっしゃいました。 

　最後にまとめをさせていただきます。Dさんとお母様から
直接お話を伺い、絵を描くことやそれに関する出来事がD
さんの創作意欲をさらに育まれていて、日々の楽しさである
とか、生き甲斐になっているなと感じました。また、Dさんが
今できないことをできることに変える手段になっているのか
もしれないなとも思いました。個展などに挑戦していく活動
を重ねるごとに、画家になりたい、画家になるために頑張る
という意識も高くなっているそうです。アート活動を通して新
しい出会いや繋がりも増えて、自分で切り開いていくための
方法や引き出しもたくさん作っていって、その中で人生の
選択肢が広がっていくことを願いたいと思っています。
　長くなりましたが、以上で鳥取県の事例発表を終わらせ
ていただきます。

—ありがとうございました。Dさんのお母様はB型事業所

に通っているとのことだったので、障害福祉サービスの支援

者はついてらっしゃるんですよね。Dさんにも今後、就労継

続支援B型事業所に行くのかわからないですけれども、将来

的には支援者がつくかもしれない。

　今後については、お母様だけではなくて、周りの支援者も

一緒に考えてくれるような支援体制が敷かれる可能性はあ

るっていうことですね。障害福祉において、親亡き後の問題

でどの親御さんも心配されていて、Dさんのお母様とあいサ

ポート・アートセンターの吉川さんやビアンカさんだけが関わ

るのではなくて、その他の支援者を巻き込んでいくっていうこ

とも大切なことなのかなと思ってお聞きしていました。

保田　まだ15歳ということで、彼の経験値もこれから積み
重ねていかれるんだろうなと思うので、今はアートしかな
いって本人は思われてるかもしれないんですけど、今後い
ろんな人との出会いだったり、サポートを受けながら生活
の幅が広がっていくといいなって思ってます。だから、彼を
中心にいろんな人に関わってもらって、アートだけじゃなく
て、生活の支援であったりが加わってもっと彼にとって手
厚い環境が整っていくことで、表現活動も広がっていくん
じゃないかなと聞きながら考えていました。

現場を
巡る
対談
聞き手
岡村忠弘

（中国・四国アール・ブリュットサポートセンターパスレル）
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—ありがとうございます。保田さんの感想を伺って僕も

思ったんですが、今描くことがすごく楽しくて、描くことに熱

中してるYさんですが、とてもいいことだと思うんですよね。

ただ、これから社会に出ていったら、さきほど保田さんが言っ

たように、描くことだけでは難しくて、就労も含めた生活のこ

とについても考えていかなければいけなくて、しんどくなる時

期もくると思うんですよね。絵を描くことよりも生活の方が大

切、就労が大切みたいな流れになって、描くことをやめてし

まったりだとか、そういうことは防ぎたいなと思うんですよね。

　本人はアート活動を続けたいと思ってるんだけど、社会に

出た後にアート活動をやめてしまった事例などの経験があり

ますか？

松本　絵を描くのをやめてしまう方っていうのは、何人も
知っています。私が知っている事例は、本人の描くことへの
興味が少なくなっていって、ぱったりやめたみたいなことが
多いです。障害の特性もあって本当に寝る間を惜しんで描
いていたのに、いきなり翌日から全然違うことをし始めるっ
ていう方もいると思うんですよ。だから、その本人の興味が
どこに行くのかっていうのは、やっぱり支援者である私たち
が誘導できるものでもないとは思うんです。　　
　一方で、誘導されやすい方もいらっしゃって、たとえばこ
れは海外の事例なんですけど、アート作品が評価されて作
品が結構高額で取引されるようになってきて、それによって
たくさんお金を得てしまったので、お金への意識が強くなっ
てしまって、売れるものを本人は描こうという方向になって
いくんだけど、売れるものを描こうとすればするほど売れなく
なっていってしまって、結局生活が破綻してしまうケースが
あったようです。
　障害をお持ちの方の「アーティストになりたい」という気
持ちに対して、私たちがアーティストを作るみたいなのって、
ちょっと危険なことだなと思います。一般社会の中でもアー
ティストになれる人なんて本当に一握りで、障害のある方だ
からこそアーティストになりやすいみたいなのもすごくおかし
な話で。障害のある方の作品っていうのは面白くて、すごく
注目されてるとは思うんですけど。だからこそ私たちは気を
付けて、丁寧にというか慎重にやっていかなきゃいけない
んじゃないかなって、日々思いますね。 

—本当にその通りだなと思ってお聞きしました。Dさんに

とっても今は絵なのかもしれないですけど、いろんな人と出

会ったりとか、いろんな経験していったら、それ以外に楽しい

ことに出会うかもしれないですね。それをこちらが操作するっ

ていうのは、本当に危険だなと思いました。

松本　お母さんとおばあさんとでDさんをサポートしようと

してると思うんですが、本人があんまり描きたくなくなってき
たのに絵を描かせようとするみたいな状態になった時は、
本当に気を付けて見てあげなきゃいけないとは思います
ね。実際にそういう保護者の方を知っているので。本人はそ
んなにもう描くのは好きではないけど作品を描けば割とい
いものができて展示もされる。そして展示されることを保護
者の方のほうが喜ぶというか。本人があんまりそんなに楽し
くなさそうなので、親御さんに対して「ご本人が今したいこと
はなんでしょうね？」っていう風には伝えたりしてるんですけ
どね。お聞きしていて、そんなことを思いました。

—展覧会をしたいとか展示をしたいって言ってるんですけ

れども、ご本人は自分の作品が展示をされることを純粋に望

んでいるのか、それともお母さんがそれを見て喜ぶことが好

きで、一生懸命になってくれているお母さんに応えたいとか、

吉川さんから見てどのような印象ですか？

吉川　私から見ての感想なんですけれども、今はご本人様
がやりたくて取り組まれてるっていう印象です。ただ、私はま
だ数回しかお会いしたことがないので、知らない部分がま
だたくさんあると思うんですけれども、小学校の頃に通われ
ていた絵画教室の先生からお話を聞いた時には、お母さ
んの方を見ながら絵を描くことがあったよというお話を聞い
たこともあったので、ご本人の意思なのか、お母さんのこと
を想って描かれているのかちょっと分からないなというのは
感じております。

—自分に置き換えてみてもそういう時はありますよね。西木

さん、これまでの体験とかを含めて何かお話を伺えますか？

西木　そうですね、やっぱりご本人が絵を描いたりすること
で、日常というか生活が豊かになるというか、楽しく過ごせ
るっていうのが、私は一番いいように思うんですね。作品が
販売されたりして、収入に繋がっていく、それもいいことだと
は思うんですけども、まずは本人が落ち着いた生活を送れ
るっていうことが最も必要なのかなっていう風に思っていま
す。徳島県でも公募展をやってるんですけど、特別支援学
校を卒業してしまうと、出品がなくなるという方がたくさんお
られます。学校を卒業してB型事業所とか生活介護の事業
所への通所が始まると、アート活動をフォローをしてくれる人
がいなくなって、本人も描くことを忘れてしまうというか、表
現することから遠ざかっていくといいますか。
　そして、担当の先生に聞いても、その後どんな風に生活を
してるのか全然わからない。障害福祉サービスの事業所に
は特別支援学校のようにアート活動をフォローしてくれる人
もおらず、たとえばB型事業所では工賃をもらうために一生

懸命作業をしていると、制作にかける時間がやはりなかな
か取りにくいという実情もあるかと思います。支援センターと
してもそういった方のサポートができるといいんですけども、 
なかなか全てをフォローできないっていうのが現状です。
　後でまた事例として報告させていただくんですけども、や
はり保護者の方とか、それから支援に入ってくださる方のサ
ポートがどうしても必要なケースが多くなってきます。もちろ
ん、そういったサポートがない方で、お亡くなりになるまで制
作を続けられてたいう方も知ってます。けれども、やはりそう
いった方は非常に少ないかなという風には思っています。

—ありがとうございます。西木さんがおっしゃるように、特

別支援学校で制作活動をしていた方が、次に何か新しいこ

とに興味が湧いて制作活動をやめていってしまうってこと

は、仕方のないことなのかなと思うんですけれども、実際やり

たいんだけれど環境が整わないとか、たとえば画材が自分で

買えないから、泣く泣く諦めてしまってるとか、そういった状

況は防がないといけないと僕は思ってお話をお聞きししまし

た。

　そういう事例に対して、広域センターや支援センターとし

て何かしらのお手伝いができないものなのかなと考えていま

す。それこそ、Yさんに関しても経済的な負担に対しては助

成金を活用する事もできますか？

吉川　そうですね。Yさんはまだ応募されたことはないんで
すけれども、来年度もあいサポート・アートセンターの助成
金はある予定なので、そちらのご紹介をさせていただきまし
た。

—そうですよね。助成金で画材を買うなり黒いフェルトペ

ンを買うなりしていただけるといいですね。さきほどの西木さ

んのお話にもありましたが、これまでアート活動に取り組ま

れていた方が、自分で選択してアート活動をやめたのであれ

ばいいんですけど、続けたいのに続けられないっていう状況

があるのであれば、どうやってそれを拾い上げるのかとかいう

ことも継続の議題として考えていけたらなと思いました。

　皆さん他に何かご意見ないでしょうか。

平谷　お母様から最初にご相談があった時に、個展を開く
ことのできる会場を探しているってことだったと思うんです
けども、その個展についてはその後どんな風になったのか
お聞きしたいです。

吉川　そうですね。まず、あいサポート・アートセンターが運
営している「無心」の貸館利用についてのご説明をさせても
らいました。あと、Yさんがお住まいの地域で、アート活動を

行っている他の団体などが個展を開催される時に使って
いるギャラリーがあるので、数件ご紹介させていただきまし
た。最終的にはその中からひとつを選ばれて、3月の末から
個展をやりますというご連絡をいただきました。

平谷　支援センターへの相談から実際に個展の開催にま
で繋がってすごいですね。自分も含めて、どうしても大人や
周りの支援者は、将来やまだ起こっていない未来のことを
予測して考えていくと思うんですけども、今日吉川さんのお
話を聞いてて、純粋に今僕には絵しかないとか、これまでの
絵を描いていた生活を続けていきたいとおっしゃってる気
持ちがあるのであれば、その気持ちに寄り添ってきたいなと
思いました。

土谷　障害の有無に関わらず、共通の問題があるのでは
ないかと思いますね。たとえば、中学校とか高校の部活動
の問題とかでもそうですけど、野球とかサッカーとかあんな
に頑張ってたけど、卒業したら引退みたいな形で。その後
社会人になって、 スポーツなんか一切やんなくなっちゃっ
たりとかするとかっていうことにも似てますよね。
　結局、社会の中でそういう文化的な豊かさを享受する
フィールドがかなり少ないっていうことだと思うので、そう
いった中で支援センターとかが、今後どういう風な活動の
展開をしていくかっていうことを考えるための事例としても、
非常にインパクトのあるものだと思います。Yさんについて
はやっぱりちょっと周囲が期待しすぎるってのは良くないか
なと思うので、期待値を下げてあげるための手法も重要な
のかなと思いました。

広島県の事例

—吉川さん、事例紹介ありがとうございました。続いて、広

島県アートサポートセンター、保田さんの事例紹介をお願い

したいと思います。保田さんよろしくおねがいします。

保田　広島県アートサポートセンターでは、昨年度から
『アートの巣箱』という助成金事業を開始したんですが、
その事業においてサポートをさせていただいた、『アート201

（アートはつかいち）』さんの事例を挙げさせていただきま
した。アート201は、障害のある方の家族さんであったり、サ
ポーターの方が、障害の有無に関わらず、地域でアート活
動に取り組んでいる仲間と交流ができる場所があったらい
いなという想いから、昨年の4月から始まった任意団体で
す。本日はアート201代表の日向さんにも来ていただきまし
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た。 アート201では、表現活動を楽しむサロンであったり、
県内の様々なところに行って作品を展示をしたり、イベント
に参加されたりしています。 
　事例の経過についてですが、基本的には美術表現が多
いんですけど、 そういった表現活動をしたい方たちが障害
の有無に関わらず集まっておられます。アート活動をサポー
トすることを目的に集まった方もおられるので、様々な立場
の方が関わっておられるのがアート201の特徴だと感じて
います。 展覧会やサロンの開催、イベントに参加するとき
は、その都度、日向さんを中心にスタッフの方たちが集まっ
てミーティングや準備を行っておられます。情報の交換に
はグループLINEを使われていて、参加者の方 と々サポー
ターの方 と々で情報共有をして、常に情報が行き届くように
心がけておられます。中には障害の重たい方もおられたり
して、特別なサポートが必要な方が参加される時には、支
援者であったり、保護者の方にも付き添いをお願いをしたり
しています。
　団体が発足した当初は、障害のある方がサポーターさん
に話をするという形式でのやり取りが多かったんですけど、
最近は仲間意識がちょっと強まってきていて、障害のある
人同士でも対話をされる光景が増えてきました。参加者の
中には、自宅では会社で起こった出来事とかは全く話をさ
れないけど、サロンに参加した後はサロンの仲間の名前が
出てきたり、「〇〇くんが来るから今度のサロンは午前中に
行きたいな」などと、仲間意識が本当に強まっていることを
ご家族の方も感じておられると聞いています。また、サポー
ターの中にも、退職後にやることができたと言って活動を手
伝ってくれてる方や、LINEで情報発信をしてくださる方が
現れているのが今の現状です。
　取組の内容としては、サロンが月に1回、午前と午後に分
かれて行っています。午前、午後のどちらかに参加される方
もいるんですが、一日を通して参加される方もおられて、参
加する形態は参加者によって様々です。
　展覧会は主に広島県の廿日市に在住されているアー
ティストの方だったり、会員として所属してくださっている
アーティストの作品を展示しました。その他に持ち運びがで
きる展示台を作成して『折りたたみ美術館』という形で、地
域にある郵便局や広島県内で開催されるイベントに持ち込
んで作品展示を行い、生活の中にアートがある楽しさだっ
たり魅力を発信されています。
　まとめと今後の展望ですが、アート201が行われている
活動は、それぞれの表現や思いを肯定的に受け止めやすく
て、年齢だったり障害の有無に関係なく、居心地の良い空
間をつくるのに適しているなと感じています。 
　アート201は参加者の皆さんにとって、楽しみな存在で
あったり、大切な場所になってることを感じて、いろんな方

が関わって、表現活動ができる場が各地にもっとできると
いいなと感じています。支援センターとしても、地域に必要
な市民団体として活動を継続していただけるよう、支援して
いきたいなと思っています。

日向　アートサポートセンターとして、保田さんにも毎回
サロンやイベントにもご協力をお願いしていて、 本当に助
かっております。市民活動っていうところがちょっと曖昧
だったっていうか、やってみると色々難しいことがあるんだ
なっていうことが分かってきて、障害福祉サービスとの違い
だったり、どこまでやってあげたらいいのとか、すごく日々悩
みながらやっているところです。

—保田さん、日向さん、ありがとうございました。ご紹介い

ただいたアート201が市民団体として始まった経緯を教えて

いただけますか？

保田　発起人は日向さんです。日向さんはもともと福祉施
設のスタッフさんだったんですね。福祉施設を退職された
後、もう少し障害をお持ちの方が社会に出ていくような場所
があった方が、彼らの生活がもっと楽しくなるんじゃないか
なっていう想いがすごくあって、日向さんが声をあげてくだ
さって。

日向　そうですね。新型コロナウィルスの影響によって、福
祉施設はただでさえ閉塞感のある場所なのに、もっと閉塞
感が強まってしまって、この閉塞感をなんとかしたいってい
う風なことは思っていましたね。

—地域で生活する方、どなたでもいいし、創作活動とかし

たい方が自由に来ていいですよっていう場を作ったというこ

とですね。サロンに来られる方の中には、その空間に来られ

るだけで何にもしない方とかも来られますか？

保田　今は来られてないかなー。でも、お喋りしたいだけ
の方とかもいらっしゃいますね。それも私たちは「表現」だと
思っているんですが、サポーターの方でもお喋りを聞くのが
好きですっていう方も来られているんですね。だから、そこ
でうまく成り立ってるんだなって思っています。

—わけへだてがない感じがして素晴らしいなと思います。

吉川さん、いかがですか？

吉川　サポートをされることを目的に参加される方もいるっ
ておっしゃっていたんですけど、サポートっていうのは、美
術表現の制作面のサポートをされる先生がいっぱいいらっ

しゃるのか、もしくは福祉のサポートをされる方なのか、どう
いった方がどういうところからいらっしゃるんですか？

日向　サポーターとして来られている方は美術の方では
ないですね。どちらかというと「何かしたいわ」っていう気に
なってくださったというか、最初は人も足らなかったのでい
ろんな人に手当たり次第に、「手伝って」って言って声をか
けたら来てくださった方なんですけど、「何かすごく居心地
がいい場所だった」っていうような感想を言われて、「だか
ら私、ここにまた来たいわ」っておっしゃってくださる方もお
られます。
　本当は美術の分野の方、たとえば美大生とか学生さん
がもっと来てほしいなっていうのは思うんですけど、なかな
かまだ接点が見つからない。

保田　スタッフの中に一人絵画の先生もおられるので、そ
ういったところで美術表現に特化して取り組みやすかっ
たっていうところもあるんだと思います。

吉川　サポートされる方の中で、いろんな情報を共有もさ
れてるっていう感じなんですかね。

保田　そうですね、グループLINEの中でサロンであった
出来事であったり、個展しますよっていう案内を出す人が
いたり情報交換をしながら楽しくやっています。中には、た
だただLINEのグループの中でお喋りしたい方もおられて、
それも含めてみんなが楽しんでるかなと思ってます。

吉川　グループLINEは、いつでも誰でも参加っていうの
か、友達になれるようにされてるんですか？

保田　そうなんですよね。あの、福祉面から見たらちょっと
心配かなとも思うんですけど、割とラフな感じで皆さん参加
してますね。

—参加された方から居心地がいいっていうコメントをいた

だいていると思うんですけど、その居心地の良さは、環境設

定であったり、人であったりとか。何が一番の要因だと日向さ

んは感じていますか？

日向　なんですかねー。でも一番大事にしてるのはトイレ。
なんかトイレにすごくハードルのあるっていう方が多くいらっ
しゃいますね。

—トイレを綺麗に保つっていうことですか。それともトイレ

の広さとか？

日向　綺麗なトイレがあるところ。最初はちょっと違う場所
でやってたんですけど、和式のトイレだったりして、排泄が
難しいよっていう方もいらっしゃったりしたんですけど、今
は会場を変えて、すごくトイレが綺麗だから気持ちがいいっ
ていうことはあります。すみません、答えになっていないよう
な気がしますが（笑）。

—いやいや、深いのかもしれません。意外な答えが返って

きて驚きました。自分に置き換えたら、確かにトイレが綺麗な

ところに行きたいなって思うし、居心地のいい空間を作るた

めに、おそらく支援センターや福祉事業所を運営されている

ところは皆さん考えられるのかなと思ってて。関わる人が大

切なのかなとなんとなく思ってお聞きしましたが、実はそうじゃ

なくて、一番大切なのはトイレっていうお答えでびっくりしま

した。

日向　いや、それだけゃないかもしれません。でも確かに、
最初は香りとか音とか光とか色々考えていたような気がし
ます。今は少し慣れっこになっちゃって、だんだん見えなく
なってきてるんですけど。広さだったりもある程度ないと難
しいし。

—こういったアート201の活動を保田さんはサポートをし

てるってことですか？

保田　そうですね。助成先だからっていうこともあるんです
が、私もやっぱり表現活動だったりそういう雰囲気が好きな
ので、今はサポートというよりも参加者として関わっていま
す。

—なるほど、わかりました。西木さんこの取り組みに対して

何かご意見やご感想などいかがでしょうか？

西木　話を伺っているとですね、非常にゆったりした感じ
がして、それがとってもいいなって思いました。どうしてもう
ちなんかも企画をすると、講師の先生がいてスケジュール
が決まっていて、最後に講評会をしたりそれに囚われてしま
うというか。そんな感じじゃなくて、とってもゆったりした感じ
が居心地の良さというかそういったところに繋がっている
のかなと思いました。 
　結局、人が集まらないといくらいい企画を立てても何にも
ならないですよね。参加してくださった方が居心地のいい
時間を過ごせたということが、やっぱり一番の成功なんじゃ
ないかなっていう風に、今お話を伺ってて本当にそう思いま
した。 ちょっと羨ましいなと。うちもなんとか真似ができない
かなという風な感想を持ちました。

62 63



—徳島県でもこういったゆるーい企画はできそうですか？

西木　そうですね。なんかちょっとまた考えてみたいなって
思います。

—是非そのゆるい企画の時にはパスレルにもお声がけく

ださい（笑）。松本さんいかがでしょうか？

松本　すごく居心地がいい場所になってるっていうのは
いいなっていうのと、やっぱり表現活動ができるだけじゃな
くて、そこに行けば誰かいるとか、居場所がもうひとつ増え
るっていうか、行ける場所の選択肢が増えるってとても大
切だと思うので、この取組みがそのひとつになっているんだ
ろうなと思って、すごくいいなと思いました。
　岐阜県の支援センターさんが『オープンアトリエ』ってい
うのをやってると思うんですけど、高知県でも来年度そうい
う取り組みができたらいいなって思っていて。施設での表
現活動って、表現活動をされている施設によるとは思うん
ですけど、やっぱりあまり絵の具とかでぐちゃぐちゃになれる
みたいなのはないかなって思うんですよね。でも、たとえば、
子供さんとかもやっぱり手とか、足とかでベタベタと触った
りすることが好きな人もいるし、その感触だったりとかが結
構気持ちいいなって自分でも思ったりするので、あとで綺麗
にしなきゃとかあんまり気にせずに好きに表現ができるみ
たいな場所ができたらいいかなと思っていて。アート201さ
んでも、表現活動をされる方がいらっしゃると思うんですけ
ど、それは皆さんが画材を持ってきてされているんですか？
それとも、少しは画材が用意してあるのか、そのあたりはい
かがですか？
　あと、毎月開催されるサロンは予約制だとは思うんです
けど、たとえば、道具とか画材とかを準備したりするのにお
金がかかってくると思うので、参加者から少しでもお金を集
めたり、全く別の助成金とかを取ってきて参加者の方は無
料で楽しめるみたいにしてるのか、その辺りを具体的に教え
ていただけると、今後の参考にさせていただけそうかなと思
います。

日向　まさに今、悩んでいるところなんです。実は画材は置
いて帰れないので、いつも持って帰ってはまた持ち込んで
るっていう形で。
　テーマは毎月一応決めています。サロンに来たらこういう
ものが創作表現としてできるよみたいなテーマを掲げてお
知らせはしてるんです。それで、ある程度スタッフの側で人
数分の準備をして持ち込むんですね。ブルーシートとかを
敷いたりして汚してもいいようにしたり工夫もしているんで
すが、やはりお金っていう部分が課題にはなってきいます。

　助成金でまかなえているところもあるんですけど、やはり
至らないところもあるというか。むしろそれより、会員になっ
てもらうっていう事について周知を始めてるというか、会費
を払って会員になった方が参加できる場にしていきたいな
とはちょっと思っています。会費で成り立っていることをきち
んとお伝えしてから、参加していただけるようにしていきた
いっていう風には考えているところですね。

松本　はい。なんかすごくよくわかります、ありがとうござい
ます。ちょっと個別に相談させてください。

—土谷さん、何かご意見ないですか。

土谷　すごくいいなと思いました。事業所とか支援学校と
か、一定のフレームを外れた時の居場所作りっていうこと
に、なんかすごい有効に働きそうな事例だなと思って伺っ
てました。事業所の事業とか、それから学校の授業とかそう
いう枠で考えると、どうしても問題解決型みたいな発想に
なっていってしまうので、この緩さっていうのは担保できな
いんだと思うんですね。
　一方で、アート201の日向さん達によって、居心地のいい
場所、環境が作れているのは別にアートとかアートの環境
を整えようとか、そういうことからではなくてなんていうか共
感してくれる人がいっぱい集まるという共感型の発想で集
まってることが成功してる理由な気もしたんですね。結果的
に多分問題とか課題を解決する発想から理詰めで考えて
いくよりも、いい場所作りとしては成功してると思います。運
転しながら課題とか小さい問題はいっぱい見えてくるので、
その都度解決していくっていう方程式もありなんだなってい
うことを今伺って、すごくいい取り組みだなと思って聞いて
いました。
　こういった活動をもっと言語化していくことも中間支援と
しての僕たちの仕事なのかもしれないですね。

—そうですね。助成金を得るにも法人格が必要であった

りもするので、アート201さんのようなゆるいところでやってる

団体では応募すらできない現状もあって、そういった部分は

課題だなと思います。

土谷　あと、ギャラリーとか美術館とかそういう箱から作る
んじゃなくて、『折りたたみ美術館』ですか。自分たちで社会
に出ていって、発表場所も日常の中に入れていっちゃうっ
て発想もすごくいいと思いましたね。なんかむしろ、そういっ
た取り組みの方がスタンダードになってほしいなって思い
ます。

日向　地域にたくさんあるので郵便局にしたんですけど、
中には断られる郵便局もあります。

土谷　それはそうですよね。誰もが賛同してくれるってこと
はないですからね。でもその断られるのもまあ楽しいじゃな
いですか。

—ほんと、そうですね。断られることも楽しんでいくっていう

の大事ですね。

土谷　アートって、アートの中から出てこないんで、そういう
風に、社会との接点の中から生まれてくることもたくさんある
と思いますから。その一歩を踏み出してみるとか、越境して
みるっていうことが重要で。うまくいろんな人に伝えられると
いいなと思います。

—アート201での取り組みを、是非継続して頑張ってもら

いたいと思います。

徳島県の事例

　続きまして、徳島県障がい者芸術・文化活動支援セン

ターの西木さん、よろしくお願いします。

西木　よろしくお願いします。実はですね、この事例につい
ては昨年度報告させていただいた事例の続編になります。
昨年度、聞いていただけていない方もおいでると思います
ので、紹介したいと思います。
　Eさんは1990年生まれの32歳のダウン症の方です。女
性の方で地元の小学校、中学校を卒業した後に、県立の
支援学校の高等部に入学しております。卒業後は、障害者
支援施設にて生活をしておられます。幼い頃から、文字に
非常に強い関心を持っていて、よく漢字を描いていたそうで
す。現在通所している施設では、旗織班に所属し、さをり織
りの作品を制作しているんですが、施設の絵画教室の指
導の先生に、フェルトペンを使った作品制作を勧められて、
取り組むようになりました。事例の経過ですけれども、フェル
トペンを使用して、初めて取り組んだ作品が第1回「障がい
者アーティストの卵」発掘展で金賞を受賞しております。こ
のことがきっかけになってさらに熱心に取り組むようになっ
て、他の様々な公募展でも賞を受賞しております。当セン
ターが主催しました、障害者アート紹介する展覧会などに
も、ご本人は積極的に足を運んでくれているようで、表現材
料にもだんだんこだわりを持つようになってきています。以

前は、家族に促されて制作を始めると家族が準備をして、
そこに座って制作活動を始めていくっていうことだったん
ですけども、今では自分で時間を決めて、生活の中に一
定の時間割というんですかね、リズムが出てきて作品の制
作が生活の一部になってきています。
　取り組み内容ですが、昨年度の報告では日常生活にお
いて作品制作がアクセントになって、メリハリのある生活
が送れるようになったっていう事例報告だったんですけど
も、今年度当センターが運営してるギャラリーで個展を企
画して作品を展示させてもらいました。当センターで個展
の案内のはがきを作りまして、県内の施設等に配布をしま
した。ご本人にもはがきを差し上げたので、お母さん、それ
から施設の方を通じてたくさんの方にはがきを配布したよ
うです。
　すると、Eさんのことを小さい時から知っているご近所の
皆さんがたくさん見に来てくださいました。ギャラリーは徳
島市内にあるのですが、ご本人は徳島県でも一番南の方
の町のお住まいの方なんですけれども、その町の社協か
ら大きなバスを借りて、ご近所さんご招待といった形で、
展覧会を見に来てくださいました。
　この個展を見たEさんのご自宅の近くの喫茶店の経営
者の方から、お店の中での展示をしたいという依頼をい
ただいた事もあって、より多くの人たちに見ていただけまし
た。また、作品を見た方から作品を売ってほしいという依
頼もあったりして、作品が何点か販売されたようです。その
売上金から普段使っているフェルトペン等の画材を購入
することができて、本人はとても喜んでいたというようなこ
とを保護者の方からお聞きしました。
　まとめと今後の展望ですが、ギャラリーでの個展開催が
きっかけとなって新聞にも取り上げられ、また地域のケー
ブルテレビなんかでも取り上げていただいたことで多くの
人にEさんのことを知ってもらえ、非常に良かったかなと
思っています。今後もEさんが充実した生活を送れるよう
に、応援を続けていきたいなと思っています。

—ありがとうございます。バスでご近所の方が来てくれた

というのはすごく印象深いですね。Eさんは今回の関わり

によってまた頑張ろうという気持ちになられたんですよね。

西木　そうですね。作品制作にもより熱心に取り組まれ
て、画材なんかも少し高いフェルトペン買われたようで少
し変化をしていて、本当に生活の励みになっているような
状態ですね。

—ありがとうございます。皆さん、ご質問とかご感想いか

がでしょうか。
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保田　前回の引き続きで変化というか、進化というかが見
れて、ちょっと嬉しいなって思いました。
　あと、地域特性もすごく感じられて、ご近所の人がバスを
かりてみんなで応援に来てくれるっていうのが、いいなと思
いました。広島県ではあまり近所の方が集まってのバスをか
りて鑑賞に来るみたいなことはないので、徳島県って人が
温かいんだろうなっていうのが感じられていいなとか思い
ました。同じような事例が広島県にもいっぱいあって、作品
公募展で入選してどんどんとこう自信をつけて。さきほどの
鳥取県の事例じゃないけど、入選したことによって外部が
騒ぎすぎることでまたしんどいことにならなきゃいいなと思
います。でも、今のモチベーションを保ってもらってまた公募
展への出展や個展を続けていってもらえたらいいなと感じ
ました。

—日向さん、何かご意見はないですか？

日向　私が関わっていた前の施設の利用者さんのことを
ちょっと思い出しました。その方もやっぱり公募展がきっか
けで、個展をやろうよっていう風になってやったりとかもさ
れていたので、同じ道をたどっていかれるんだなと、ちょっと
想像をしながらお話を聞きました。

—ありがとうございます。皆さん、普段アート活動をされて

いる方に関わっていく中で、公募展を機会に、たとえば受賞

したりとかしてその方にスポットライトが当たって、スポットラ

イトが当たることによってEさんみたいにいい方向に行く方

もいれば、受賞が契機で体調を崩されたりとかですね・・・・

頑張りすぎて良くない方向に行ってしまったな、みたいなこ

とってありますか？ 

日向　私が関わった方は、大体皆さんおしゃべりが上手に
なったりとか。入所施設に入られている方だったのでその
ご家族が頻繁に見に来てくれるようになったりとか、接点が
増えて喜ばれる方が多かったですね。中には天狗になられ
る方もおられて、私すごいんですって言って回るっていう方
もおられました。私は、「そがに言わんのんよ」って言うとりま
したけど（笑）。
　何か作品だけじゃない、自分をアピールできるものが増え
たっていうことは、すごくその人の活力になってるなっていう
のは日々見て感じていましたね。

—松本さんはいかがですか？ 受賞されたことがきっかけ

で、こう良くない方向に働いた事例とかご存じですか？

松本　過去に2人ぐらいいます。１人は評価されたことに

よって張り切りすぎたというか、もっといい作品を描きたい
みたいな感じで、精神的に障害がある方だったっていうの
もあると思うんですけど、作品を描くことにのめり込みすぎ
ていって、制作時間の管理ができなくなってしまって、体調
を崩されて入院された方がいました。もう１人は個展を開い
た時、本人は嬉しくってたくさんおしゃべりを来場者として
いたんですが、大丈夫かなって心配をしていたら、少しして
すごい反動が来て、外に行けないぐらい体調が悪くなって、
お休みしてしまった方もいらっしゃいました。
　やっぱりどんなに近くで見ていてこっちが声をかけても、
張り切っちゃう人は張り切っちゃうんですよね。人間ってた
ぶんそんなもので、それはある意味仕方のないところなの
かなとは思いますけどね。

—ありがとうございます。

ビアンカ　他の方の視点とはちょっと違うかもしれないで
すけど、先日、「無心」で開催した『毛利輝作品展』は19歳
のとても若いアーティストの作品展だったのですが、1500
人以上の方が来場される大成功の展覧会でした。ですが、
やっぱりご本人とご家族にはちょっと疲れも出て、その点は
少し反省しているところでもあります。
　メディアにも大きく取り上げていただき、新聞が3社、テレ
ビ局の取材、お母様が生放送のテレビ番組でインタビュー
を受けられました。ご本人はとっても疲れてしまいました。ご
本人は耳が聞こえないので、コミュニケーションのずれみた
いなこともありましたが、たくさんのことにチャレンジをされ
ていました。作品展も終わったので、これから少しゆっくりし
て、リチャージが必要だと思います。
　巡回展は美術館で開催されて、4日間で1000人以上の
方が来場してくださいました。10名～30名のグループで来
られる方もおり、皆さんに挨拶をして写真を撮ったりと、いき
なり有名人になった感じで。ほんとに素晴らしかったんで
すが、ギャラリーの中も暑かったし、もう少し環境への配慮
があればよかったなと反省をしています。

—ありがとうございます。どうしてこういう質問を皆さんに聞

いたかというと、先日の別の組の座談会や、全国連絡会議で

も議題として挙がったんですけど、公募展とか賞の是非みた

いな議論があって、どっちがいいのかなと思ってですね。

　西木さんのEさんの事例では受賞したことですごくいい方

向に働いて本人もメリハリがついて、また近所の方の目に

も触れて新聞社も取材してくれて。さきほどビアンカさんが

言ってくれたような、いきなり有名人になったということはすご

くいいことなのかなと思うんですが、その一方で精神的に疲

れてしまったりとか、外に出られなくなってしまったりとかいう

リスクがあるのも事実で。最初の議題に戻りますけど、展覧

会に賞を与えることでハードルが上げてしまうひとつの要因

にもなりますし、是非について考える必要があるなと思って

いるんですけど、西木さんいかがですか？

西木　そうですね。賞をいただけないので展覧会の方に
はもう出しませんっていう方も実はいらっしゃいます。 なの
で、賞ありきで出される方もいらっしゃるので、そういった方
にどういう風に賞のあり方というか、何のための賞なのかっ
ていうことを説明しても、なかなかご理解をいただけないと
いうこともありますし、非常に難しい問題ですね。ただ、賞が
もらえることによって励みになるということは確かなので、
あってもいいのかなと感じています。
　逆に、アンデパンダンみたいに、無審査で全部の作品を
展示します、いわゆる優劣をつけませんっていうような方法
があってももちろんそれはそれでいいのかなというので、や
はり主催者の考え方ひとつだとは思いますけどもね。なの
で、いくつかあるものの中から出品者が選んでくださったら
それはそれでいいんじゃないでしょうか。

—ありがとうございます。土谷さん、いかがですか？

土谷　Eさんの事例の続編、なんかもうほんと素敵です。絵
本みたいですよね。Eさんの場合、受賞されて、個展も開い
て、作品も売れて、お金の収入もあって、それによっていい
画材も買えて。すごくEさんにとっても良かったんだと思いま
す。
　作品を売る売らないっていう議論がありましたけど、日
本の場合、障害の有無に関わらず、アートのマーケットって
ちゃんとしていないから、出てきちゃう話なんだと思うんで
すよね。アートのマーケットがすごく信用の置けるものであれ
ば、こんな話なんかしなくていいわけで。半分リアルで半分
夢物語みたいになってしまうっていう。その中で、Eさんの場
合は言うなれば、地方から出てきた大相撲の力士みたいな
形で、地元の人たちがマイクロバスを借りて応援に来てくれ
るとか。なんか、大相撲でいうところの谷町さんみたいじゃ
ないですか。日本のいい応援の姿、支援者の姿としてひと
つの参考になるなと思いました。グローバルに繋がるアート
のマーケットとかももちろんあるんですけど、一方でローカル
なコミュニティーの中で、こういう作品作ってたんだとか、小
さい頃から頑張ってたねとか、そういう作品を介在したアー
ティストの姿っていうのがすごくいいなと思いました。
　公募展に賞が必要なのかどうかっていうのは、多分、こ
れまでの長い経緯もあるので賞自体がなくなることはない
と思うんですよね。ただ、やっぱりこれもさっきの話と根底は
一緒で、多様な出品先がないだけなんです。僕も作品を作

りますけど、これはあのコンペにいけるなっていう時はい
けそうなコンペ狙って、そのレースに勝つための動きをす
るわけですよね。これはレースには向いてないけど、いい
なってやつは別に自分でやればいいだけで。そういったマ
ネージメントとかの体制を中間支援としては担っていくこ
とも必要なのかなと思いました。
　もうひとつはやっぱりコンペだけじゃなくて、アンデバン
ダンに代表されるような多様な出品の環境を用意してあ
げるっていうことがあればいいと思います。レースはレース
だと思うので。さきほどのアート201さんみたいに、いわゆる

『野良』なアートもあるわけですよね。そういう幅が作れる
といいなと思いました。

—ありがとうございます。西木さんも言ってましたけど当

事者の方が選べるように出品先が広がっていったりする

ことも重要だなと思いました。西木さん、ありがとうござい

ました。

高知県の事例

—最後の事例に移りたいと思います。高知県の藁工

ミュージアム分室の松本さん、お願いいたします。

松本　今年度報告したい事例というのは、昨年度紹介し
た事例の繋がりなんですけれども、昨年度、障害の有無
に関わらずいろんな人とお芝居を作って上演する『いろい
ろいろを楽しむ演劇プロジェクト』というプロジェクトの中
で、「星の王子さま」のお芝居を上演しました。その公演に
出演をしていた方が、聴覚に障害のある出演者の方に声
をかけて、今年度、別のホールが主催する市民参加型演
劇公演に、出演者としてオーディションを受けて舞台に一
緒に立つっていうことから派生した事例を紹介します。　
　市民参加型演劇公演のオーディションの前に、聴覚に
障害のあるFさんから、「『星の王子さま』に出演していた
子から誘われて、今度こういう企画に参加してみたいと思
うんだけどどうかな」みたいな感じで相談をされたんです
ね。私は、「もし自分がやってみたいと思うんだったらやっ
てみたらどうですか、サポートできることがあったらサポー
トに入りますよ。」というのをお伝えして、オーディションを
受けられました。そのオーディション前に、その公演の演出
家の方に、聴覚に障害のあるFさんっていう方がオーディ
ションを受けたいって言ってるんですが大丈夫ですか？と
一応確認したところ、演出家の方は、是非参加してみてく
ださいっておっしゃったんですが、実は障害のある方と一
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緒にお芝居を作った経験がないので、よかったらオーディ
ションの会場に一緒にいてくれたりしませんか？みたいなこ
ともおっしゃったので、演劇公演に向け、オーディションの
時からサポートに入ることにしました。
　Fさんはオーディションに受かって、稽古自体は今年の1
月から始まったんですけれども、その前年の11月にちょうど
演劇公演とかそういったものに字幕や音声ガイドの鑑賞
サービスをつける体験をしてもらって、具体的にどういうシ
ステムで字幕や音声ガイドがつけられているのかっていう
のを学ぶ研修会をさせていただいたんですね。
　Fさんはオーディションに受かって、稽古自体は今年の
1月から始まったんですけれども、その前年の11月にちょう
ど演劇公演など舞台芸術公演に字幕や音声ガイドの鑑賞
サービスをつける体験をしてもらって、具体的にどういうシ
ステムで字幕や音声ガイドがつけられているのかを学ぶ研
修会をさせていただいたんですね。

　そこに、Fさんの知り合いのGさんという同じく聴覚に障
害のある方も一緒に参加して、演劇公演を字幕で楽しむこ
とができるんだっていうのをGさんがすごく喜んでくださっ
てて。Fさんがお芝居に出るんだったら、僕も見たいなって
思ったそうなんですね。そのことを手話通訳者であるHさん
に相談すると、その手話通訳者の方が公演を主催するホー
ルの方に鑑賞サポートがないか聞いてみましょうと言って
電話で問い合わせをしてくださったんです。そしたら、その
問い合わせを受けたホール職員のIさんが、11月に開催し
た研修会のことを知っていたというのもあって、当センター
に鑑賞サポートをつけるにはどうしたらいいんですかってい
う相談をしてくださって。そこから、字幕のつけ方だったりを
一般社団法人日本障害者舞台芸術協働機構さんに聞い
たりしながら実際に字幕をつけることができました。その字
幕を作るにあたって、演出家の方とか制作に入っているス
タッフの方々にも事前研修を一緒に受けてもらったり、他の
出演者に字幕のテキスト作りを手伝ってもらいました。
　手伝ってくれた人たちが、鑑賞サポートがあれば音が聞
こえなかったり視覚に障害があっても舞台を楽しむことが
できるんだ、誰もが舞台を楽しめる状況ってとても大切だよ
ねっていう風に感じてくださって。演出家の方は、来年度の
別の演劇公演を字幕タブレット付きにして県内を回る企画
を考えていて、実現に向けていろんなホールの方に打診を
し始めている状況です。
　また、『星の王子さま』の演出家の方もこの市民参加
型演劇公演に F さんと一緒に出演していたのですが、２
つの公演を経て、聾文化を主体にしたお芝居作りをしたい
と考え始めていて、F さんと一緒に手話を交えた芝居作り
など、新しい企画が生まれそうです。今回の字幕の鑑賞

サポートは他のホールの方たちも見に来てくれていました。
その中には、来年度の公演で字幕を付けようとしてくれて
いる方たちもいます。障害のある方が舞台に立ったり、鑑
賞をするという、いろんな立場で楽しめる土壌作りが少し
ずつできていっているんじゃないかなと感じています。

—聴覚障害のある方への情報保証とかを含めた舞台芸

術を通して経験や気付き、今後の発展性についてのお話か

なと思ってお聞きしました。

平谷　私と岡村は、高知県で上演されたAさんも出演した
市民参加型演劇公演『花咲く港』を鑑賞させていただきま
した。Fさんにも少しセリフがあって、出演されていたのを覚
えています。

松本　実は本当はもう少しいろんなシーンに出る予定だっ
たんですけど、事情で小屋入り後の舞台上での稽古に一
切参加ができなくなってしまったんですね。お芝居って、舞
台上で稽古をしないと、大きな事故が起こることもあるので
舞台稽古に参加できない人は、本来は本番にも出れない
んですが、舞台稽古に参加できなくてもせめて本番には出
れるように舞台監督や演出家が考えてくれた結果、少しに
なってしまったっていう感じです。

—皆さんご質問とかないでしょうか。西木さんいかがでしょ

うか。

西木　当センターでは、これまで実は舞台芸術の方の取り
組みはあまりできていなくて、今年度初めて県の文化財団
と一緒に取り組みはじめたところです。鑑賞の機会の確保
という意味でも情報保障は非常に重要だと思っているとこ
ろなので、また色々教えていただきたいなという風に思って
います。ありがとうございました。

保田　広島県では『おきらく劇場ピロシマ』さんとの共催で
演劇公演を開催したのですが、その公演に参加した役者
の一人が、先程松本さんから紹介のあった情報保障の研
修会に参加されました。研修会で勉強してきたことを参考
にして、おきらく劇場ピロシマでの3月の演劇公演でも情報
保障のためのタブレットを用意して、実際に聴覚障害のあ
るお客様がたくさん来られました。まだ、聴覚障害や視覚障
害のある役者さんは広島県には現れていないと認識をし
ていますが、こうやって鑑賞支援が進んでいくことで、自分
もやってみたいなって言われる方も出てくるんじゃないか
なっていうのを、実は期待しています。情報保障とともに、
障害のある方が舞台芸術に参加しやすいような仕組みづく

ビアンカ　タブレットに関しては、私はまだ使ったことない
んですけど、鳥取県で上演されるいくつかの演劇公演で
もタブレット使うようなのでとても興味があります。じゆう劇
場の取り組みだと記憶していますが、目の見えない方に対
して音声だけではなくて、舞台が始まる前にステージに上
がって舞台上の椅子やベッドに触れることができて、そう
する事によって舞台が始まった後も目には見えなくても風
景はわかるという、すごく素敵なアイデアだなと思ってまし
た。また色 と々教えてください。

松本　タブレットを借りるだけだと10万円弱ぐらいなので、
そのくらいの金額であればなんとかできそうみたいなこと
もホールの方たちはおっしゃっていました。すぐにはでき
ないかもしれないけど、金額的にも絶対無理って範囲じゃ
ないっていう感触がすごくあったので、やっぱり一度どう
やってできるかまで体験するってすごく大事だなって思い
ます。

—この事業に取り組んでいる以上、全ての障害をお持

ちの方に情報をお届けできたといいなという思いでやって

います。以前ブロック研修会に講師できていただいた、株

式会社Palabraの山上庄子さんにも色々と教えてもらった

ことを活用しながら、中国・四国ブロックとしても取り組ん

でいきたいと考えています。

　先日、山上庄子さんにお会いした時に教えていただいた

エピソードが僕はすごく印象に残っています。情報保証とし

てタブレットとかいろんなものを設定して、その演劇とか舞

台が終わった後に障害当事者が「タブレットが良かったよ

ね」とか「文字が見やすかったよね」っていう話ではなくて、

その舞台そのものの感想を言い合える状況を作らないと

本当の意味で良くないんだよって言われていて。そこを目指

すってことがすごく重要だなと改めて思いました。

松本　私もそう思います。タブレットも音声ガイドもまずは
やってみて、その機械に詳しくなって扱えるようになるっ
ていうのは大事なんですけど、それよりも何よりもやっぱり

『誰のために』『何のために』するのかっていうのが一番
大事なことだと思います。
　なので、俳優の方が言ってるセリフをそのまま字幕にす
るのではなくて、舞台も観れて役者さんの動きも観れるよ
うに、かなりセリフを短くする部分もあったりとか、取捨選
択をしながら字幕を作っていかないといけないと感じて
います。岡村さんがおっしゃっていたように、文字を読み
に来ているわけではないので。やっぱり舞台を楽しんで
もらうために、どうしたらいいのかっていうのがすごく大事
だなって今回思いました。だからやっぱり、当事者の方が

りを、今後アートサポートセンターとしてやっていきたいなっ
ていうのを思っています。

—タブレットでの情報保証を作り上げていく時は、聴覚障

害のある方であったりとか、障害お持ちの方たちと一緒に作

り上げていったんですか？

松本　そうですね。今回はFさんがいらしたので、たとえば、
字幕の文字の大きさだったり、１人ずつセリフをタブレットに
表示した方がいいのか、できるだけ舞台を見るために掛け
合いのシーンでは2人のセリフを同時に表示した方がいい
のかとか、そういう見やすさみたいなものは、Fさんに聞きな
がら作っていきました。
　ただ、彼女が舞台稽古に来れなかったというのもあって、
実際に当事者の方に事前に見ていただけなかった点は反
省点だと感じています。当日利用してくださった当事者の方
たちからは、とても良かったぜひ続けてもらいたい、鑑賞サ
ポートがある公演がもっと増えたらいいっていう声がたくさ
んあったので、そこはやっぱり良かったなと思いました。
　さきほど保田さんが言われていたように、公演を見たこと
がないのに舞台に立とうとは思わないと思うので、まずは見
て触れてもらう機会を作っていくっていうのはすごく大事な
んだろうなと思ってます。

平谷　実際に今回情報保障のサービスを私たちも体験さ
せていただいて思ったのですが、タブレットで字幕が表示さ
れながら見る演劇公演はもちろん聴覚に障害のある方の
為に構築される環境であるとは思うんですけど、聴覚に障
害がない私たちでも、たとえば舞台上での声が聞き取れな
かった場合に振り返る材料のひとつになるので、それによっ
て理解が深まるというか。
　今はスタンダードでは無いのかも知れないですが、ほと
んどのテレビ番組に字幕がリアルタイムで表示されているよ
うに、舞台公演でも今後、字幕等の鑑賞サポートがスタン
ダードになればいいなと思っています。

—パスレルの運営法人であるNPO法人脳損傷友の会

高知青い空でも舞台芸術を協力団体として上演することが

あるんですけれども、『東京演劇集団風』さんは聴覚障害や

視覚障害の方も楽しめる舞台を作っています。

　この時の字幕のスピードはこれでいいのかとか音声ガイド

の方が話すスピードはこれでいいのかとかかなり綿密に舞

台が作りあげられています。実際に、高知で上演された際に

視覚障害の方が来てくださってて、終わった後に「すごい楽

しかった」と感想をいただきました。
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実際に見て、ここがいい、ここはもうちょっとこうした方がい
いっていう意見を聞いていくのって、すごく大事だなと思い
ます。

ビアンカ　アメリカの場合は、聴覚障害のある方でライブや
展覧会のギャラリートークに行きたい時には、手話通訳を無
料で頼むことができますが、日本にもそのような制度はある
んですか？

—恐らくないんじゃないですかね。障害がある方が無条件

で、手話通訳を受けれるってわけではないと思います。

ビアンカ　私はアメリカの出身なのですが、最近そういう法
律ができました。今はそのことをまだ知らない方が多いの
で、広報活動を積極的に行っているようです。

—とても大事なことですよね。たとえば、コンサートでも車

いすユーザーの方が本当に楽しみに行ってるのに、逆に悲

しい思いをして帰ってくることがあるそうです。

　最後まで聞きたいのに、車椅子ユーザーであるがために

アンコール前に「ちょっと混むので、先に退室しましょう」って

促されたりとか。友達と行ってるにも関わらず、ちょっと席を

離されて誘導されたりとかですね。公共のホールとかで僕た

ちが普通にできることが障害をお持ちの方はできないってい

う現状の環境っていうのは、課題だと思います。土谷さんい

かがですか？

土谷　松本さんの事例を聞いて、昨年度、一緒に演劇を経
験したお二人が、自分たちでオーディションの情報を見つけ
てきて、出たいとなったその動きが本当素晴らしいなと思い
ます。そのお二人が関わることで、演出家の方も来年度以
降も取り組みを継続させていくっていう、気持ちが伝播して
いったことが一番大きい成果なのかなと思いました。

松本　今回、聴覚に障害のある方とそういった方にあまり
触れたことがない方が市民参加演劇公演には出演をされ
ていて、そこで誰一人として壁がなかった壁を感じなかっ
たっていうのは、結構すごいかなと思います。
　実際にお芝居をやる時に必要なことをゲームを通じて体
得してもらうために、演出家の方が稽古を始める前に必ず
ゲームをするんですが、ジェスチャーゲームを通してFさんか
らちょっとずつ手話を学んでいって、なんとなく手話っぽい
ジェスチャーができていったりとかしていましたね。土谷さん
がおっしゃっていたように、触れ合うことで伝播していくって
いうことがとても大切だなと思いました。

土谷　コロナで稽古に出れなかった本番に少し出られた
後、演劇に出演できたことは満足していたんですか？

松本　そうですね。少しの時間でも立ててよかったっていう
のはすごく言っていました。タブレットを利用して公演を観
た知り合いの聴覚に障害のあるGさんが、自分もサポート
があるんだったら舞台に立ってみたいっておっしゃってい
て、Gさんと一緒に手話を使ったお芝居ができたらいいな
と言っていますし、出演するというよりは誰かが出演するの
をサポートしたり字幕を提供したり、サポートする側もやっ
てみたいとおっしゃっています。

土谷　すごいですね。するだけじゃなくて、支える側にも回
りたいっていうのが。
　それからさっき岡村さんが言ってた山上庄子さんからの
ご意見で、終わった後、お互いに批評とか振り返ったりでき
る場が欲しいっていうのも、別に障害あるなしに関わらず
普通に欲しいですよね。
　この間のWBCでも、負けたチームってさーっと帰っちゃう
んですけど、ラグビーとかって試合が終わった後にアフター
マッチファンクションってのがあって、勝ったチームも負け
たチームも一緒にお茶とお菓子を食べながら、お互いのプ
レイについて語り合う場っていうのが伝統的にあるわけな
んですよね。スポーツもやっぱりそういうアソシエーションを
作っていくものだから、演劇においてもそうだと思いますし、
舞台もそうだし、もちろん美術なんかでも、そういう場があっ
てもいいのかも。オープニングパーティーとかはそうなのか
もしんないですけど、関わった人たちが一堂に会してお互
いについて語り合うっていうのは重要ですね。なんか、積極
的に作っていけるといいなと思いました。

—来年度も引き続き、事例検討を通して課題を見つけて

皆さんと一緒に解決していけたらなと思っています。ひとつ

の支援センターであったり、僕らでは解決できないことも、み

んなで持ち寄れば解決できることもあるのかなと思っていま

す。皆さん、ありがとうございました。
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中国・四国ブロック ブロック会議
①第1回ブロック会議（オンライン開催）

日時：令和4年6月17日（金）10:00～11:50
参加者：支援センター7名　行政職員4名　

②第2回ブロック会議（オンライン開催）

日時：令和4年7月25日（月）13:30～15:00
参加者：支援センター4名　行政職員3名　厚生労働省
職員2名

③第3回ブロック会議（オンライン開催）

日時：令和4年10月31日（月）10:00～11:50
参加者：支援センター4名　行政職員2名

③第4回ブロック会議（オンライン開催）

日時：令和5年3月7日（月）10:00～11:50
参加者：支援センター4名　行政職員2名

中国・四国ブロック ブロック研修会
①知的財産権について（オンライン開催）

日時：令和4年7月25日（月）10:00～11:50
講師：岡部 太郎 氏、大井 卓也 氏（たんぽぽの家）
参加者：支援センター2名　行政職員3名　

②文化芸術支援の中での NFT の可能性について

　（オンライン開催）

日時：令和4年10月31日（月）10:00～11:50
講師：高橋 裕行氏（多摩美術大学非常勤講師、キュレー
ター）
参加者：支援センター 3名　

③アートで生計を立てたいという相談について考える

　（オンライン開催）

日時：令和5年3月7日（月）13:00～14:30
講師：樋口 龍二氏（九州障害者アートサポートセンター）
　　　松本志帆子氏（藁工ミュージアム）
参加者：支援センター4名　行政職員2名

ふらっとflat
中国・四国エリアはブロック内の県が多く（9県）、各県へのア
クセスにも時間がかかることもあり、気軽にコミュニケーショ
ンをとるために Zoom によるオンラインミーティングを開催し
ている。
第1回 ふらっとFlat：令和4年4月27日（水）

第2回 ふらっとFlat：令和4年11月29日（火）

第3回 ふらっとFlat：令和4年12月1日（木）

令和 4 年度 中国・四国広域支援センター
第三者評価委員会
開催日：令和5年3月30日（木）10：00～12：00
議題：①令和4年度の活動の紹介と振り返り
　　　②令和5年度の計画と展望について

その他の取り組み
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　私が小学生の頃、友人たちがビックリマンシール

を集めている時に、クラスで一人だけドキドキ学園

シールなるものを集めていた。ビックリマンシールは

当時大流行しており、当然、クラスの男子のほとん

どがビックリマンシールを集めていた。私の中には、

なぜかドキドキ学園シールの方が流行するという

根拠のない自信と、みんなと一緒じゃないことに対

する軽い好奇心があり、ドキドキ学園シールの収

集がはじまったと記憶している。シールを収集しな

がら、重複したシールを友達同士で交換し、コレク

ションを増やしていくことが楽しみのはずだったが、

ドキドキ学園シールを集めているのは、クラスでは

私一人だけだったので、ドキドキ学園シールの交

換をして遊ぶ相手やシールに関する情報の共有

をする相手はいなかった。そして、その楽しみが得

られないことが原因で、ドキドキ学園シールに対す

る情熱が薄れていき、ついには収集を辞めてしまっ

た。

　令和4年度の中国・四国ブロックでは、障害当

事者からの「アートで生計を立てていきたい」とい

う相談に対してどのように協力していくべきなの

かをブロック内でたくさん議論した。議論の中で、

「画廊を教える」、「展覧会を教える」という意見

や、「アーティスト活動で生計をたてるのは難しいけ

ど、覚悟はありますか？」といったことを伝えるなど、

一見、厳しいようにも感じる意見があがった。そし

て、ブロック内で導き出した回答は、“アートで生計

を立てていきたいといった相談に対して明確な回

答を返すことは難しい”ということだった。明確な回

答こそ出せなかったが、このような相談を受ける支

援センターの皆さんは、どのように協力したらいい

のかを悩み、試行錯誤しながら相談者に伴走して

いる様子がやり取りの中から垣間見えた。その様

子は、相談者に回答をすぐに伝えるのではなく、そ

の回答を導きだすために必要な手段を探すことに

伴走しているように感じた。

　また、議論の中で、「創作活動に積極的に取り組

んでいた方が何らかの理由で創作しなくなる」とい

う事例に出会うことも少なくないという話があった。

その要因のひとつが伴走者の存在ではないかと思

う。障害当事者が相談するということは、必ずしも

答えを欲しがっているのではなく、目標とすることに

向かって一緒に伴走してくれるパートナーを探して

いるのではないかと思う。ドキドキ学園シールを買

うための小遣い（資金）やドキドキ学園シールを購

入する駄菓子屋（環境）があっても、その行為に一

喜一憂してくれる仲間がいなければ、コレクション

するという行為は続かない。

　障害当事者が創作活動を辞めてしまう背景に

は、仲間の不在や伴走者の不在という要因がある

のではないかと推測する。少々飛躍した考えを綴っ

たが、あの時、ドキドキ学園シールの収集を辞めて

しまった自分と重ねてしまう。

中国・四国Artbrut Support Center passerelle
センター長　　 

岡 村  忠 弘
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